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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　青から、暁あかつき。黎れい明めいの色を瞳ひとみに閉じ込めた旅人の絵は、リズ・ミルトンの宝物だった。

　彼は遥はるか彼方かなたの地から訪おとずれた異国人だ。

　当時のリズは、彼の名を正確に発音できなかった。難しい言語だったのだ。

「夜明けの瞳の旅人さん」と呼ぶうちに、彼の本当の名を忘れてしまった。

　だが弦げん楽がつ器きを弾はじいたような、美しい響ひびきを持っていたことだけは覚えている。

　東方からの客人は幸運の使者。そんな迷めい信しんがリズの村では生きていた。

　祖父母は、この地でしばらくの休息を望んだ旅人に、快く部屋を貸した。

　旅人は、親切で陽気な男だった。青白い顔をした病弱なリズを幽ゆう霊れい扱あつかいし、からかってくる意地悪な村の子たちとは違ちがう。こちらの国の言葉を流りゆう暢ちように操あやつって、旅先で体験した不可思議な出来事の数々をおもしろおかしく聞かせてくれる。

　彼は絵え描かきでもあった。

　村に留とどまったのは一ひと月つきくらいか。その間に数点の作品を仕上げた。

　そして一枚、リズに贈おくってくれた。

　今にして思えば、渡わたされた絵は滞たい在ざい費代わりだったのだろう。

　彼はその絵に『しろがねの娘』という題名をつけた。

　リズがモデルだ。

　しかし画布に描えがかれていたのは娘ではなかった。

　そもそも人間ですらない。

　魚だ。

　一いつ匹ぴきの魚が白銀の尾おびれを揺ゆらめかせ、星月夜を優ゆう雅がに泳いでいる。

　リズとの類るい似じ点を無理やり上げるなら、色しき彩さいだろうか。リズの髪かみも、星の光を束ねたような白銀だったので。

　誰だれかに呼ばれて振ふり向いているかのような構図だ。描びよう写しやは極きわめて精せい緻ち。命が吹ふき込まれた輪りん郭かく線、瑞みず々みずしい鱗うろこ、絹めいたひれの滑なめらかな動き、質感を生む明暗。

　魚は、青みがかった濃のう密みつな夜の色を映してささやかに輝かがやいている。

　旅人の筆ふで遣づかいは卓たく越えつしており、絵描きとしての才は疑う余地がない。何十枚、何百枚の画布と昼夜向き合い、習作を重ねてきた者の確かな技術がそこにある。

　だが、画布を覗のぞき込んだ祖父母は顔をしかめ、批判の色を目に宿した。

　孫まご娘むすめを魚にたとえられたせいではない。

　その絵は神こう々ごうしく幻げん想そう的だったが、同時に、どこかしら卑ひ猥わいな雰ふん囲い気きも漂ただよわせていたのだ。

　透とう明めい感かんが滲にじむ長い尾びれは、たっぷりとしたドレスの襞ひだを思わせる。

　夜会に現れたとびきり美しい貴婦人が、男たちの情熱的な視線に気づいて、振り向いているようでもあった。

　リズ自身はこの絵を気に入った。

　旅人は村を去る前に、庭に生えている楢ならの木の下で不思議な話を聞かせた。夏の訪れを予感させる晴れた日だった。

「リズ、もしもこの先、眺ながめていて不安に感じるような絵があったら、すぐに目を逸そらしてくれ」

「どうして？」

「それは歪ひずみ画がだからだよ」

「ひずみが、ってなに？」

「予期せず加えてしまった瀆とく神しんの図様……神様の悪口に当たるシンボルを、絵描き本人も気づかずに描いてしまっている作品のことだ」

「悪い絵？」

「そうだね。神様を怒おこらせてしまう。でも、多くの人は歪ひずみ画がの存在を知らない」

「騙だまし絵みたいなもの？」

　旅人は笑った。日に焼けた浅黒い肌はだに、笑い皺じわがくっきりと浮うかぶ。

「少し似ているかな」

　ただね、と彼は表情を改めた。

「騙し絵は安全だけど、歪ひずみ画がは怖こわいんだよ。神様の悪口が描かれているから、悪あく魔まが好んで住み着いてしまう。『悪魔の隠かくれ家が』になってしまうんだ」

「夜明けの瞳の旅人さん、あなたが描いてくれたこの絵も『歪ひずみ画が』なの？」

「これは違うよ」

「私を魚にたとえて描いたのはなぜ？」

「君が『魚座の子』だからだ」

「私は魚座じゃない。蟹かに座ざなのに」

「生まれ月の星座は関係ないんだよ」

「じゃあ、なに？」

　旅人はすぐに答えてはくれなかった。身を屈かがめると、顔料の匂においがする優やさしい手でリズの頭を撫なでる。ざらざらしていて、分厚く、硬かたい感かん触しよくだった。屋や敷しきの庭師の手を連想させた。それから鍬くわを持つ農民の手を。筆を持つばかりではない。労働を知る者の手であり、荒こう天てんの日々を耐たえ忍しのんできた手でもあった。そんなふうに、彼が積み重ねてきた日々を感じさせた。

「リズは、人が気づかないモノをよく見るだろう？」

「なんのこと？」

　不意打ちの問いかけに、肩かたがびくっとはねた。

「ごまかさなくてもいい。君の祖父や祖母には、この話をしたことは秘密にしておくよ」

「……本当？」

「約束する」

　リズはおそるおそる旅人を見上げた。

「妖よう精せいを、見かけるの。森のあちこちで」

「森だけ？」

「ううん、屋敷の中でも時々見つける。あとね、よくわからない靄もやのようなものや、いるはずのない獣けものの足あし跡あとも。雨なんて降ってないのに、床ゆかに濡ぬれた足跡がついてる」

　彼は答えなかったが、その表情を見れば、リズの話を真しん剣けんに聞いてくれていることがわかる。

　それに勇気を得て、先を続ける。

「でも、お父様もお母様も見えないみたい。私一人がお祖母ばあ様さまの屋敷で暮らすことになったのは、病気を治すためだけじゃないってこと、知ってる。お姉様方が私を怖がるから」

「そうか」

「お祖母様たちも、私の言葉を信じてくれない。『妖精なんていない、そんな噓うそをついちゃいけません』って、とても怖い顔をする」

　信じてもらえないのはつらい。

　皆みなから、虚きよ言げん癖へきのある子だという目で見られている。

「でも、見たいと思っているわけじゃないのに、見えてしまう。私はどこか、おかしいの？」

　旅人の絵に惹ひかれたのは、夜空を泳ぐ魚、という現実にはありえない特とく殊しゆな世界が描かれていたからだ。

　旅人もひょっとすると、自分同様、皆が見えないモノをその目に映しているのではないか。リズはそう期待した。

「なにもおかしくはないさ。君は魚の素質を持っている。そのせいで、不可思議な存在が見える」

　旅人は、静かな眼まな差ざしで言った。

「魚は、神が天から解き放った聖徒の仮の姿だ。星せい盤ばんから胎たい盤ばんへ。黄道を泳ぎ、十二の宮を通り抜ぬけ、やがて人という座の中におさまった」

「聖徒……？」

「君は、隠れ家に潜ひそむ悪魔を見み抜ぬく、魚座の子なんだよ」
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　時は流れ──十七歳の誕生日。

　リズは、思いがけない事態に直面していた。




　そもそもの始まりは、誕生日の一週間前のこと。

　母親のヴィルマに「ここに五枚の絵があります。さあ、この中から好きな絵を一枚選びなさい！」と急せかされ、その通りにしたら、なぜか婚こん約やく者が決まってしまったのだ。

　わけがわからない。

　五枚とも時じ禱とう書の半分ほどの大きさだ。

　三色刷りという点からして、最新の印刷技術で作製されているのがわかる。

　絵え柄がらは、梨なし、ライム、葡ぶ萄どう、杏あんず、林りん檎ごと、果物で統一されている。

　それがなんで婚約者選びに繫つながる!?　とリズは内心焦あせった。

　選んだ絵柄はライムだ。

　その時は単純にこう考えた。誕生日に親族へ配る焼き菓が子しの種類を決めさせる気なのだろうと。甘かった。ヴィルマの行動力と推察力を侮あなどってはいけなかったのだ。

　都の屋敷に戻もどるよう命じられた時点で、なにかあるんだろうとは思っていた。

　結婚という言葉が脳のう裏りをよぎらなかったといえば噓になる。

　だが、避さけたい話題だ。

　リズが自身の結婚に消極的なことに気づいて、ヴィルマはわざわざこんな絵を準備したに違ちがいない。

　リズは絵画が絡からむと、見境がなくなる。油ゆ彩さい、水すい彩さい、フレスコ、とにかく絵が好きだ。

　画集を開けば顔が蕩とろけるし、壁へき画がを見れば軽く一時間はそこに座り込む。

　うまれつき身体からだが丈じよう夫ぶなほうではなかったため、リズは昨年まで祖父母が暮らす気候の穏おだやかな地で療りよう養ようしていた。

　今もまだ健康体とは言いがたい。

　だからこそ若さが失われる前に、まともな嫁とつぎ先を見つけたい──ヴィルマがそう焦る気持ちもわかる。

　高貴な立場の男たちが結婚相手に望むのは、まず健康体であるかどうか。家の存続のために跡あと継つぎを残す義務がある。

　この時点で大半の貴族は、リズを花はな嫁よめ候補から外す。たとえ現皇こう帝ていの寵ちようを受ける伯はく爵しやく家の令れい嬢じようであってもだ。家を背負う長子には振ふり向いてもらえない。

　それなら狙ねらうは、次男か起業家、宮きゆう廷てい騎き士し。

　つまり、誇ほこりか財か将来性か。あるいは国の内外に確かな人脈を持っているか。

　欲よく張ばらず、どれかひとつに絞しぼれば、家名につられて名乗りを上げる者も出てくる。

「──エミル卿きようはカロティオン家の次男で、聖獅し子し騎士団第三遊ゆう撃げき隊の中隊長を任されているのですって。この皇都にあるグリコス王立学院聖騎士団でもね、臨時士官として見習い騎士の指導をされているのよ」

　秋の花が香かおる庭園に、ヴィルマの愛あい想そのいい声が響ひびく。

　ヴィルマ自ら職人に指示を出して作らせた、自じ慢まんの庭園だ。

　植しよく栽さいする木々を厳選し、花々の色合いにもこだわった。奇き麗れいに刈かり込んだ緑の絨じゆう毯たん、そこに花か壇だんを並べ、丸形のトピアリーを配置した。中央に設けている装そう飾しよく用の煉れん瓦がの尖せん頭とうアーチをくぐった先には、晩ばん餐さん会用の長ちよう卓たくが置かれている。

　今、リズは皆とともに、そこに座っていた。一応、この誕生日の主役だ。

「ええ、カロティオン家は、二百年前に起きた蛮ばん族ぞくの侵しん略りやく戦争で勲くん功こうを立てられてね、いち早く名めい誉よ騎士の称しようをいただいたとか──」

　ヴィルマの話は続いている。

　これまでの誕生会は、ヴィルマや姉たちの他ほか、付き合いのある親族のみを招待していた。

　招待客が増えると、挨あい拶さつのみでも身体に負担がかかってしまう。

　しかし今回の顔ぶれは少々変化が見られた。

　欠席した父の代わりに、『お見合い相手』が参加している。

「もちろん、エミル卿ご自身もすばらしい騎士よ。第二皇女に忍しのび寄る暗殺者の影かげに気づき、見事捕ほ縛ばくを──」

　ヴィルマの声を聞きながら、リズはメイン料理後の焼き菓子を並べた長卓の向こうにある青年の顔を盗ぬすみ見た。

『お見合い相手』の年は二十代後半。すっきりとした栗くり色いろの短い髪かみ、明るい青の瞳ひとみ。

　そして、かなり胡う散さん臭くさい──いや、爽さわやかな微び笑しよう。騎士団の男というだけあって、細身ながらも鍛きたえられた体つきをしている。装飾を抑おさえた藍あい色いろの貴族服は、よく見れば上等の生き地じだ。クラバットのピンや袖そでのボタンも派手ではないが凝こっている。

　さすがはお母様、いい男を候補に選んでいる。

　が、納なつ得とくできない。

　貴族界の事情には疎うといので、残念ながらカロティオン家がどの程度の地位にあるのかさっぱり判断がつかないのだが、少なくともヴィルマの紹しよう介かいに噓はないはずだ。

　この若さで中隊長。立身に有利な手て柄がらを立てている。美男子。服装の趣しゆ味みも悪くない。

　優良物件すぎるじゃないか。

　たとえ次男だろうと、こんな男前で性格も要領もよさそうで将来も有望だろう青年騎士が、私の前になぜ現れるの。彼なら引く手数多あまたのはず。

　健康面の問題はともかくも、リズは、黙だまっていれば繊せん細さいな美人だ。

　つやめく白銀の長い髪、雪で磨みがいたような白い肌はだ。黒い宝石と讃たたえられる濡ぬれた瞳。それを縁ふち取どる睫まつ毛げの色は淡あわく、震ふるえる羽のよう。

　リズを見慣れている家族でさえ、その美び貌ぼうに視線が釘くぎづけになる時がある。

　だが実体は、絵画のためじゃなきゃ一歩も動きたくないという根暗な自じ堕だ落らく令嬢だ。

　基本、表情は死んでいる。日ひ陰かげは天国、太陽滅ほろびろ。親族の中で一番慕したっている叔父おじのハインなどは、リズの血は赤い顔料でできていると断言したことさえある。

　リズが引きこもり生活を好むようになったのは、それまでの環かん境きようもいくらか影えい響きようしている。

　遠えん慮りよを知らない村の子たちに幽ゆう霊れいとからかわれ、必死に泣くまいとした。他人には見えないモノを見ているのだと、悟さとられまいとした。

　月日を重ねるうちに妖よう精せいの姿は目に映らなくなったが、その頃ころにはもう普ふ通つうの娘むすめのように明るく笑うことができなくなっていたのだ。

　このままではいけない気がすると悩なやみ、何度か鏡の前で表情の練習をしたこともあるのだが、無む駄だなあがきだった。どう考えてもにやりと笑う不気味な魔ま女じよにしか見えなかった。

　以来、開き直って陰いん気きな表情を貫つらぬいている。

「──リズ、ほら、恥はずかしがって俯うつむいてばかりではいけませんよ」

　ヴィルマの呼びかけに、リズは意識を現実に戻した。

「お許しくださいね、エミル卿。この子は母の私が言うのもなんですが、本当に慎つつしみ深く謙けん虚きよな子ですの」

　優やさしい微笑を浮うかべているが、こちらに投げられた母の視線は猛もう禽きんのように鋭するどく険しい。ぼんやりしていないで早くこの男に一生分の愛あい嬌きようを振りまけ！　とその目ははっきりリズを脅おどしている。

　お母様、むちゃを言わないで。

　この男は眩まぶしすぎます。笑え顔がおもお母様以上に胡散臭い。

「ええ、ヴィルマ夫人。星の乙女おとめと噂うわさの可か憐れんなリズ嬢と、こうしてお会いできるだけでも私は果報者です。本当に息がとまりそうな美しさだ。夫人とよく似ておられますね」

「まあ」

　エミルにお世辞を言われ、ヴィルマは少女のように頰ほおを染めている。内心では「もっと褒ほめなさいよ、若造が！」と舌打ちでもしていそうだ。

　リズはぬるい目をヴィルマに向けた。

「金銀の輝かがやきすら、リズ嬢の前ではかすんで見える。お抱かかえの宝石商も、頭を抱えているのでは？」

「エミル卿ったら、まあ、まあ！　でもね、仕立屋が唸うなっていたのは事実よ。どれほどベールを重ねてもこの子の美しさは隠かくせないって」

「そうでしょうね、よくわかります」

　今日のリズは淡いベージュと白を基調としたドレスを着ている。

　先日屋や敷しきに届いたばかりの新作で、職人たちも満足の仕上がりだ。上じよう腕わん部分は細く、袖そで口ぐちは大きく開かれている。袖や胸回り、スカートのドレープにもふんだんにレースが使用されている。首には宝石付きのチョーカー。ヴィルマのコレクションのひとつだ。誕生日だからということで、譲ゆずってくれた。

「できれば、リズ嬢。私の瞳にあなたを、あなたの瞳に私を映すという栄えい誉よを与あたえてはくださらないか？」

　視線をエミルに戻もどし、首を傾かしげる。

「既すでに今、お互たがいを目に映しています」

「もっと長い時間、お許しいただけたらと」

　エミルが楽しそうに笑う。

　リズは眉まゆをひそめた。まったく胡散臭い。

　こうもぽろぽろと軽い言葉が出てくるってことは、よほど女慣れしているのではないか？

　ヴィルマが、頼たのむからうまく答えなさい！　というような不安たっぷりの顔を見せる。

　わかった、お母様。頑がん張ばってみる。

「長い時間と言いますが、目の潤うるおいを保つためにも瞬まばたきが必要なので、いつまでも開いていることはできません。せいぜい一分くらいが限度かと思いますが、その間見つめ合いたい、という意味に受け取っていいんでしょうか。一説によると男女で瞬きの回数が違うのだとか。緊きん張ちよう状態の時には多くなるらしいですね。あと、異物が入るのを防ぐために、開く時より閉じる時のほうが瞬きの速度は速いそうですよ。ちなみに一分間で二十回前後という説があります。一生の内で億を超こえるんですって。ただこれって、死ぬ年ねん齢れいによって差が出るんじゃ──」

「リズ!!　あなたったらまたコモンズ博士に妙みような雑学を吹ふき込まれたのね！　ごめんなさいねエミル卿、この子の主治医は変人……いえ、好こう奇き心しん旺おう盛せいで、とても話し好きな方なの。博士に付き合ううちに、覚えてしまったのね」

　ヴィルマが強ごう引いんに割り込んできた。

　コモンズ博士とは誰だれだ。そんな主治医は当家にいない。

「リズは真ま面じ目めで聞き上手だから、博士もつい話し込んでしまうようで！　でも今はもっと楽しい話をしましょうね。わかるわね、リズ？」

　話題を変えたほうがいいというのは、にこやかなのに恐きよう怖ふしか感じないヴィルマの表情から痛いほど伝わってきた。

　長卓についている他の親族は絶望的な目つきでリズを見ている。叔父のハインと二人の姉は噴ふき出すのを懸けん命めいに堪こらえているようだった。

　なんとかしなきゃいけない。リズは別の話題を探した。

「ライムはお好きですか」

「はい？　ライムですか？」

　唐とう突とつな話題転てん換かんに、エミルは困った顔をした。

「もしかしてエミル卿きようは驚きよう異いのライム好き男なんじゃないかなと思いました」

　ここで叔父のハインが長ちよう卓たくに突つっ伏ぷした。

　姉たちはハンカチで口元を押さえ、俯いている。

「あるいはライム畑をお持ちとか。それともライムで人生が変わったという経験がありましたか？」

「え？　いえ」

「おかしい。じゃあなんでお母様の絵にライムが描えがかれていたんだろう」

「なんですって？　絵？」

　不思議そうにしているエミルの顔をじっくりと眺ながめる。

　リズが五種類の絵の中でライムを選んだ理由は、なんとなく気になったからだ。もしも他ほかの絵を選んでいたら、別の男性が選ばれていたのだろうか。

「エミル卿の名前が、うちの家名と似ているから？　でもそれだとライムとは関係がない。……あ、待って。やっぱり名前が正解ですよねお母様。『emil』の文字を、逆から読むとライムに──」

「まあリズったら!!　おもしろいことを思いつくのね！　ええ、この子ったら果物がとても好きなのよ！」

　ヴィルマが涙なみだ目めになって弁明している。

　お母様、これでも私、やり遂とげた感でいっぱいですが。

　絵画に関する内容以外でこんなに他人と話したのは数ヶ月ぶりだ。

　根暗令れい嬢じようにきらきらした恋こい話を期待するのは間ま違ちがっている。

　だいたいこの男が眩しすぎる。

　テンペラ画の耐たい久きゆう性の研究内容についてとか、腐くさりかけの食物の描き方についてとかなら徹てつ夜やで語れる自信があるが、それはたぶん、絶対にしてはいけないんだろう。

「リズ嬢は話題の豊富な楽しい方ですね。次の会話が予想できず、興味深い」

　エミルが笑いをこぼして言う。

「え、ええ！　リズは社交的で話し好きな子なの！」

　お母様、さっきは私を慎み深い謙虚な子だと噓うそをついたんじゃないですか。真面目で聞き上手とも。

「確かリズ嬢は、美術に対して造ぞう詣けいが深いと聞きましたが」

　エミルの問いかけに、リズは身を乗り出した。

　その話題でいいなら、喜んで。
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「テンペラ画は卵派ですか、牛乳派ですか。私はやっぱり王道に卵推おしです」

「卵？」

「あのこっくりとした鮮あざやかながらも深みのある発色がたまらない。塗ぬり重ねができて劣れつ化かもしにくい。壁へき画がにはあまり向いていませんが、美術界における色しき彩さいの帝てい王おうではないかと思っています。私、いっそ養よう鶏けい場を経営しようかと──」

「リズ!!」

「はい、お母様」

「そろそろあなた、コモンズ博士がお見えになる時間よ！　少し熱があるのですから、無理をしてはいけないわ！」

「いえ、今日は珍めずらしく体調がよく──」

「熱が！　あるのよ!!」

「はい」

「エミル卿、本日は娘むすめのために足を運んでくださって心より感謝いたしますわ。ええ、改めてお礼の品を贈おくらせていただきますわね」

　ヴィルマが有う無むを言わせぬ笑え顔がおで誕生会を終わらせた。普ふ段だんのリズ以上に、母の目は死んでいた。

　視界の端はしに、ハンカチで口を押さえて笑う姉たちの姿が映った。
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　誕生会終しゆう了りよう後、誰もがエミルとの『お見合い』は失敗したと確信した。

　リズ本人でさえ素す直なおにそう思った。ヴィルマなどは三日も部屋にこもり、出てこなかった。

　しかし、さらに三日後。

　カロティオン家から、リズとの正式な婚こん約やくを求める封ふう書しよが届いた。
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「それでリズは、拗すねて僕のもとに避ひ難なんしてきたわけか」

「拗ねてはいないけど」

　リズは今、叔父おじハインが暮らしている館やかたに遊びに来ている。

「ヴィルマ姉上が縁えん談だんをまとめようと、張り切っているんだろう？」

「うん」

　ハインは、長なが椅い子すで膝ひざを抱かかえるリズに、ココアを差し出した。

　それを両手で受け取り、一口飲んでから、ぼうっとする。

　その様子を見たハインが苦く笑しようし、隣となりに腰こしかける。

　ハインの館は、夏季にミルトン家の者がすごす皇都スプラルグルの屋や敷しきから三区画離はなれた場所に建っている。馬車を使えば、外出に不慣れなリズでも一人で行き来できる距きよ離りだ。

　館の以前の所有者は年配の貴婦人で、華か美びを好まなかった。だから建物自体は小こ振ぶりで、窓の装そう飾しよくも控ひかえめだ。平屋根の二階建て。赤あか煉れん瓦がの壁かべは半分以上が蔓つる草くさで覆おおわれている。

　派手ではない分、あたたかみがあって居い心地ごこちがいい。

「……この部屋の書物、前より増えた？」

　ハインの書しよ斎さいは、来るたび物の位置が変化する。主に、床ゆかに積まれている書物が。

「ああ、本の市場で希少な画集を手に入れたんだ。見るかい？」

「あとでいい」

　ハインは画商だ。皇都芸術庁の認にん可かを得た正規の業者ではない。主な顧こ客きやくは当然ながら貴族。市し井せいに埋うもれている才能の原石を発はつ掘くつし、その育成と支し援えんに力を注いでいる。

　キト・エズィラ皇国は、五十年前にひとまず終結した大規模な宗教戦争以後、芸術文化が賑にぎわい、様々な分野で発達を遂げている。

　詩し篇へんや神々の誓せい約やくを包ほう括かつする古言聖書と、聖徒の伝記や福ふく音いん書を中心に編へん纂さんされた密聖書、どちらが本物の聖典かを巡めぐる戦いで、数えきれないほどの貴重な文化遺産が破は壊かいされた。その復興活動が今こん日にちの芸術革命に繫つながっているのだ。

　この『聖戦』は長い歴史の中で、懲こりずに何度も繰くり返されている。

　学者は口を揃そろえて言う。起こるべくして起こった戦争だ。裏には仕し掛かけ人が存在する、それは神自身に他ほかならない。芸術とは宗教の鏡であり、その文化が低てい迷めいすれば、人々の信しん仰こうもまた濁にごる。

　だからその御み手てで歴史を揺ゆさぶり、新たな時代へ向かわせるのだと。

　学者の主張が正しいかどうかは知らないが、皇都スプラルグルは人々が休息を取る春の復活祭、夏の七日祭、秋の黄金祭、冬の十字祭といった大祭期間でさえも、道のあちこちでギャラリーが開かれる。他国からは、不ふ眠みん芸術国家と揶や揄ゆ気味にたとえられるくらいだ。

　老いも若きも美術品に傾けい倒とうする国だから、ハインのような非公式の画商が皇都中に溢あふれている。平民出身の作家にとっては一いつ攫かく千せん金きんの機会でもある。商人にとっても。

　価値など知らずとも絵を飾かざれ、が成金たちの合い言葉。一流の者は芸術分野にも明るい。貴族の支援を望むなら投資を惜おしんではいけない、というのである。

　リズは、ハインのおかげで、絵画に興味を持ったといっても過言ではない。

　身体からだが弱く、屋敷に閉じこもってばかりだったリズを案じ、気晴らしになればとハインは一冊の画集を贈ってくれた。それが始まりだった。

　絵画は、いい。噓をつかない。

　幻まぼろしの妖よう精せいとは違って、誰だれの目にもはっきりと映る。何年経たっても変わらずそこにあり続ける。不変を謳うたう芸術だとリズは思っている。

「……リズ、エミル卿きようは嫌きらいかい？」

　隣に座っていたハインが、リズの真似まねをするように長椅子に両足を乗せ、笑いながら問う。彼の顔をしげしげと見つめる。ヴィルマとはあまり似ていない。

　ちょっと眠ねむたげな、甘い顔立ちだ。薄うす茶ちや色いろの瞳ひとみは、明るい場所で見ると黄金に変わる。瞳と同じ色の髪かみも稲いな穂ほのように輝かがやく。

「気に食わない男だった？」

「目ま映ばゆいとは思った。嫌いなのか好きなのか、よくわからない」

「結婚はしたくないか？」

「できるなら」

　大病を患わずらっているわけではないが、ちょっと走り回っただけでめまいを起こす。熱を出して寝ね込こむ。こんな脆ぜい弱じやくな自分がはたして誰かの妻になり、幸福な家庭を築いていけるのか。

　騎き士しに嫁とついだ女の多くは、使用人任せにせず自分で料理をすると聞いた覚えがある。リズは楽器の演奏なら得意だが、料理の才能はない。

「結婚するっていう実感が持てない」

「まあ……独身の僕が言ってもあまり説得力がないが、わりとなんとかなるものだよ」

　ハインは楽しそうな顔をした。モテるだろうに、なぜ叔父は妻を迎むかえないのだろう。

「それにしても、ヴィルマ姉上の行動の早さときたらな」

「すごい」

　リズは項うな垂だれた。

　カロティオン家から封書が届いたのちのヴィルマは完全復活を遂とげていた。優ゆう雅がな貴婦人の仮面を脱ぬぎ捨てて「この結婚、決めてみせる……！」と叫さけぶや否いなや、さっそく返信の準備をし、贔屓ひいきの宝石商や画工に連れん絡らくを取り始めたのだ。おかげで、屋敷は鶏にわとり小屋を襲しゆう撃げきしたような有様だった。

　二人の姉はというと、エミルが優良物件の美男子だったこともあって、ちくちくと嫌いやみをこぼす始末。「絶対に裏がある！」と言い張っている。

　姉たちとは性格や好みも違うし、離れて暮らしていた期間が長い。だから未いまだ不仲の状態だ。ミルトン家には兄もいるのだが現在は他国へ遊学中。

　いたたまれず、リズは隙すきを見計らって屋敷を脱だつ出しゆつしてきたのだった。

　従者もつけずに無断で出て来たのは、いささか無む謀ぼうだったかもしれない。

「なんとかなるのかな」

「なるさ」

「ならなかったら」

「僕と国外逃とう亡ぼうだ」

　女側からの離り婚こんは、よほどの事情がない限り許可されない。法は基本的に、男に有利に作られている。政治が男のものだからだ。

「そうしたら叔父様もスプラルグルで仕事できなくなる」

「かまわない。国外にもすばらしい絵画は無数にあるよ」

「そうかな」

「そうさ」

　現実的に逃亡など無理だとわかってはいるが、ハインの心こころ遣づかいが嬉うれしい。

「諸国を旅するのもいいものだよ。価値観が覆くつがえることもある。逆に、母国のよさを再認識することもね」

「へえ」

「北方に、リア皇国というおもしろい国があってね。なんでも幻げん術じゆつ国家と言われるくらい魔ま術じゆつ師しが多いんだとか」

「魔術師？　それって、単なる棒切れにしか見えない杖つえを振ふり回すだけで賞味期限不明な毒々しい色合いの菓か子しを山ほど出現させたり、生命の構造や機能の問題を無視して人間を猫ねこや犬に変えたりするような、最終秘密兵器に等しい危険極きわまりない存在のこと？」

「ま、まあ概おおむね正しい答えだと思うが、夢と希望が見えないな」

　なんの御お伽とぎ話ばなしだろうか。

「いや、本当にあるんだよ、そういう不思議な国。噓うそじゃないから、ジト目はやめなさい」

　あからさまに怪あやしんだからか、ハインは慌あわてて両手を振った。

「つまりな、この国じゃなくても、生きていける場所はどこにだってあるということなんだ。だから、自分を追いこみすぎてはいけないよ」

「うん。ありがとう。でも叔父おじ様は励はげますのが下手へただ」

「リズ、心の声を半分隠かくしてもいいんだよ」

　ハインは少ししょげていたが、すぐに笑えみを浮うかべた。長なが椅い子すから降りて、リズを見下ろす。

「身体の調子はどうだい？」

「今日は、平気」

「だったら一いつ緒しよに画が廊ろうへ来るかい。新しい絵画を展示しているんだ」

「行く」

　即そく答とうすると、ハインは優雅に手を差し伸のべた。

　ココアを小しよう卓たくに置いてから、その手を取ってリズも床に降りる。

　ハインは画廊を持っている。リズが皇都へ来る直前に購こう入にゆうしたのだという。

　場所は、皇都の南部ホウロ──貧民街と商店街の境にある区画だ。

　雑多な地域で、活気はあるが、残念ながら治安がよいとは言えない。ヴィルマはそこにリズが近づくことを禁じていた。

　そのため、画廊を訪おとずれるのは今日がはじめてとなる。

　ハインはヴィルマの怒いかりも覚かく悟ごの上で連れて行ってくれるらしい。鬱うつ屈くつ中のリズの気分転てん換かんになればと気き遣づかってくれたのだろう。

　ハインの手に引かれながら館やかたを出て、館用の馬車に乗り込む。

　しばらく揺られて、商店街に到とう着ちやくしたのち、二輪馬車に乗り換かえる。このあたりの地区を縄なわ張ばりとする窃せつ盗とう団に目を付けられる恐おそれがあるからだ。貴族が個人で所有する馬車は手の込んだ装そう飾しよくがあり、立派なので、一目でそれとわかってしまう。

「僕の画廊は、別べつ邸ていを改築したものなんだよ」

　ハインが胸を張って言った。金銭的に余よ裕ゆうのある画商は大たい抵てい、ハインのように屋や敷しきを購入し、そこに作品を展示する。自らが抱かかえている作家の育成も兼かねているので、条件によっては支し援えん者の貴族のように部屋を貸すこともあるし、販はん売ばいも行う。

　また、貴族が展示目的で自身の屋敷を公開することもある。

　芸術は、多額の資金を必要とする。貴族が推すい薦せんする若手作家を画商が育てる、という流れが一いつ般ぱん的だ。もちろん裏には打算が潜ひそむ。貴族の後ろ盾だてで作家に実力以上の価値をつけ、絵画の値段をつり上げるのだ。不正商法の影かげは、芸術界が活発になればなるほど濃こさを増す。

　認にん可かのない画商は基本的に競売の開かい催さいを禁じられているが、それはあくまで表面上だけのこと。有力貴族の反発を恐れて芸術庁もおいそれとは手を出せない状態だった。

「ほら、あそこだよ」

　ホウロ区の通りに到着すると、ハインは先に馬車から降りた。リズの手を取り、画廊へ近づく。暗い色の煉れん瓦がで造られた、横長の箱のような建物だ。ステンドグラス窓は細長い半アーチ形で統一されている。

　リズは、自然と歩みが遅おそくなった。

「どうした？　気分が悪くなってきたかい？」

「……ううん」

　心配そうに顔を覗のぞき込んでくるハインに、首を左右に振る。

　内心は穏おだやかではない。

　なに、これ？

　混こん沌とんの坩堝るつぼ、という表現が真っ先に脳のう裏りに浮かぶ。

　息苦しい。暗い。異い臭しゆうもする。周囲にもやもやとした黒っぽい霧きりがはっきりと見える。

「どうだ、なかなかいい建物だろう。不思議なことに、こんなにしっかりした造りなのに、前の持ち主から破格の値で購入できたんだよ」

　それはわけあり物件だからでは、という言葉を飲み込む。

　むしろ前の持ち主は手放したくて仕方なかったんじゃ、という言葉も必死に抑おさえ込む。

　叔父自身は優やさしく温和な男なのだが、なぜか変なものを引き当てるという迷めい惑わくな才能を持っているのだ。それは、仕入れる絵画についても言えることだった。

　嬉しそうなハインから画廊へと視線を戻もどす。

「すごいだろう？」

「とてもすごい」

「規模は小さいが、教会みたいな雰ふん囲い気きがあると思わないか？　こう、厳おごそかな」

「厳か」

　貧民街との境にある建物や商店は、こうした堅けん固ごな構造であることが多い。この画廊同様、教会を思わせる外観も。

　理由は単純、窃盗団を怯ひるませるためだ。神々に唾だ棄きする行こう為いは、剛ごう胆たんな盗人ぬすつとでも躊ちゆう躇ちよする。

「見た瞬しゆん間かん、ここを買い取りたい！　と感じてね」

　ハインはうっとりと画廊を見つめている。リズは返事ができなかった。

　新築よりも、時代を経た建物を貴族は愛する。そういう意味では理解できるが……周囲の空気がめちゃくちゃ淀よどんでいる。

　いや、淀みがこの画廊に集結している。

　リズは悩なやんだ。この事実をハインに告げたほうがいいのだろうか。胸に秘ひめておくべき？

　成長するにつれ、不思議なモノは目に映らなくなっていたのに。妖よう精せいも。

　しかし、気のせいでなければ黒っぽい霧の中に、輪りん郭かくのぼやけた、歩く骸がい骨こつの姿があったような。リズは慌てて目を逸そらした。見み間ま違ちがいに決まっている。

「特別に、結けつ婚こん祝いとして好きな絵を贈おくろう」

　ハインはなにも感じないらしく、リズの歩調に合わせながら進む。

　通りを行き交かう人々も、とくに気にならないようだ。

「絵じゃなくてもいいよ、ほしい物があったら言いなさい」

　うなずいたが、意識は画廊の入り口に集中している。

　あの扉とびらが地じ獄ごくの蓋ふたにしか見えない。

「もしかして展示中なの？」

　正面入り口まで来ると、リズは首を傾かしげた。画廊内に複数の人間の気配がある。

　隣となりのハインが小さく笑う。

「言わなかったっけ？　先週から臨時管理人を雇やとったんだよ」

「ふうん」

「それが実に博識な青年でね。若いのに絵画修復士と鑑かん定てい士しの免めん許きよも持っている。美術史にも明るい」

「……そう」

　胸がちくりとした。リズも、許されるものなら修復士か鑑定士になりたかったのだ。

「ところが、残念な問題があるんだ。修復は完かん璧ぺきなのに、独自の絵がまったく描えがけない。そしてリズを超こえる口下手……いや、接客に不慣れなようで。見た目はいいんだけれどなあ」

「旅先で知り合ったの？」

「いや、ここへははじめ、客として現れたんだ。彼自身も画商として独り立ちしたばかりだそうで。僕が扱あつかう絵はどれも非常にすばらしい、ぜひ教えを請こいたいって」

　あ、ほだされたんだ。

　大だい丈じよう夫ぶなんだろうか、その人。

　上じよう機き嫌げんなハインとともに中へ入る。ステンドグラス窓が作られているのは正面入り口側だけで、そこはロビーを兼ねていた。顧こ客きやくらしき数人の紳しん士しの姿がある。

　内部は地獄絵図が待っているのかと内心戦せん々せん恐きよう々きようだったが、思いの外、空気は淀んでいなかった。ロビーを進みながら目を凝こらす。くすんだ色の床ゆかタイル。左右には、対ついとなる獅し子しの像。隅すみのほうに花を飾かざった円卓があり、そこに訪問者名めい簿ぼが置かれていた。天てん井じようは、星せい盤ばんのフレスコ画だ。

「中央は倉庫、そのまわりをぐるっと回る形で展示室。通路が展示室になっていると言えばいいかな。屋根裏部屋は休きゆう憩けい室兼けん事務所。地下室にも倉庫がある」

　ロビーの正面に設けられている扉を開けると、ハインの説明通り、四辺の通路が展示室として使われていた。

　リズは息を吞のんだ。

　療りよう養ようの地にはこうした本格的な画廊が存在しなかった。隣となり町まちへ行けばあったのだろうが、そこまでの外出は祖父母が許してくれなかったのだ。貴族の屋敷に招かれた時、画工を招いた時くらいしか、本物の絵に触ふれる機会がなかった。

　圧巻だった。

　天井の高さまでびっしりと、様々な大きさの絵画が左右の壁かべに飾られている。

　絵画の保存状態を考こう慮りよしてか、この通路──展示室に窓は設けられていない。明かりは、小さな壁へき龕がんにおさめられているランプのみで、やや薄うす暗ぐらい。

「中央の倉庫は、奥側の通路にある扉からしか行けない」

　ぼうっと絵画を見回すリズに笑いながら、ハインが手を引く。

　顔料の匂においが、強く漂ただよった。独特な油の匂いだ。定着剤ざいのつんとした匂いも。

「かなりの作品量だろう？　今、僕が世話をしている画人たちに呼びかけて、夏の七日祭に合わせた作品を描いてもらったんだ。故人の作品もあるけどね。ほら、見てご覧、進むうちに絵の雰囲気が変わってくる」

「本当だ」

「順番に、黎れい明めいの日曜日、枝分かれの月曜日、ラッパの聞こえぬ火曜日、羊を失う水曜日……」

『黎明の日曜日』では、明るい色調の絵が多い。泉のそばで動物と戯たわむれる乙女おとめの図が人気のようだ。月曜日からじわじわと不ふ穏おんになる。悪あく魔まを意味する螺ら旋せんの塔とうや、廃はい墟きよなど。火曜日は打って変わって、預言者と天使の構図が多い。

　水曜日の位置まで来た時だった。

　リズは、ある油ゆ彩さい画に目を留めた。

　芸術庁の規定でいうと、二十号。肩かた幅はばよりも大きく、両手を広げたくらい。

　イコンのようにも見える多色画だが、デフォルメが目につく。

「ああ、それ、いい絵だろう。作家も気合いを入れたと言っていたよ」

　ハインが説明する。羊を失う水曜日、というテーマをわかりやすく表現した作品だ。

　薄うす衣ぎぬを胸や下腹部に巻き付けた裸ら婦ふが、泉のそばで両手を天に向けている。空には、天使たちと羊が飛んでいる。

　いや、空へ逃にげた羊を天使が連れ戻そうとしているのか。裸婦の足元には赤い花が咲さいていた。

「救いを描いた絵だそうだ」

　確かに、地上に慈じ悲ひをもたらす天使、といった構図にも受け取れる。足元に咲く花も祝福を意味する。

　良作だが、難も見られた。

　配色がやや安易だ。タッチもところどころ粗あらい。反面、質感はくどいほどに描かれている。作品の世界よりも描かき手の意気込みのほうが強く伝わってくる。

　これから伸のびる画家なのだろう。うまく育てていけば化ける。そんな雰囲気がある。

　なのに、なぜこんなにも引っかかるのか。

　得体の知れない不安が胸に広がる──。

「その絵がお気に召めしましたか」

　ふいに背後から問いかけられ、リズはどきりとした。

　聞き覚えのない、若い男の声だった。

　身体からだごと振ふり向くと、そこに一人の男が静かな面おも持もちで立っていた。

　──誰だれ？

　通路の明かりが消されたわけでもないのに、突とつ如じよ、宵よい闇やみが押し寄せてきたかのような感覚に陥おちいる。

「ああ、ジョン！　いいところに来たね」

　リズの隣に並んでいたハインが振り向き、笑え顔がおを見せる。

「……ジョン？」

　思わずつぶやくと、それが聞こえたのか、ジョンと呼ばれた男は微笑ほほえみながらも観察するような目を寄よ越こした。

　二十代前半あたりの年ねん齢れいだろうか。屋や敷しきに仕える従僕めいた禁きん欲よく的な恰かつ好こうだったが、華はなやかな雰囲気も感じさせる。シャツに黒いタイ。ベスト、丈たけ長ながのジャケットも黒で統一。

　ただ、ベストにひとつ、ジャケットのボタンに二つ、計三つの懐かい中ちゆう時計をぶら下げていた。それぞれ獣けもの、鳥、花の図ず柄がらが彫ほり込まれており、鎖くさりの色もよく見れば少しずつ違ちがっている。

　髪かみも黒。眼鏡めがねの奥の瞳ひとみは黒銀。

　星空みたいな目だ、とリズは内心感かん嘆たんした。少し酷こく薄はくそうな印象もあるが、知的で、美しい青年──。

「見み惚とれられても困りますな」

「──」

　空気が凍こおった。

　腹が立つほど、いい声だった。

「俺よりも絵画を眺ながめてはいかがか」

　青年はひえびえとした、抑よく揚ようのない声こわ音ねで続ける。

「身売りはしていない。金を積んでも俺は買えませんのでね」

「ちょ、ジョン！　どうして君はそういう過激な発言を平気でするかな!?」

　ハインが慌あわてて口を挟はさむ。

「どうしてと言われましても。絵を買うついでに俺もほしい、という顧客が多いので」

「それはすまない！　だが相手を見て言おう、リズはそんな要求をする子じゃないからね！」

「若い女のほうが、より熱心に俺を口説くんですが」

　眼鏡の位置を指先で直しながら、青年が淡たん々たんと論破する。

　顔を引きつらせていたハインだったが、リズの視線に気づくと青ざめた。

　眉み間けんに深く皺しわを寄せている自覚はある。

「あああっと、えー、リズ！　彼はジョン・スミス！　さっき説明した臨時管理人だよ！」

「……」

「ええっとジョン、こちらの令れい嬢じようは僕の姪めいで、リズ・ミルトン。星の乙女と評判の美人だ！」

「星の乙女」

　ジョンは、まったく感情のこもっていない目でじろじろとリズを見た。

　自分の眉間は今、おそらく人生で一番深い皺を刻んでいる。

「私も売り物じゃないから、どれほど眺めても買えない」

「え？　俺はあんたを買いたげに見えましたか」

　彼は少し驚おどろいたような口調で答えた。そんな疑いを持たれても困る……と言いたげだ。

　これだったらむしろ「誰がおまえなんか買うか！」と馬ば鹿かにされたほうがましだった気がする。

「買う気は微み塵じんもない。あんたは俺に見惚れているようでしたが、俺はあんたのどの辺が星の乙女なのかと思って観察していただけにすぎない」

　社交性皆かい無むのリズでもわかる。

　これはひどい。

「予想するに、髪の色くらいしか。ですがなぜ皆みな、銀ぎん髪ぱつだと星や月光にたとえる？　蜘蛛くもの糸を束ねたよう、とか銀の絵の具を頭からかぶったよう、などではならんのですか」

　すべてがひどい。

「そもそも星の色とは、必ずしも銀じゃない。赤や黄、青もある。赤みがかっている星ほど老いているという」

　画が廊ろうに入る前に聞いたジョンの評価は、優やさしすぎる。口くち下手べたどころじゃない、壊かい滅めつ的だ。

　もの静かな言い方だけに、なおさら精神をぐいぐい抉えぐってくる。たぶん本人は無自覚だろう。

「い、いや、リズ！　彼は決して君を貶おとしめようとしているわけじゃない！　理知的だし独特な視点を持っていると思わないか？　そこがいいと一部の顧こ客きやくにも受けているんだよ！」

「その顧客は変態なの？」

「リズ！」

　焦あせっているのはハインだけだ。

　リズは未いまだに眉間の皺を消せないでいるが、このジョンとやらは平然としている。

「そうだ、彼に絵を選んでもらったらどうだろう！　それを婚こん約やく祝いの贈おくり物にしようか」

　リズは密ひそかに吐と息いきを漏もらした。

　ジョンのおかげで意識が思わぬ方向に逸それてしまったが、今問題にすべきは、この画廊の異質さだ。

　ジョンの姿を目の端はしに捉とらえながら、ハインに言う。

「画廊」

「えっ？　画廊がなんだい？」

　ハインが戸と惑まどった様子で目を瞬またたかせる。

「絵一点だけじゃなくて、私はこの画廊ごとほしい」

「な、なんだって？　画廊のオーナーになりたいのかい？」

「うん」

　むちゃな注文だとはわかっている。

　だがこの画廊は、怖こわい。

　一刻も早く手放してほしい。

　立地的な面で問題があるのか、それとも他ほかに原因があるのか知らないが、建物の周囲が淀よどみすぎている。繊せん細さいな人間が長時間ここに閉じ込められたら変調をきたすのではないか。

　展示されている作品群も気がかりだ。他におかしな点はないか、全部確かく認にんしたい。

「リズはそんなにこの画廊が気に入ったのかな？」

　ハインは髪を撫なで付けながら、困ったように微笑んだ。

　いくら彼がリズに寛かん容ようだと言っても、こんな我が儘ままは聞き入れられないだろう。

　事情を説明して、怖がらせるのも本意ではない。いや、また『妖よう精せいが見える』なんていう噓うそをつくのか、と思われるのがつらいだけかもしれない。

「……ごめんなさい、無理を言った。叔父おじ様、私はこの絵がほしい」

　せめてこの、妙みように引っかかった絵は誰にも売らず、リズが保管していたほうがいい気がする。そう思ったのだが、横やりが入った。

「残念だが、この絵は俺が購こう入にゆう済みなんですよ」

　ジョンが、件くだんの油絵の角を人差し指でつついた。

「購入？　あなたは管理人になったんでしょう？」

「もともとは客としてここへ来たんです。雇やとってもらう前に購入した」

　リズは視線をハインに向けた。

　ハインはためらいながらもうなずいた。本当らしい。

　画廊では基本、顧客が予約購入したのちも作品を展示し続ける。受け渡わたしは展示期間終しゆう了りよう後ごだ。

「お礼はするから、譲ゆずってほしい」

「困った。俺もこの絵に惹ひかれたので」

　ジョンはそこではじめて微び笑しようを見せた。

「あんたがこの『解放の時』という絵画に惹かれた理由は？」

　リズが答える前に、ハインが軽く片手を上げてジョンを窘たしなめた。

「ジョン、僕の姪であっても、あんたという呼び方はだめだよ。礼れい儀ぎに反する。この子は伯はく爵しやく家の娘むすめなんだ」

　ジョンは顎あごに手を当てて考えこんだ。

「お嬢様、あんたが惹かれた理由は？」

　わかっていない。お嬢様と付け足しただけだ。

　だがリズは気にならなかったので、眉まゆを下げているハインに小さく首を左右に振ふった。

　返答を待っているジョンに顔を戻もどす。

「神聖な絵なのに、なんだか腑ふに落ちないから」

「神聖ですかな、どこら辺が？」

　見当違いな答えだったのか。無意識に身構えたが、彼の瞳ひとみに皮肉な感情は浮うかんでいない。研究に打ちこむ学者のような、静かな情熱がある。

「芸術祭に出品してもじゅうぶん評価される絵です。しかし名画ではない。名画は鑑かん賞しようする者を感嘆させるだけに留とどまらない。歴史を見せる、感性を試ためす、知識を授さずける、心に語りかけ、火花を起こす。だがお嬢様はそういった意味で『神聖』と評したわけではないな？」

　彼の言いたいことがわかった。

『名画』は、ある種の信しん仰こうを生む。宗教画にあらずとも、『神聖』さを感じさせることが多々あるのだ。

「違ちがう。私が言ったのは、言葉の通りに宗教的な神聖さのほう」

「その解かい釈しやくは」

　迷わず切り込んでくる。

　そういえばジョンは、絵画修復士と鑑かん定てい士しの免めん許きよを持っていて、なおかつ美術史にも精通しているらしい。こんな会話下手のくせに。

　だが、試されているのだろうか。

　そう思うと、身体からだに力が入った。ほのかに高こう揚ようしてもいる。

　対等な目線で絵画の検証をともにしてくれる者ははじめてだ。

　快い。意識も研とぎ澄すまされる。

　さあこの絵画を、繙ひもとこう。

「左側を飛んでいる天使の横笛の持ち方。笛は息を通し、音を生じさせる道具。音がずれると、和が乱れる。そのことから宗教画では重要な意味を持つ。地の調和とか、そのあたり」

「ええ」

「この天使は水平に笛を持っている。これはきちんと音が通っている……天地の安定を表しているんだと思う」

「それから？」

「隣となりの天使は、片手を上に向け、もう一方は下に向けている。神は地を見つめている、という証明のはず。裸ら婦ふが衣ころもをまとっていないのは、潔白、あるいは純潔の印。足元の花は、裸婦が穢けがれていないことを祝福している」

「合っている」

　ジョンはあっさりとうなずいた。

　認めてくれたようには思えない淡たん白ぱくな反応だ。リズは警けい戒かいした。

「……それだけじゃない？」

「ない」

　彼は断言した。

　リズは、焦る。

　なにかを見落とした？

　でも天使の翼つばさには、とくに気になる点はない。裸婦のそばの泉も濁にごっていない。

　木々にも特とく徴ちようはない。

「気づかんのですか」

　悔くやしいが、わからない。

　だが、なにかがおかしい。最初に見た時の、本能的な感覚が蘇よみがえる。

　私はなにかを捉えたはずだ。

　この絵には、知られざる歪ゆがみがある。

　神聖なのに、罪深い匂においを感じる。

「よく見ろ。目は裏切らない。狭せまき心が邪じや魔まをしているだけだ」

　ジョンは、指先で裸婦を示した。

　まだわからない。どこに問題がある？

　彼の指先が、裸婦の身体を愛あい撫ぶするように動く。実際に画布に触ふれているわけではないが、色っぽい指だ。胸から腰こし、太ふと腿もも。くすぐるようにゆらゆらと、左へ右へ動き──。

　ひらめきに打たれた。

　リズは叫さけんだ。

「螺ら旋せん!!」

「その通り」

　裸婦の身体に巻き付いている薄布は、螺旋状になっている。螺旋は悪魔を意味する。

「裸婦は両手を広げていますな」

　ぞわっとした。これだ。目に映っていたのに、見み逃のがしていた！

「竜たつ巻まきだ」

　杯さかずきのように、左右に開かれた両りよう腕うで。そして身体に巻き付く布の形。

　その部分だけを抜ぬき出してみると、逆三角形──竜巻を表している。

　つまり騒そう乱らんの勃ぼつ発ぱつを示し唆さしている。それは天への冒ぼう瀆とくだ。竜巻は天をも乱すから。

「まだある。裸婦の布の先せん端たんが地に落ちているでしょう」

「地との密着……布は理性の印、それが悪あく魔まに摑つかまれている」

「そう」

　こうなってくると、裸婦の足元に咲さく赤い花もまったく別の意味合いを持つ。

　祝福ではない。火の色だ。地じ獄ごくの炎ほのおが燃えている。

「もうひとつ。着目すべきは、羊の角ですな」

「これも螺旋角になってる」

　リズは、痺しびれたような心地ここちになった。

　天へ行こうとしていた無む垢くな羊の仮面が剝はがされたのだ。

　正体は、悪魔。それを解き放ったのが裸婦。純じゆん粋すいな振りをして、悪魔と密通している。

　そういう冒瀆の絵にすり替かわる。

「問題は、これを作家が無自覚に描えがいているという点です」

「無自覚に？」

　ふっと遠い日の記き憶おくが脳のう裏りをよぎった。予期せず描かれた『冒瀆』。

　──それは、歪ひずみ画がだ。

　リズの心の声が聞こえたように、ジョンは笑えみを浮かべた。

　静せい謐ひつさを感じる上品な表情なのに、背筋が震ふるえる。悪魔のような美しさだ、とふと思った。彼と話している間、なぜか他の客の声が撥はね除のけられていたような……。

「お嬢様、他ほかの絵もごらんになってはいかがか？」

　差し伸のべられた手に、リズは抗あらがえない。そっと指を乗せる。
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　その後、ジョン・スミスに展示室を案内されたのだが、リズは体調不良を理由に途と中ちゆうで観覧をやめてしまった。

　実際、軽く頭痛がし始めていたのだが、断った主な理由は別にある。

『解放の時』という裸婦の絵を眺ながめた時に感じた曖あい昧まいな不安──それと同じ感覚を呼び起こす作品を数点、見つけてしまったせいだ。

　ジョンはリズのその反応こそを求めていたように思う。リズが鑑賞を切り上げると、残念そうな顔をしたのだ。

　彼は、絵画の話題に限定するなら知識も豊富で好ましい青年だ。観覧中、要点をわかりやすくまとめて展示作の解説をしてくれた。
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　だが、リズは彼が少し怖こわい。

　不安を招く絵画同様、得体の知れないひずみを彼から感じてしまう。

　名残なごり惜おしげな彼と別れて画が廊ろうを出た時は、知らずほっとした。

　結局『解放の時』も手に入れられず、画廊からハインを遠ざけることもできていないと気づいたのは、屋や敷しきに戻もどったあとだ。

　帰ったら帰ったで、別の修しゆ羅ら場ばが待っていた。

　エントランスに、両手を腰にあてた無表情のヴィルマが立っていたのだ。

　屋敷からの脱だつ走そう、それに加えて禁じられていたはずの画廊訪問も、とっくにバレていたらしい。ヴィルマは、壁かべ際ぎわに控ひかえている使用人が硬こう直ちよくするほどの怒ど気きを放ちながらリズを見下ろした。

「未み婚こんの娘むすめが護衛も連れずに治安の悪い場所へ行くなんて……なにかあってからじゃ遅おそいんですよ！」

　ヴィルマの怒いかりをなだめようとしたのだろう、ハインが愛あい想そ笑いを浮うかべて割り込んだ。

　が、逆効果だった。

「待って姉上。リズ一人で行かせたわけじゃないし、そもそもは僕が気晴らしにと思って誘さそったんだよ。リズが悪いわけじゃないんだ。それに、姉上が言うほど危険な場所でもない……」

「あなたは黙だまってなさい!!」

「はい」

　ヴィルマの剣けん幕まくに、ハインは震え上がった。

「リズはちょっとした空気の変化でも倒たおれてしまうのよ！　たとえ女性らしい趣しゆ味みも恥はじらいもなく目が死んでいようとも、この子は、か弱い令れい嬢じようです！」

　縮こまるハインを一ひと睨にらみすると、ヴィルマは冷れい酷こくな眼まな差ざしとは正反対の優やさしい手つきでリズの額に触れた。

「ああ、ほら！　見なさい、熱が出ているじゃないの。恐おそろしい場所へ行ったせいよ！　可哀かわい想そうに、知らない土地でどれほど心細い思いをしたことか」

「お母様、別に心細くはなかった」

「口答えしない!!」

「はい」

　ハインとこっそり、「我ら、女王に逆らうべからず」と目配せしていたら、気づかれた。

「リズ、あなたって子は全然反省していないわね!?　一ヶ月間、屋敷から出ることを禁じますよ！」

「はい」

　もともと外出はあまりしない。面めん倒どうなお茶会や晩ばん餐さん会にも出席せずにすむので、むしろ引きこもり生活は望むところだ。

「今後はこの母と花はな嫁よめ修しゆ業ぎようです」

「えっ……」

「当然でしょう。筆を握にぎる暇ひまがあったら、刺し繡しゆうをしなさい！」

　ヴィルマが正しいのはわかっているが、一気に憂ゆう鬱うつ感かんが増す。

　本来なら貴族の娘は、格式の高い修道院に数年預けられ、そこで淑しゆく女じよの教育を受ける。

　しかしリズは何年も田舎いなかで療りよう養ようをしていた。

　裁さい縫ほうの基き礎そや作法は、祖母と家庭教師から学んだ。厳格な修道院の指導とは違ちがったためか、同年代の令嬢と比べると、リズは淑女としての知識が不足しているらしい。

「あなたったら画家の名前には詳くわしいのに、流行の詩人は誰だれ一人ひとり知らないでしょう。乗馬やダンスは仕方ないけれど、せめて刺繡くらいはうまくならないと」

　嫁とついだ先での女主人としての心得も学ばなくては、とヴィルマが片手を頰ほおに当てて言う。

「ですが、お母様のように猫ねこをかぶりまくって淑女の振ふりができるか、自信がありません」

　ヴィルマに鼻をつままれた。

「猫をかぶらぬ女など、淑女じゃありません！　いいことリズ、来月にカロティオン家の方々を集めて晩餐会を行います。そこで正式に婚こん約やくの誓ちかいをかわしてもらいますからね」

「……はい」

「結けつ婚こん式は一年後くらいかしら。あなたが十八歳になってからのほうがいいわね」

　リズの感情が定まっていないことに、気づいている。

　期間を設けてくれたのは、ヴィルマなりの配はい慮りよに違いない。

「さ、部屋へ行きなさい」

「はい、お母様」

　リズはおとなしく自室へ戻った。侍じ女じよの手を借りて、室内用のドレスに着き替がえる。

　長なが椅い子すに深く座り、ココアで一息つく。

　夕食まで少し休むと言って、侍女は隣となりの部屋に行かせた。

　少し身体からだが熱っぽい。知らず溜ため息いきが漏もれる。

　長椅子の座面を指の腹で、意味なく擦こする。ワイン色の生き地じに、同色の刺繡。長椅子もだが、円えん卓たく、飾かざり棚だな、カーテン、この部屋に揃そろえられているものはみな、ヴィルマが見立てた。

　そのせいか、自室という気があまりしない。壁かべ紙がみは落ち着いた百合ゆりの模様。木製の家具はチェリー材で統一されている。年月とともに深い色合いに変わる木材だが、どれも新品だからか、なんとなく素っ気ない印象だ。

　扉とびらを外した壁かべで仕切られている寝しん室しつ側は、こちら側よりも濃こい色でまとめられている。もちろん鏡台から燭しよく台だいまで、全部新しい。屋敷の侍女もリズに対してはどこかよそよそしく、打ち解けているとは言いがたい。

　許されるのなら結婚をやめて祖父母の村へ戻りたい。

　だがそんな思いは単なる甘えだ。貴族の娘として生きている。結婚も義務のうち。

　どうしても自由がほしいのなら身分を捨てればいい。だが労働を知らない自分が、どうやって生計を立てていくというのか。絵え描かきを目指すのも無理がある。

　リズは自分でも絵を描く。芸術を愛する貴族たちが、ぜひ屋敷に飾りたいから一枚仕上げてほしい、と頼たのみ込んでくるくらいには上手だと思う。

　しかし、その程度だ。技量ばかりが優すぐれていても意味がない。

　上手な者なら、いくらでもいる。

　どれほど心血を注ぎ、画布に魂たましいをこめようとも、真の才能はそのすべてを凌りよう駕がする。

　技術、才、そして情熱すらも持ち合わせるのが本物の画家なのだ。彼らは努力家であり、諦あきらめない。

　才能の有う無む以上に厄やつ介かいなのが性別だ。女が宗教画、人物画を描くと批判の対象になる。

　女流画家に許されているのは静物画、風景画だ。工こう房ぼう内でもせいぜい助手どまり。あとは家庭教師として良家の子女に指導するか。他ほかに活かつ躍やくの場がない。

　リズは画家として成功するよりも、隠かくれた名画を発はつ掘くつし、研究したいという願望を持っている。顔料の職人にも憧あこがれる。

　でも一番は鑑かん定てい士しや修復士。命いのち懸がけで性別を偽いつわり、試験を受けてみようか……。

　そこまで妄もう想そうを膨ふくらませた時、ジョン・スミスの顔が脳のう裏りに浮かんだ。

　自然と眉み間けんに皺しわが寄る。

　鑑定士と修復士、両方の資格を持っている男。あまり関かかわりたくない相手だ。

　彼の眼差しは、なぜか妙みような不安を呼び起こす。歪ひずみ画がのように。

　溜息が漏れた。ままならないのは自身の結婚だけじゃない。

　叔父おじの不ふ吉きつな画廊をどうすればいいのだろう。本人は気に入っているようなので、処分を持ちかけるのも心苦しい。

　長椅子から身を起こし、寝室側へ行く。

　用があるのは、奥の壁に設けられている収納庫だ。普ふ段だんはそこの扉に、ドレープのきいたカーテンを下げ、隠している。

　収納庫の入り口には段差があり、部屋よりいくらか低く造られている。

　内部には今まで集めた絵画や画集、画材類一式を保管している。顔料の匂においがこもってしまうので、この場所で筆を執とることはない。窓も設けられていない。

　壁際の棚たなから円えん筒とうを手に取る。

　中に絵画を入れている。

　リズは深しん紅くの絨じゆう毯たんを敷しいている床ゆかに腰こしを下ろすと、丁てい寧ねいに画布を広げた。

　幼い頃ころに、黎れい明めいの色の瞳ひとみを持つ旅人からもらった絵だ。リズの一番の宝物でもある。

　星月夜を泳ぐ一いつ匹ぴきの魚。神聖でありながらどこか妖あやしさを持ち合わせる絵。

「魚座の子」と口の中でつぶやく。

　旅人は、リズをそう呼んだ。魚座の子。星座のことではない。

　確かあの時、旅人は──。

　彼の言葉を思い出しながら、絵画の隣に身を横たえ、目を瞑つぶる。
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　振しん動どうを感じて、リズは緩ゆるやかに眠ねむりから目覚めた。

　収納庫で魚の絵画を眺ながめているうちに、どうやら眠ってしまったらしい。

　しかしなぜ床がガタゴトと揺ゆれているのだろうか。

　ただの振動ではなく、移動している──馬車に乗っているかのようだ。

　そんな想像をした瞬しゆん間かん、ふっと意識が晴れた。

　リズは慌あわてて頭を上げ、自分の周りをうかがった。

　狭せまい。平らな場所ではない。段差の上に乗っている？　これは座席？

「え……なぜ」

　気のせいではなかった、本当に馬車の中にいる。

　自覚すると、身が強こわ張ばった。

　どうして私が馬車に乗せられているんだろう。

　短い混乱ののち、最悪の事態が思い浮うかぶ。

　誰かに誘ゆう拐かいされた？

　大声を上げかけたが、両手で口元を押さえ、堪こらえる。状じよう況きようがはっきりしないのに、むやみに大声を出さないほうがいい。

　強く瞼まぶたを閉とざし、乱れそうになった呼吸を整える。

　誘拐だと仮定した場合、いったい誰が？

　五十年前に幕を下ろした宗教戦争は、今でも人々の暮らしに濃い影かげを落としている。

　戦場となった区域では、反勢力側の戦士による略りやく奪だつや破は壊かい行こう為いが当然のように見られたという。その地に生活していた不運な人々は、家を失い、家族を失い、財も失った。

　国の補ほ償しよう金きんや援えん助じよ物資などは領主が自らの懐ふところにおさめてしまうこともあった。

　農民の生活はますます困こん窮きゆうの一いつ途とを辿たどる。

　ろくな救済もないまま放置された農民たちは、生きるために、苦しい選せん択たくを強しいられた。奴ど隷れいに落ちるか、さもなくば盗とう賊ぞくの仲間入りをするか。彼らは、私腹を肥やす貴族に深い恨うらみを持っている。身みの代しろ金目的の貴族の誘拐、殺人事件の大半は、こうした元農民が関係している。痴ち情じようのもつれや政治絡がらみの犯罪はそこまで多くないのだ。

　警護隊を各所に配備しているこの皇都スプラルグル内でも、間かん隙げきを突つくように貴族の誘拐事件が発生している。

　自分は、その類たぐいの事件に巻きこまれたのではないか。

　もっと最悪な想像をするなら、屋や敷しきが盗賊団に襲しゆう撃げきされた？

　皇都スプラルグル内では珍めずらしい事件だが、皆かい無むではない。

　捕とらわれた貴族の末路は、大たい抵ていが惨むごいものと決まっている。

　女であれば陵りよう辱じよくの末、殺害。男のほうも大差はない。身の代金を渡わたしたとしても、無傷で戻もどしてもらえる確率は極きわめて低い。

　足元から震ふるえが這はい上がってきた。唾だ液えきを飲み込み、深呼吸。もう一度、暗い馬車内を見回し、耳を澄すます。

　石いし畳だたみを蹴ける蹄てい鉄てつの音からして、馬は二頭。二人乗り用の箱型馬車だ。

　寝ね転ころべるほどの余よ裕ゆうはない。目を覚ました時、背もたれに寄りかかるような不自由な体勢だったのはこのためだ。

　リズは唇くちびるを嚙かみしめた。

　ミルトン家所有の馬車ではない。叔父のハインが利用している馬車とも違ちがう。

　やはり屋敷が襲撃され、自分のみ誘拐されたのか。

　心臓の音が激しくなる。家族は……無事ではないかもしれない。

　中流以上の貴族ならこうした危機的状況に備えて、普ふ通つうは護衛を雇やとい入れている。だから、屋敷を襲おそう盗賊も命懸けで挑いどんでくる。

　護衛を始末し、金品を強ごう奪だつしたのち、目についた自分もついでに攫さらってきたのか。処女は高値で取引されるらしいから。

　そこまで考えて、首を捻ひねる。どうも腑ふに落ちない。

　本当に襲撃があったのなら、当然、争いの音やら悲鳴やらが屋敷内に飛び交かうはずだ。

　なぜこの瞬間まで目覚めなかったのか。いくら自分が鈍どん感かんな人間でも、さすがにこの状況は不自然だ。

　寝ている間に、眠りを深めるような薬でも飲まされた？

　それも納なつ得とくしがたい。盗賊がわざわざそんな物を用意するだろうか。

　違い和わ感かんに悩なやみながらも、馬車窓のカーテンを指でそっと開ける。

　馬車ランプの橙だいだい色いろの光がカーテンの隙すき間まから差しこんでくる。

　目を凝こらして外をうかがってみたものの、夜間ということもあって、どこを走っているのかさっぱり見当がつかない。

　リズはそこで再び首を捻った。

　夜間？

　自分が収納庫に入った時は、まだ夕方にもなっていなかったはずだ。

　だが馬車窓の外は、深い夜の色に閉ざされている。宵よいの口という暗さではない。

　思い切って馬車から飛び出してみようか。そんな考えも浮かんだが、自分の恰かつ好こうを見下ろして微び妙みような気持ちになる。

　服装は、眠る前に着ていたものと同じだ。深緑を基調にした天鵞絨ビロード生き地じのドレス。レースは黒。足には室内履ばき。飛び降りるのは無理そうだ。

　身体からだを鍛きたえている兵士ならともかく、自分のような運動音おん痴ちが飛び出せば惨さん事じを招く。

　少なくとも馬車の速度が落ちるまでは、待ったほうがいい。

　今、他ほかにできることはないだろうか。

　座席の表面を手で探さぐってみる。身を守れるような道具があるといいのだけれど。

「？」

　足元で、なにかが動いた。いや、なにかを蹴ってしまった？

　慎しん重ちようにその「なにか」へ手を伸のばす。

　これは……画布？

　暗くてタッチがよく見えない。明かりが差しこむ馬車窓のほうへ掲かかげてみる。

　思った通り画布で、しかも馴な染じみのある絵だった。

　リズが持っていた魚の絵だ。

　なぜこれがここに？

　冷静さを取り戻すと、矛む盾じゆんがいくつも転がっていることに気づく。

　どれほどリズがひ弱そうに見えても、誘拐ならば用心して手足くらいは縛しばっておくはずだ。

　叫さけばれても困るだろうから、口に布を詰つめるなりなんなりすると思う。移動場所が特定されないよう、目め隠かくしも。

　なのにいっさい拘こう束そくされていない。

　どういう状況なのか、本当にわからなくなってきた。

　眉み間けんに皺しわを寄せた時だった。

　馬車が減速を始め、緩やかにとまった。

　全身に緊きん張ちようが走る。目的地についたということだろうか。だがまだ都からも出ていないのでは？

　息をひそめ、筒つつ状じように丸めた絵を抱だき締しめること、数分。

「……」

　なにも起こらない。

　馭ぎよ者しやなり盗賊なりが顔を出すかと警けい戒かいしていたのだが、ひたすら静せい寂じやく。獣けものの遠とお吠ぼえや虫の音さえ聞こえない。

　覚かく悟ごを決めて、馬車の扉とびらをそっと開けてみる。

「……」

　誰だれの姿も見えなかった。

　馭者の気配もない。馬車を放置して去ったのだろうか。

　さらに数分待ったのち、絵を抱かかえたまま馬車から地面に飛び降りる。

　屋敷の馬車なら馭者がステップを出してくれただろう。それが当たり前だったので、足の裏にじんっと衝しよう撃げきが走ったことに少し驚おどろいた。そういえば室内履きだったのだ。

　外に出て気づく。

　ここは、叔父おじハインが経営している画が廊ろうの前だ。

　だとすると、私をここへ連れて来たのはハイン叔父様？

　たとえ自分を驚かせるための演出だとしても、優やさしい叔父が不安を煽あおるような方法を選ぶだろうか。

　だったら他の身内が……と考えたが、それも違うように思える。

　ミルトン家と交流のある親族は、リズが病弱だと知っている。夜間に無理やり連れ出そうとする者はいない。そもそもヴィルマが許可しないだろう。

　まったくわけがわからない。

　絵を持ち直し、馬車を中心にして一周する。

　やっぱり馭者の姿が消えている。

　盗賊どころか、野の良ら猫ねこ一いつ匹ぴき見当たらない。

　周囲の建物は闇やみの中に沈しずんでいる。月は遥はるか彼方かなた。明かりと言えば馬車ランプのみで、心細さに拍はく車しやをかける。

　感じ取れるのは、石畳から漂ただよってくる埃ほこりと黴かびの臭におい。夜の通りは廃はい墟きよのようだ。

　どうなってるの、とリズは途と方ほうに暮れてつぶやいた。

　危険な状態なのかそうじゃないのかも判断できない。室内履きで路上に立ち尽つくす自分がひたすら間ま抜ぬけだ。

　最初から馭者が存在しなかった？　そんな仮説が脳のう裏りをよぎったが、すぐに打ち消す。

　馬ば鹿か馬鹿しい。馭者不在の状態で、どうやって馬車が進むのか。

　胸中に広がる淡あわい恐きよう怖ふと不安をごまかし、画廊の入り口扉へ向かう。

　立ち尽くしていてもしかたがない。

　とりあえず、巡じゆん視し隊の騎き士しがこの通りに来るまで安全な場所にいたほうがいい。彼らに保護してもらえば、無事に屋敷へ戻れるだろう。

　今のところ通りは無人のようだが、護衛なしでの夜間外出は危険が付きまとう。酔よっぱらいが路上で喧けん嘩かを始めることもあると聞く。

　どこから画廊に入ろうか。扉は施せ錠じようされているだろう。

　窓を叩たたき割る？　それは最後の手段だ。なるべく音を立てたくない。

　無む駄だだとわかった上で、入り口扉を押してみる。

　──開いてる。

　喜びよりも、不安が強まった。

　貴重な美術品を扱あつかう画廊だ、ハインが施錠を忘れるとは思えない。

　それに、通常、画廊では盗とう難なん防止のため、番人を置く。巡視隊に助けを求めずとも、番人を頼たよればいい。だがここにも人の気配を感じなかった。

　すでに盗人ぬすつとが潜もぐりこんだあとなのか。

　それとも、番人が居い眠ねむりでもしている？

　重い扉を半分ほど開けてから、内部をうかがう。

「誰だれか、いますか」

　リズは半ば自棄やけになり、声を上げた。この不可解な状じよう況きように対して、だんだん腹が立ってきたのだ。

　返事はなかった。リズの声は、奥へ届く前に闇に潰つぶされた。

　だがその代わり、ロビーの入り口付近に設置されている突つき出し燭しよく台だいの火が、ひとりでに灯ともる。

　リズは目を見張った。絵を握にぎる手に力がこもる。慌あわてて絵を丸め直す。

　遠い異国では「ガス灯」という明かりが発明されたと聞くが、それだって自動点灯するわけではない。人の手が必要だ。

　次に「魔ま術じゆつ」という言葉が頭に浮うかぶ。魔術師が多く存在する国があるという。

　そんな馬鹿な。ハインの作り話を真に受けてどうする。

　昔は、悪戯いたずら好きな妖よう精せいが自分を脅おどかそうとして、ランプや蠟ろう燭そくの明かりをつけることもあったが──いや、妖精なんて、幻まぼろしだ。

　リズは首を緩ゆるく左右に振ふった。

　誰がなんの目的で連れ出したのか、意図はまったく読めないが、今すぐ殺害するつもりはなさそうだ。

　だったら乗ってやろう。

　これでも国家の象しよう徴ちようのひとつであるキト・エズィラ星法枢すう密みつ院いんの顧こ問もん官を代々務めてきたミルトン家の娘むすめだ。不正があれば、皇族だろうと審しん問もんをする。そういう一族のもとに生まれた。

　恐怖に屈くつして狼狽うろたえるような姿など誰にも見せたくない。

　背を伸ばして、ロビーに入る。

　心臓の音はずっと激しいままだ。あまり興奮しすぎると胸が痛くなり、めまいを起こす。気をつけなければならない。

　ロビー内はさほど広くない。昼間に見た時と同じだ。対ついとなる獅し子しの像。花を飾かざった円えん卓たく。天てん井じようのフレスコ画。

　そこを突っ切り、正面の扉へ近づく。

　この画廊は四辺の通路が展示室代わりとなっている。壁へき龕がんにはどういう仕し掛かけなのか、既すでに明かりがつけられていた。

　急に重要なことを思い出す。画廊の周囲には混こん沌とんの坩堝るつぼというくらいの不気味な淀よどみが蔓まん延えんしていたのではなかったか。

　馬車から降りた時にはなにも感じなかった気がする。状況の異様さに吞のまれて、そちらに意識が向かなかっただけかもしれない。

　一いつ旦たん外に出て確かく認にんしてみようか迷ったが、あまり動き回ると疲ひ労ろうが溜たまってしまう。ここまで来たのだから、先に画廊内を調べたほうがいい。

　リズの病は原因不明だ。とにかく身体からだが疲つかれやすく、無理に動けば熱を出す。ミルトン家では時々、リズのように病弱な者が生まれる。

　絵画が展示されている通路を、リズは静かに進む。

　天井付近まで飾られた様々な絵画。自分の他ほかに誰もいないからか、静まり返った画廊内はひどく気味が悪かった。絵画の中の人物に見下ろされているような気分だ。

　絵の具のこもった匂においが身にまとわりつく。どこかじっとりとした油の匂いも。

　それでいて、空気はひんやりとしていて乾かわいている。絵画に適した空気だ。湿しつ度どが高すぎてもいけないし、低すぎてもいけない。

　リズは、とある絵画の前で足を止めた。

　例の、裸ら婦ふの絵──『解放の時』だ。

　両手を杯さかずきの形にして天へ広げている裸婦。その手の先には、羊と天使たち。

　唇くちびるの両りよう端はしが自然と下がった。たぶん眉み間けんにも皺しわが寄っている。ジョン・スミスという、どこか古風な話し方をする胡う散さん臭くさい青年の顔を思い出したせいだ。

　美しく知的な顔立ちをしていた。見た目と雰ふん囲い気きは悪くないのに、無ぶ遠えん慮りよな言葉の数々がその美点を台無しにしている。

　だが、鑑かん定てい士しとしては有能に見えた。冷静な瞳ひとみをしていた。

　無意識に、『解放の時』に手を伸のばす。

　画布に触ふれる前に、全身が凍こおりつく。

　──羊の目が、こちらを向いている？

　記き憶おくでは、羊は天使のほうを見ていたはずだ。

　いや、記憶ほどあてにならないものはない。どんな真実だろうと、都合のいいように頭の中で書き換かえられてしまうからだ。

　待って──今、羊の目が少し動いた？

　リズは、数歩下がった。

　壁龕内のランプの明かりが揺ゆらめいて、そのせいで動いて見えただけだ。わかっている。

　なのに、寒気が止まらない。

　もぎ取るような勢いで視線を外し、通路を進む。

　私はなぜ進むんだろう。リズは内心、自分の行動を怪あやしんだ。

　ここは危険だ、すぐに外へ出たほうがいい。そう警告の声が鳴り響ひびいているのに、足が勝手に動く。

　再び足が止まった。

　画が廊ろうには現在、夏の大祭に合わせた作品群が展示されている。

　月、火、水、木、と来て、次は金曜日。灰と沈ちん黙もくの金曜日。大罪のひとつと定められている『怠たい惰だ』の主ぬし、硫い黄おうの王が目覚めて灰をまき散らす曜日なのだという。

　リズが意識を向けたのは、噴ふん煙えんの中で躍おどる三人の乙女おとめの絵だ。

　題名は『沈黙の夜明け』。

　空には暗雲。乙女たちはそれぞれ百合ゆり、薔ば薇ら、向日葵ひまわりの花を手に持ち、硫黄の付着した岩石に乗っている。

　よく見ると、その巨きよ大だいな岩石は乾ひ涸からびた林りん檎ごだ。巨きよ人じんが一口齧かじったかのように一部が欠けており、その部分に乙女たちが乗っている。

　聖書では、『灰と沈黙の金曜日』の章は、破は壊かいや死を主題にしている。どの祭りも宗教とは切り離はなせない。夏の大祭も例外ではなかった。

　土曜が復活と再生の章。そして日曜の祝福へと繫つながる。

　金曜日を題材にした絵画は必然的に、不ふ吉きつな要素を取り入れた図像が多くなる。死神、夜、荒こう野やなどといった禍まが々まがしい図はもはや定番と言っていい。

　だがそれらの描びよう写しやに忠実さを求めすぎると、顧こ客きやく……貴族が嫌いやがり、寄付金を打ち切られかねない。画廊と契けい約やくしている作家にとっては大きな悩なやみだ。材料費は基本、支し援えん者の貴族が負担する。画材の質によって完成度も変わってくる。場合によっては衣食住のすべても保障する。

　そのため契約作家は、貴族の機き嫌げんを損そこねないよう、テーマに沿いながらも、希望を感じさせる要素を交えて描えがく。

　画廊に展示されている絵画もほとんどがその類たぐいだ。

　リズが注目した絵画も明らかに顧客に配はい慮りよした仕上がりになっている。

　まずはこの乾涸びた巨大な林檎の意味を探さぐる。

　果実の腐ふ敗はいや乾かん燥そうは、衰すい退たい、停てい滞たい、死を表す。

　この絵における林檎は岩石のように硬かたくなっており、一部が欠けている。

　果物の巨大化という点だけ見れば「豊ほう穣じよう」を予感させそうだが、他の解かい釈しやくも存在する。果実は欲よく望ぼうを意味することもあるのだ。

　この場合は、肥大化した快楽を暗示している。それにこの果物は乾涸びている。それだけ地上の荒こう廃はいが深刻である証しよう拠こだ。

　欠けた部分は、秩ちつ序じよの欠けつ如じよを示す。

　歯形として描かれている点も見過ごせない。地上の荒廃が人間の貪どん欲よくさや無知によるものだと暗示している。このあたりは解釈がたやすい部分だ。

　周囲に蔓延している黄土色の煙けむりは、硫黄の王の存在を示し唆さしている。

　悪の力が地上を覆おおっていると受け取っていいだろう。

　果実の上で躍る乙女は通常、清らかさを象徴するが、三人とも裸足はだしだ。そのせいで足が汚よごれている。清き者までが堕だ落らくしかけていることを訴うつたえている。

　すべての解釈をまとめると、地上が乱れたのは人間たちの欲深さが原因だが、そうなるよう唆そそのかしたのは悪あく魔まである、という寓ぐう意いを導き出せる。

　ところがこれだけでは終わらない。

　彼女たちが抱かかえる花に注目したい。

　百合は清純を、薔薇は愛を、向日葵は誇ほこり、正義を象徴する。それらの花は枯かれていない。とくに向日葵は、輝かがやきを放つように正面に向けられている。

　これが、希望を予感させる。

　空を覆う暗雲にも、うっすらと光が差しこみそうな箇か所しよがある。その切れ間の部分をたどると、鉤かぎ針ばりのような形になっているのがわかる。

　鉤針は「聖者」を象しよう徴ちようする道具のひとつだ。

　それらに気づくと、この絵のテーマが逆転する。

　騒そう乱らんの地にいつか聖者が降り立つ、という救いの絵に変わる。

　リズは眉まゆをひそめた。

　悪くない構図だ。緻ち密みつさを捨て、意図的に荒あら々あらしい描写をしているようだが、何度も重ね塗ぬりを試み、多色を取り入れているので稚ち拙せつさを感じさせない。

　全体の配置にも整合性がうかがえる。果物はやや左寄りだが、その上の乙女たちはやや右寄り。結果的に乙女たちは中央の配置になっている。

　これは、聖なるものは未いまだ世界の中心に存在する、という暗示だ。

　アレゴリーの転てん換かんや宗教的解釈を抜ぬきにして考えても、貴族受けする作品だと思う。

　幻げん想そう的な画風は今の流行でもある。

　より正確にいうなら、求められているのは技ぎ巧こう的、写実的な幻想画なのだが、叙じよ情じよう性を含ふくむ詩的な画風、内面の表現にこだわった象徴主義の作品も根強く人気がある。知識がなくても楽しめるからだ。象徴主義の絵画は共通して美しい。結局はそれに尽つきる。

　現実をありのままに描いた暗い画風の作品は現在、減少傾けい向こうにある。

　古典主義と評される、豊富な色しき彩さいと緻密さが特とく徴ちよう的な歴史画に関しては、教会と芸術庁の推すい奨しようもあって、廃すたれることなく描かれ続けている。

　タッチは斬ざん新しんだが、『沈黙の夜明け』は古典主義の画家が描いた作品だろう。

　象徴主義の作品とは違ちがって思想性がより強く、動的だからだ。

　もしかしたら、名のある画家の作品かもしれない。そうだとすると、顧客は相場以上の値をつけてくれるだろう。

　いい作品だと思うのに、なぜ足が止まってしまったのか。

　まだ解釈しきれていない部分がある？

　リズは、知らず絵画に手を伸ばした。

「触さわらないほうが」

　突とつ然ぜん、低い声が耳に滑すべり込む。心臓が止まりそうになった。抱えていた魚の絵を潰つぶしそうになり、慌あわてる。

　誰だれ!?

　振ふり向く前に、後ろから伸びてきた手がリズの腕うでを摑つかむ。

「やっぱりね。昼間に画廊を案内した時、あんたは裸婦の絵以外にもなにかを感じていたでしょう。だが、それをごまかそうとした。鑑賞を途と中ちゆうで切り上げたのは、具合が悪くなったからじゃない」

　リズはしばらく硬こう直ちよくしていたが、やがてゆっくりと振り向いた。

「……ジョン・スミス」

　ハインが雇やとった、画廊の臨時管理人がそこにいた。

　昼間と服装は変わっていないが、眼鏡めがねを外している。黒銀の瞳ひとみは星空のようだ。唇くちびるは薄うすく、色白で、冷たそうな雰ふん囲い気きがある。

　画廊の入り口が施せ錠じようされていなかったのは、彼がいたためなのか。

　見た目からでは想像できないが、剣けん士しにひけを取らないほど強い？

　それにしたって不用心だ。

「この絵からも、不可解な歪ゆがみを感じたんでしょう？」

　冷静な表情で問われたが、リズはすぐに返事ができなかった。魚の絵を持つ手に力がこもった。

　こちらこそ訊たずねたい。

　馬ば鹿かげた質問だ、しかし──私をここへ連れてきたのはジョン・スミス、あなたではないのか？

　リズが画廊に無断侵しん入にゆうしていることに、ちっとも驚おどろいていない。真夜中なのに。

　当たり前のようにこうして話しかけてくるなんて、おかしい。

「聞いていますか、お嬢じよう様さま」

　ジョンはわずかに眉をひそめた。

　答えないリズを見て不快になったらしいが、抱えている魚の絵に興味が湧わいたのだろう。視線で、それは？　と問いかけてくる。

　ようやく身体からだの強こわ張ばりが解けた。彼に向かって、筒つつ状じようにしていた魚の絵を広げる。

「私の絵」

「あんたの絵？　自分で描いたってことですか？」

「違う。……子どもの頃ころ、奇き麗れいな瞳の旅人が描いてくれた。この魚は、私なんだって」

　得体の知れない男になぜ正直に答えているのだろう。

「悪くない絵だ」

　ジョンは少し顔を近づけて、絵を眺ながめた。

　絵を持つ自分の手がかすかに震ふるえているのに気づき、驚く。

　私は、この男が怖こわいのか。

　ミルトン家の娘むすめにあるまじき弱さだ。

　リズは意地になり、背筋を伸のばして男を見上げた。

　改めて向き合うと、ジョンは背が高かった。なんだか悔くやしい。

　それに、こちらは恐きよう怖ふに負けまいとして必死になっているのに、ジョンは完全に魚の絵のほうに集中している。もっと違う部分に注目したらどうなのかと思う。たとえば、リズの無断侵入についてとか、室内履ばきとか。

「絵え描かきの旅人が、この魚をお嬢様自身と？」

「ええ」

「で、お嬢様はどう感じた？」

「嬉うれしい」

「それだけ？」

　あ、また試ためされている。

　彼は悠ゆう然ぜんと腕を組むと、魚の絵からリズの顔に視線を移した。

　淡あわい笑えみを作る唇と挑ちよう発はつ的な眼まな差ざし。色気の滲にじむ表情だ。

　そんなふうに思ってしまい、自分に焦あせりと怒いかりがわく。

　同時に、男の目がしっかりと自分に向いていることに、こそばゆいような感覚を抱いだく。どうしてだろう。

　異性どころか誰に対してもここまで感情を揺ゆさぶられた例ためしがない。

　私はそんなにこの男に恐怖を感じているのか。

「お嬢様、それだけか？」

　ジョンが質問を繰くり返す。

　気づかれないよう深く息を吐はいてから、リズは答えた。

「光栄だとも思った」

「なぜ？」

「魚、だから」

「魚だと、なぜ光栄？」

「神が天から解き放った聖徒の仮の姿だと言われている」

「他ほかには？」

　絶対、試されている。

　リズは頭の中で密聖書を開いた。

　聖徒の伝記を含む書物。かつて大規模な宗教戦争の火種となったもの。

　密聖書は全二十二巻。その五巻目、聖徒ヘバル伝。

「至聖エイヴィ・リオの洗礼を受けたヘバルの職業は、猟りよう師し。彼は、エイヴィの巡じゆん礼れいの後期に弟で子し入りした。他の弟子たちと違って疑うたぐり深く、頑がん固こな性格だった。でも、殺害されたエイヴィの復活を唯ゆい一いつ信じ抜いた使徒でもある」

「それで」

「ヘバルははじめ、エイヴィを至聖……神の申し子とは信じなかった。もしも本当に至聖なら、自分が川から捕とった網あみの中の魚を黄金に変えてみろ、とエイヴィに不可能な要求をした。エイヴィは、網の中の魚どころか、川を泳ぐすべての魚を黄金に変えた」

　リズは絵を持ち直すと、空いているほうの手で空中に魚を描えがいた。

「ヘバルは疑ったことを恥はじ、エイヴィに膝ひざをついた。だから魚のシンボルは、聖徒を示す」

　ちなみに『聖徒』と『聖者』は同一ではない。

　聖者につき従うのが聖徒だ。もちろん、聖者であり聖徒、という場合もある。

「お嬢様は自身を聖徒にたとえられたので光栄と感じたのか。なんだ、つまらん答えですな」

　男は時々、言こと葉ば遣づかいが雑になる。妙みように厭えん世せい的になるというか。

　逸そらされたその冷たい瞳を、自分のほうに戻もどしたくなる。

「違う。聖徒ってだけじゃない」

「ではなんです」

「この絵に救いを見たから」

　現実にはありえない世界を描いた絵。当時のリズに、心の逃にげ場をくれた。

　旅人は村を去る時、こう言った。君は──。

「私は、魚座の子」

　思わず口に出してしまい、リズは自分に驚いた。急いで口を押さえる。

　ジョンが視線を合わせてくる。

「魚座の子。その意味は？」

「意味は……」

　リズは昔、妖よう精せいや不思議な生き物たちの姿が見えたのだ。

　旅人はリズを否定せず、言葉に耳を傾かたむけてくれた。彼もまた色々な話を聞かせてくれた。

　歪ひずみ画がについても彼が教えてくれた。

　記き憶おくが鮮あざやかに蘇よみがえる。夏の訪おとずれを予感させる日。楢ならの木の下での出来事。

　歪ひずみ画がとは予期せず描いてしまった瀆とく神しんの画のこと。

　それには、悪あく魔まが住み着くのだと。

「魚座の子は、『悪魔の隠かくれ家が』を──」

　見み抜ぬく。

　魚座の子だから妖精も見えてしまう、決しておかしい子ではないのだと、旅人はそう説明し、慰なぐさめてくれた。

「知っているなら話は早い」

　はっと我に返った時、頰ほおを両手で包まれた。

　身動きできなくなる。家族以外の異性にこうも気軽に触ふれられたことがない。

　彼の手は、その眼差しのように少しひんやりしている。

　殴なぐられたわけじゃないのに、じんじんと肌はだが痺しびれ、熱を帯び始めた。

　私の頰はどうなってしまったのか。ちぎれるのか？

「お嬢様、あんたをくれ」

「くれ？」

　真しん剣けんな顔で言われ、一いつ瞬しゆん呼吸を忘れる。

　信じがたいが、告白された？

　私は結けつ婚こんする予定なのに？

　駆かけ落ち、という言葉が脳内を駆け巡めぐった。そんな真似まねをしたらヴィルマが悲しむ。家名にも傷がつく。だいいち知り合ったばかりの男となぜ駆け落ちしなきゃいけないのか。この男が私に一ひと目め惚ぼれをした？　噓うそだろう。

「あんたの目は悪魔の隠れ家を見抜く。色しき彩さいの奥に身を隠した悪魔を捜さがし出す。その『至聖の目』は役に立つ」

「…………もしかして、くれっていうのは、私の目限定？」

「他になんの意味がある？」

　いぶかしげに聞き返されて、リズは思わず男の手を払はらいのけた。

　呆あきれたような表情を向けられる。

「まさか俺が、あんたを恋こい慕したうあまり理性を失い、攫さらってきたとでも思ったんですか。ないだろ。画が廊ろうに連れてきたのだから、当然絵画に関すること──隠れ家を見抜くその目のために決まっている」

「……」

「くだらん誤解が生まれるような話の流れでもなかったでしょうが。あんたは色いろ恋こいに興味がなさそうな顔をしていると思ったが、意外と夢見る少女だったのか」

　わかってはいたが、この男はとにかくひどい。

「恋れん愛あい事だと勘かん違ちがいするのはあんたの自由だが、俺に期待しないでください」

　からかうような口調だったらまだましだっただろう。

　こうまで淡たん々たんとした態度を取られると、なおさら羞しゆう恥ち心しんが刺し激げきされる。

「って、ジョン。あなた今、大事なことをさらりと言った」

　リズは彼の顔を凝ぎよう視しした。怒りを捨てて、ジョンの言葉を反はん芻すうする。画廊に連れてきたのだから……彼は間違いなくそう口にした。

「あなたが私を画廊に導いた？」

「鈍にぶい。他に誰だれがいるんです」

　一刀両断の返事にめげず、質問を重ねる。

「どうやって私を屋や敷しきから出したの」

　ジョン自ら私を馬車に乗せた？　なぜ私は眠ねむり続けていたの？

　家族にはなんて言って連れ出した？

　馭ぎよ者しやはどこに？

　通りの異様な静けさは？

　次々と疑問がわき上がる。理解できないことばかりだ。

「それよりも。『沈ちん黙もくの夜明け』も裸ら婦ふの絵同様、歪ひずみ画がで間違いないですね？」

　大事な問いかけを「それよりも」の一言で退けられてしまった。

「待って、あなたも歪ひずみ画がを知っている？」

「知っているからこうして訊たずねている」

「ジョン、そういう意地悪な返事はやめて」

　たまりかねて訴うつたえると、彼は首を傾かしげた。

「お嬢じよう様さまに意地悪をしているつもりはない。ただ、なぜわかりきったことを聞くのかと。無む駄だな問いかけだ」

　自分以上に会話の運び方がひどい人間は、はじめてだ。

「歪ひずみ画がを見分けられるだけでは意味がない」

　ジョンはこめかみを押さえた。

「必ずしも悪魔がそこに住み着くわけではないからだ。『空き家』状態になっている絵画のほうがよほど多い」

　話をどんどん進められ、リズは混乱してきた。

　悪魔？　空き家？

「悪魔を捕らえやすいのは、断然、歪ひずみ画がに潜ひそんでいる時なんですよ」

「ジョン、お願いだからもっと詳くわしく説明を」

「今している。歪ひずみ画がはまさしく悪魔の『家』だ。ですから、そいつらは見つかるはずがないと過信する。家の中にいる人間が、外に誰がいるのかわからないのと同じ理り屈くつでしょう。ただ、家には窓がある。扉とびらもある。意識して外をうかがえば、捜している者の存在に気づく」

　現実離ばなれしていく会話に頭が痛くなってきた。

　その一方で、強い不安を覚える。

　リズに歪ひずみ画がの存在を教えてくれた旅人も、悪魔の隠れ家の話をしていた。

　当時は信じそうになったが、あれは単なるたとえ話だろう。神に唾だ棄きするような忌いまわしい絵は所持しないほうがいい、という警告ではないか。

「魚座の子」という呼び方も、家族と離はなれて暮らしていたリズを気き遣づかってのことだ。きっと寂さびしそうに見えたから。

　今思えば、当時の自分は妖精が見えるという幼よう稚ちな噓をついて、大人の関心を集めようとしていたのではないか。いや、噓をついている自覚はなかったが。

　あの時は本当に見えると思いこんでいた。

　成長するにつれ、妄もう想そうは姿を消した。存在するはずがない、妖精なんて。

　過去の自分から目を逸そらそうとした時、画廊の周囲に流れていた怪あやしい霧きりの問題が頭をよぎった。

　あれも一見怪かい異いのようだが、原因などいくらでも考えつく。

　過去に処しよ刑けい場だった土地は、普ふ通つうの人間でもなにかしら異質な空気を感じるものだ。あるいは、あの近きん隣りんで黒こく煙えんが立ち上るような物を燃やしていたか。

　心の中で懸けん命めいに言い訳を繰くり返す。

　そうしないと、恐おそろしいなにかに捕つかまってしまう気がした。

「お嬢様」

　リズが自分の考えに没ぼつ頭とうしていることを察したのだろう、ジョンが強めの口調で呼びかけてきた。

「むやみに悪魔を焦じらすべきではない。これでも多少はあんたに敬意を払って接してきたつもりですよ」

「……悪あく魔まって」

　男は微笑ほほえむ。

　今の言い方だと、自分のことを悪魔だと主張しているようなものだ。

　馬ば鹿からしいと思うのに、彼から目を離せない。

「あんたの叔父おじは魚の末まつ裔えいではないが、魔を寄せ付ける才能があるようですな。この画廊を見つけたのは偶ぐう然ぜんだが、本当に驚おどろいた。大気の乱れをはっきり感じ取れる」

　彼はすり寄るように身を近づけてきた。靴くつの先が、リズの室内履ばきに当たる。

「至聖の目を持たない俺でも、ここに歪ひずみ画がが集められているのがわかった。だが、さっきも言ったが、歪ひずみ画がを見分けられるというだけでは無意味です。悪魔が隠かくれているかどうかまでは摑つかみ切れん」

　ジョンの指先が、リズの顎あごを軽く上げる。猫ねこでもかわいがるかのように撫なでてくる。

「どうすべきかと悩なやんでいたところに、あんたが現れた」

　自分が、火に飛びこむ羽虫のように思えてきた。

　実際、彼にとってはそんな感じかもしれない。

「迷いなく『解放の時』に目を留めたでしょう。歪ひずみ画がを見み抜ぬく人間の多くは、同時に至聖の目も持つ。さあ、『解放の時』と『沈黙の夜明け』をもう一度、丁てい寧ねいに覗のぞいてくれませんか。そこに悪魔は潜んでいないか？」

「冗じよう談だんはいい加減に──」

「冗談？　お嬢様をただ弄もてあそぶために画廊に連れてくるはずがないだろう」

　自分を画廊に連れてきた方法は謎なぞだが、彼の話は非現実的すぎる。それを信じろと言われても困る。

　心の中にわいた否定の声に、リズは視線を揺ゆらした。

　かつて皆から信じてもらえずつらい思いをしていた自分が、そうする側の人間になっている。

　子どもの頃ころのリズ同様、彼も、その目に、存在しないモノを映している？

「すべての歪ひずみ画がを見抜き、悪魔の痕こん跡せきを示してくれるなら、優やさしく優しく殺してあげるから」

　鼻先が触ふれそうな距きよ離りで見下ろされ、知らず身が震ふるえた。

　いつの間にか壁かべ際ぎわまで追いつめられている。

　彼の影かげが、リズの上に落ちてくる。

　壁へき龕がんの明かりは向かい側にある。そのせいで彼の顔が真っ黒に染まっていた。

　なのに黒銀の瞳ひとみだけは、はっきりと見える。獣けものの瞳どう孔こうだった。

　見間違いだ、山羊やぎじゃあるまいし、人間が水平の瞳孔を持つはずがない。

　必死に顔を背そむけ、視線を床ゆかに向ける。

　そこで、別のことに気づいた。

　ジョンの影が不自然だ。

　壁龕から広がる明かりはそこまで強いものではない。影は通常、もっと曖あい昧まいになり、拡散する。

　だが絵に描かいたように黒々と映っている。

　奇き妙みような点は他ほかにもある。

　彼の影はこちらの全身を覆おおう形で壁に落ちている。ところがなぜか、肩かたあたりの位置から翼つばさのような影が左右に広がっているのだ。

　視線をジョンの顔に戻もどす。

　やはり瞳孔が普通の人間とは明らかに違ちがう。

　気のせいでなければ、壁に落ちている翼の影の部分が、動いた？

　──そんな。

「あなたは、悪魔？　比ひ喩ゆとかじゃなくて、本物の？」

「そう言ったじゃないか。ええ、悪魔だ。それも血統書つきの」

「血統書」

「生まれながらの悪魔ということだ。中には、元人間や元鳥ちよう獣じゆうという者も存在しますが、そんな下等悪魔とは一いつ緒しよにしないでいただきたい」

　男の目を見つめたまま、リズは壁を背にしてずるずるとその場にへたりこんだ。

　動作を真似まねするように、ジョンもまた身を屈かがめる。リズから逃にげ道を奪うばうように壁に両手をつく。

「言っておくが、悪魔に泣き落としは通用しない。目を付けられた時点で命はないと覚かく悟ごをすべきでしょうな」

「泣き落としなんてしない」

「恐きよう怖ふで立っていられなくなったのに？」

「自じ慢まんじゃないけど、長時間立っていると倒たおれる」

「倒れる？」

「私は紛まごうことなき病弱人間。疲つかれた」

　リズの返答に、ジョンは目を見張った。

　少し前から頭痛がしている。会話の異様さのせいばかりではない。

「ああ、そうか、至聖の目を持つ代だい償しようか？　魚座の末裔は病弱な者やアルビノが多いと聞く」

　ジョンは困ったように首を傾かたむけると、ぶつぶつと独り言を漏もらした。

　混乱が深まる。これは夢か、現実か。

　ハインが雇やとった臨時管理人が、聖書や御お伽とぎ話ばなしに登場するようなあの恐ろしい悪魔？

　そしてリズに歪ひずみ画がを探させるため、なんらかの力を使って画が廊ろうに導いた？

　荒こう唐とう無む稽けいな話だが、夢だと一いつ蹴しゆうするには不可解な点が多すぎる。

　が、まだ現実だとは認めたくない。

　これが真実だとするなら、過去の自分を葬ほうむろうと努力してきた日々はなんだったのか。

　リズは、真しん剣けんな顔つきで考えこんでいるジョンの頰ほおを軽くつまんだ。感触は本物だ。羨うらやましくなるほど滑なめらかな肌はだだった。もっと引っ張ってやりたくなった。

「なんです？　俺を撫でたいのか？」

　犬か。

　さっきも血統書がどうこうと言っていた。発想がおかしい。

　急に全身の力が抜ぬける。身体の調子が悪化してきたせいだろう。

「頭が痛い。めまいがする」

「困りましたな、病人に取り憑つくのは得意じゃない」

「私も、悪魔に取り憑かれるのは得意じゃない」

　むっとしたようだ。彼は軽く頭かぶりを振ふってリズの手を払はらった。

　夢か現実か、その問題は後回し。どうすればここから解放されるのか。

　リズは考えながら、乾かわいた口を開く。

「ジョンが臨時管理人になったのは、この画廊に複数の歪ひずみ画ががあったから？」

「そうですよ」

「でもジョンは、歪ひずみ画がの存在にはなんとなく気づけても、そこに悪魔が潜ひそんでいるかどうかまではわからない」

「はい」

「見抜くためには『至聖の目』というものが必要」

「その通り」

「私がどうやらその目の持ち主」

「遺い憾かんながら」

「この画廊に展示されている歪ひずみ画がを私に確かく認にんさせたあとは、さくりと殺す予定」

「もちろん」

　即そく答とうされた。やっぱり。そんな気はしていた。

「でもジョン。その後は？」

「その後とは」

　恐怖を隠して彼を見つめる。もともと表情は死んでいる系だ。本気で怯おびえていたとしても、そんなに顔には出ていないはず。

　だからリズは、賭かけに出た。

「歪ひずみ画がって、枚数が決まっている？　国に百枚しか存在しないとか」

「そんなわけのわからん決まりはありません」

「じゃあ、この画廊以外にも、歪ひずみ画がが存在する可能性がある？」

「当然ながら」

「私を殺したら、もうこの目は使い物にならなくなるんじゃない？　ジョンは、私の目がほしいと言っていたけれど、その場でくりぬこうとはしなかった。目を奪い取っても自分の能力にならないからでしょう？」

　ジョンは、リズの顔を眺ながめ回した。

　彼もわりと表情に乏とぼしいほうなので、この仮説が正しいのかどうか摑みきれない。

「そもそもなぜジョンは、他の悪魔を捜さがしているの。仲間集め？」

「まさか」

「理由は」

「なぜそこまでお嬢じよう様さまに教える必要があるのか」

「恥はずかしい理由？」

「違う。呆あきれたことを言う」

　彼は溜ため息いきをついた。

　質しつ問もん攻ぜめにしたので鬱うつ陶とうしがられるかとひやひやしていたのだが、ジョンは律りち儀ぎな性格をしているようだ。渋しぶ々しぶという様子で説明を始める。

「前に、俺と契けい約やくした人間を、どこかの悪あく魔まが勝手に殺害したんです。おかげで俺は、契約半ばで地上に取り残されるはめになった。隠かくれ家がを求める悪魔の多くは、人間が召しよう喚かんや封ふう印いんに失敗して野放し状態になった者たちなんですよ」

　野の良ら犬か。

「その悪魔を捜しているってこと？」

「ええ。そいつは、契約者が購こう入にゆうした絵画の中に潜んでいた。契約者はそれと知らずに絵を寝しん室しつに飾かざった」

「その時、殺された？」

「はい。今は別の絵画に移動している。知ち恵えが回るやつのようで、俺の追つい跡せきに気づいている」

　契約者を慕したっていたから、復ふく讐しゆうしたいのだろうか。

　それとも、余計な手出しをされて、自尊心が傷ついたから？

「一度取り憑く絵画を選んだ悪魔は、滅めつ多たなことがない限り移動しない。だが定期的に『引っ越こし』を繰くり返す小こ賢ざかしい悪魔も存在する」

　彼が歪ひずみ画がを探す理由はわかった。復讐か自尊心の問題かまでは探さぐる必要はないだろう。深入りしたくない。

「もし、この画廊に目的の絵画がなかったら、他を探すでしょう？」

「そうなりますかな。面めん倒どうだが」

「至聖の目があると便利じゃないの」

「あんたを生かせと」

「生かすほうを勧すすめる」

「それで？」

「それで、って？」

「虜とりこにでもしろと？」

「しなくていい」

「なぜ。飼い殺しが好みなのか」

　悪魔だからか、彼は時々変なこだわりを見せる。

「しかし、人間を飼うのは手間がかかる……」

　迷めい惑わくそうな顔をされた。

　飼うってなに。そんな顔をしたいのはこちらのほうだ。

　ここで死にたくない。心を操あやつられるのも、首輪をつけられるのも遠えん慮りよしたい。

　今までは自分の身体からだの弱さを悲観し、未来に期待できずにいたのに、本音は違ちがったようだ。

　やはり、生きていきたい。

　幸せになりたいのだ。

「私がジョンを飼う。それでどう？」

「お嬢様が」

「私は伯はく爵しやく家の娘むすめ。悪魔一人くらい余よ裕ゆうで養えるし、叔父おじのハインは優ゆう秀しゆうな画商。絵画の情報も集められる」

　彼が口ごもったのは、一いつ瞬しゆんだけだった。

　身軽に立ち上がると、『沈ちん黙もくの夜明け』をすばやく壁かべから外し、壁龕のランプも手に取って、再びリズの前に身を屈かがめる。

「試ためさせてくれ。この絵に違い和わ感かんを持ちましたか」

「持った」

「どこに」

「……どこというか、全体的になんとなく？」

　視線が厳しくなった。

『至聖の目』の持ち主ではないかもと、疑われている。

　しかし、違和感の正体を見つけ出す前にジョンが現れたのだ。明答できずとも仕方がないだろう。

「歪ひずみ画がの特とく徴ちようとは？」

　彼は質問を変えた。徹てつ底てい的に試すつもりらしい。

「冒ぼう瀆とくを意味するようなシンボルが描えがき込まれていること。画家自身は気づいていない」

「それがわかっているのに、見つけられんのですか」

　彼はランプを床ゆかに置くと、ずいっと絵画をリズの顔に近づけた。

「シンボルを見つけるのに、特とく殊しゆな能力は必要ない。知識と洞どう察さつ力。ひらめきだ」

「ある意味、それだって特殊能力だと思う」

「違うだろ。さあ、無む駄だ口ぐちを叩たたかず、考えろ」

　時間稼かせぎをさせてくれない。

　諦あきらめて、絵画に視線を注ぐ。

　どこだ。どこがおかしい。

　画家さえ予期せぬ不ふ吉きつなシンボルがあるはずだ。

　床に置かれたランプの明かりに浮うかび上がる、『沈黙の夜明け』を眺め回す。巨きよ大だいな果実。齧かじられた部分。三人の乙女おとめ。薔ば薇ら、百合ゆり、向日葵ひまわり。噴ふん煙えん。暗雲。

　見つけられたのは、冒瀆のシンボルとは正反対のものだけだ。

　一度目を閉じ、人差し指と親指で瞼まぶたを押す。また開く。

　気持ちを切り替かえて、集中する。

　果実に異常な箇か所しよはあるか。

　煙けむりの中に不吉な影かげが潜ひそんでいないか。

　雲に浮かぶ光の筋……鉤かぎ針ばりの向きは？

　ちゃんと上を向いている。問題はない。

　だったら、乙女が持つ花になにか不自然な点はないか。表情は。視線の向きは。

　リズはそこで、目を見開いた。

「三人とも、表情がよくわからない？」

「それは単なる手法の問題だ。写実性を求めた作品ではない。無造作な重ね塗ぬりが、この作品の味でもある」

　ジョンは首を横に振ふった。

「その上であえて解かい釈しやくするなら、画家が意識的に、この作品には『個』の表情は不要と判断した。象しよう徴ちよう主義の絵のように内なる世界観を描いた作品ではない、と線引きするためだ」

　確かにこのあたりは、作家の意志を感じる。

　他ほかになにか、矛む盾じゆんは。

「髪かみ？」

「その通り」

　即そく座ざに肯こう定ていが返ってくる。

　リズは視線をジョンに投げた。彼は満足そうに笑っていた。

　絵画の話になると、この悪魔は笑え顔がおをよく見せる。

　見み惚とれそうになったが、急いで意識を絵画に戻もどす。

「乙女の髪が皆みな、波打っている？」

「それは関係ない」

　彼の顔から笑みが消えた。

　焦あせりが広がる。だが髪に着目するという点は間違っていない。では。

「……光の加減？」

「正解だが、わかって答えたわけではなさそうだ」

　冷たい口調で言い当てられ、頰ほおが熱くなった。

『髪』という限られた条件内で、目についた部分をとりあえず拾ってみただけだ。

　彼は、ふっと溜息をついた。

「まあ、着眼点は悪くない。それだけでもよしとしましょうか。……ええ、乙女らの髪に描かれている光の加減です」

　リズから視線を外し、絵画に顔を向ける。

「中央の乙女は正面を向いているため、髪があまり見えません。だが、左右の二人は踊おどり子のように大だい胆たんに髪をなびかせている」

「本来の身体の動き以上に、髪が舞まっている？」

「その点は画家が意識して動的に描いたように思われる」

　作品の世界観を支える要素のひとつか、それとも作家の個性の範はん囲いか。

　取捨選せん択たくを誤ると、駄だ作さくが名作に、名作が駄作にすり替かわる。絵画の質は作家の才能だけでは決まらない。鑑かん賞しよう者の判断が価値を変えるのだ。

「だがその意識が『無自覚のシンボル』を作ったようだ」

　ジョンは左側の乙女の髪を指差した。

「ここに注目を。髪のツヤの部分。光が、左上から右下へ、斜ななめに入っている」

　次に、右側の乙女を指差す。

「こちらは、右上から左下へ」

　それから最後に中央の乙女を示す。

「この乙女は、胸に向日葵を抱かかえています。ところで、この画家は、支し援えん者への奉ほう仕し精神に溢あふれているようだ。非常に明確に『救済の証あかし』を描いています。鑑賞する者が希望を見み出いだせるようにと、向日葵は正面を向いている」

　芸術かぶれの貴族にもわかりやすく、という画家の下心が丸わかりだが、それでも悪くない構図だと思う。自身の技量以上のこだわりを見せる画家よりよほど重宝されるだろう。

「さあ、もう気づかれたでしょうな」

　試すように促うながされ、リズはどきっとした。

　乙女の髪に描かれた斜めの光と、向日葵？

　それがなんの意味を持つのだろう。

　口元を押さえ、考えに沈しずむ。

　斜めに入る光。剣けんを意味している？　じゃあ向日葵は？

　いや、複数のシンボルの集合が新たな解釈を生む？

　もしかしたら色も関係しているとか。

　思考の深みに嵌はまっていく。頭の中が螺ら旋せんの迷めい宮きゆうと化す。無数の絵画が蜘蛛くものように糸を引き、上下する。答えの描かれた絵画はどれだ。

　外ればかりだ、正解はあるのか。早く、早く。探し出して、繙ひもといて、そして。

　この男を、ぎゃふんと言わせて、ついでに笑わせたい！

　そんな強い感情をとっさに抱いだいてしまった自分に気づき、ぎょっとする。

「まだ理解できんのですか」

「待って」

　焦りながら答える。

　シンボルの解を探している途と中ちゆうなのに、なにを血迷ってしまったのだろう。まるでジョンに認められたいみたいじゃないか。

　──この男が真しん剣けんに絵画について語ってくれるから、同志を見つけたような気分になっているだけ。不純な気持ちなんてない。

「魚座の子のくせに、わからんとは」

「絵画における象徴学は基本的に秘ひ匿とく扱あつかいで、工こう房ぼうに弟で子し入りしないと学ぶ機会は得られな──魚座？」

　男の言葉が引っかかった。

　絵画を眺ながめ回す。魚がこの絵に描かれているわけではない。だが。

　左側の乙女の髪に入っている光は、左上から右下へ。

　右側の乙女は、右上から左下へ。

　中央には、向日葵。胸の位置──左右の光よりも少し低い位置にある。

　そうわかった瞬しゆん間かん、手のひらに答えが落ちてきた。

「牡お牛うし座ざ」

　牡牛のシンボルだ。斜めに入る左右の光、その中央に配置される向日葵……『円』。

　星座のシンボルというだけなら、決して悪い意味にはならない。むしろ神聖な解釈を導き出すべきだ。

　しかし、乙女の髪が波打っているせいで、角にあたる光の部分……髪に描かれた左右の光の線が少しぐねぐねしている。

　そのねじれは、角が螺旋を描いているようにも見える。

　すると解釈は一変する。

　鳥とり肌はだが立った。偽いつわりの聖が剝はがされる。

「悪あく魔まのシンボルになる！」

　どうだ！　とリズは男を見つめた。

　褒ほめる言葉を少し期待していたのに、ジョンは冷ややかな笑みを浮うかべている。

「正しい。で、他は？」

「……他？」

「すべて暴あばかねば、悪魔の痕こん跡せきは見つからない」

　まだあるのか。

「歪ひずみ画がに描えがかれた冒ぼう瀆とくのシンボルは『隠れ家が』の扉とびらを開く鍵かぎだと思え」

　頰が引きつりそうになったが、そこでふと昼間の裸ら婦ふの絵──『解放の時』を思い出した。

「もしかして、『解放の時』に描かれていた冒瀆のシンボルは、すべて暴けていた？」

「ええ」

「だから扉が開いて……羊の目が動いたの？」

「動いた？　羊の目が？」

　ジョンは、眼まな差ざしを鋭するどくした。

「本当ですか」

「本当」

「ではやはり、あの絵に悪魔が住み着いていたか」

　彼はわずかに頰を紅潮させた。喜んでいるらしかった。

「よくやった、お嬢じよう様さま」

　ジョンはいきなりリズの頭を撫なでた。その手はすぐに離はなれていく。

　呆あつ気けに取られたのは一瞬で、羞しゆう恥ちと焦りの波が一挙に押し寄せてきた。

　結けつ婚こんを控ひかえた女の頭を子どものように撫でるとは、紳しん士しのすべきことではない。

　なのに頰が熱くなる。

　このぐるぐるした感情を、シンボル同様、解読するとつまり──『嬉うれしい』？

「向こうもこっちの様子をうかがっていたか」

　彼が立ち上がると同時に、近い場所からなにかが破れる音が響ひびく。

　水曜日の絵画が飾かざられているあたりではないだろうか。

　リズのいる位置からだと通路を曲がった先に相当するので、そこがどうなっているのかはわからない。

「画布から抜ぬけ出したな」

「な、なにが」

「悪魔に決まっているでしょう。お嬢様はここにいろ」

　彼は、座り込んでいるリズを置いていこうとした。

　その時、通路の曲がり角から、なにかが駆かけてくるのがわかった。

　そちらに目を向け、リズは放心した。

　頭が縦に三つ並んでいる化け物めいた不気味な黒い羊が姿を見せたのだ。

　手足は豚ぶたのそれに似ている。長い尾おは馬のようだった。

　──これはなに？

　本物の動物なんかじゃない。きっと誰だれかが仮装しているだけに違ちがいない。

　黒い羊は血走った目でリズたちを睨にらみ、咆ほう哮こうした。

　人間には真似まねできない鳴き声に、怯ひるむ。仮装ではない？

　ジョンはすばやく黒い羊を観察すると、嫌いやそうに「外れか」とつぶやいた。

「外れって!?」

「俺の捜さがしている悪魔じゃなかった」

「え、どうするの、あれ。私たちを見ているけれど」

「興味ありませんな」

　即そく答とうされた。

「襲ってくるでしょう!?」

「食われたらいかがか？　それが嫌なら、抗あらがえば──」

「退治!!」

　リズは全力で黒い羊を指差し、叫さけんだ。

「ジョン!!　退治！　早く！」

　こんなに大声を上げたのはいつぶりだろうか。

　おかげで頭に血がのぼり、くらくらしてきた。

　リズの声が引き金になったらしく、黒い羊がこちらへ突とつ進しんしてくる。

「なんで俺が……」

　ジョンは眉まゆをひそめると、迷めい惑わくそうに吐と息いきを漏もらした。

　かと思いきや、なぜかのんびりと、ジャケットに装着している懐かい中ちゆう時計をひとつ手に取る。

　啞あ然ぜんと見上げるリズにはおかまいなしに、彼は時計の蓋ふたを開いた。

　この状じよう況きようでどうして時間の確かく認にんを、と言いかけて、リズは息を吞のんだ。

　時計から、歯車や螺子ねじなどの小さな部品が宙に浮かび上がってくる。

　それらが空中で回転し、巨きよ大だい化した。どの部品も錆さびて、黒ずんでいる。

　虫のように飛び回り、結合の末に完成したのは、機械仕じ掛かけの骸がい骨こつ騎き士しだった。両手に、身体からだの作り同様の錆びた剣を下げていた。

　飛びかかってきた黒い羊を、骸骨騎士は関節部分を軋きしませながら勢いよく斬きり捨てた。

「!?」

　二度、三度と、容よう赦しやなく斬りつけると、黒い羊はたまらず激しい雄お叫たけびを上げた。負けじと反はん撃げきに出る。骸骨騎士の腕うでに嚙かみつく。

　リズは、あっと声を出しそうになった。黒い羊に嚙まれた部分……骸骨騎士の肘ひじから下が砕くだけ散る。リズのそばにも小指の爪つめほどの螺子が飛んできた。

　だが片かた腕うで一本を失っても、骸骨騎士はとまらなかった。

　狭せまい通路で器用に黒い羊の攻こう撃げきをかわし、壁かべ際ぎわに追いつめる。最後に、三つの頭を串くし刺ざしにした。黒い羊の身体は一瞬で炎ほのおに包まれた。激しく燃え上がった直後、消しよう滅めつする。

　ぱらぱらと灰が降り、それもやがて消えてしまった。

　黒い羊の出現からわずか数分の出来事だった。

　現実離ばなれした展開に、リズは頭が追いつかなかった。

　過去の自分が見てきた妖よう精せいたちなど、この光景に比べたらかわいいものだ。

　本当にジョン・スミスは悪魔なのか。

　自分を驚おどろかすための奇き術じゆつじゃないのか。

　説明のつく答えはないか、必死に考える。

　気がつけば、両手に汗あせをかいていた。

　骸骨騎士は身体中を軋ませながら振ふり向いた。左右の眼がん窩かには、大きさの異なる歯車が嵌はまっていた。

　小型のほうの歯車がきりきりと回転すると、骸骨騎士の全身はひとりでに分解を始めた。

　出現した時のように部品が空中に浮うき上がった。飛び回るうちに小さくなっていく。

　それらの部品は、ジョンが手に持っている懐中時計の中に吸い込まれていった。

　ジョンはぱちんと音を立てて時計の蓋を閉めた。

　一言も発せずにいると、懐中時計をジャケットに戻もどした彼がこちらに顔を向けた。

「それで？　あんたは本気で俺を飼うんですか」

　おまえのような小こ娘むすめに自分を従わせられるのか、と言いたげな冷えきった瞳ひとみだ。優やさしさはひとかけらも含ふくまれていない。いつでも殺せると考えているのがわかる。

　リズは答えようとしたが、うまくいかなかった。

　唇くちびるが糸で縫ぬいつけられているみたいだった。

　魚の絵をずっと持っていたことに今いま頃ごろ気づく。強く摑つかんでいたせいで潰つぶれていた。

　短い沈ちん黙もくが流れる。

　時計の針の音が聞こえた気がした。カチカチ。

　ジョンが所持している懐中時計の音がこんなに大きく響くはずがない。

　しかし幻げん聴ちようではないようだ。

「時間切れか」

　彼は自分のジャケットを見下ろし、再び懐中時計を手に取った。

　骸骨騎士を出現させた時計ではない。別のものだ。彼は三つの懐中時計をジャケットやベストに下げている。

　リズは、時計の蓋を開けるジョンの手を見つめた。男らしくて、奇き麗れいな指だ。爪も切り揃そろえられている。リズよりも大きい。

　その手が先ほどリズの頭を撫でて、顎あごに触ふれた。

　なぜだか急に、いけないものを見ているような心地ここちになった。急いで目を逸そらす。

　視線の先には、ランプの明かりに揺ゆれる壁かべの作品群。

「!?」

　リズは肩かたを揺らして驚いた。

　壁にかけられている絵画はどれもこれも、色いろ褪あせ始めている。

「お嬢様、悪あく魔まを飼うには大きな犠ぎ牲せいが必要となるが、覚かく悟ごの上か？」

　ジョンの声に、リズは視線を戻す。

「誠実な生き方ができると思うな。清らかでいられると思うな。救いある最さい期ごを得られると思うな」

　立ち上がれないでいるリズの前に、彼は片かた膝ひざをついた。淡たん々たんとした口調で、恐おそろしい予言を放つ。

「一度悪魔を受け入れたら、生しよう涯がいにおいてその影かげがまとわりつく」

　リズの顔を覗のぞき込み、視線を絡からませる。

　その間も壁の絵画は変化し続けた。さらに色しき彩さいを失い、劣れつ化かする。腐くさっていく。塗と料りようが剝はがれ落ちていく。

「でも確かにその目はほしい。殺して奪うばうこともできるが、それだとすぐに使い物にならなくなるし、能力も著いちじるしく低下してしまうか」

　温度のない瞳は、リズの命を値ね踏ぶしている。

　怯おびえを見せたら、つけこまれる。

　それがわかる。

「お嬢じよう様さま、あんたにとってはここで死ぬほうが幸せだと思うが」

「殺されて目を奪われることを、人は幸福って表現しない。惨さん劇げきという」

　ようやく言葉が出た。

　リズの虚きよ勢せいなどお見通しなのか、ジョンは眉を上げた。前まえ髪がみがこめかみにかかって邪じや魔まになったらしく、軽く耳にかける。

「今、俺に一いつ切さいの痛みなく食われるのと、契けい約やくを交かわして、その一生を終える日に激痛にもがきながら食われるのと、どちらがいいか？　選せん択たく肢しをあげよう」

　普ふ通つうに殺害するつもりはないのか。

　食料にもされるなんて冗じよう談だんじゃない。

「どちらも嫌と言ったら」

「もっと惨むごたらしい目に遭あう」

　だったら答えは決まっている。

「契約する。私に飼われなさい」

　声が震ふるえていると、バレてしまっただろうか。

　ここまできたら、引けない。

　この男を手に入れてやる。

「その代わり、死ぬ時まではなにがあっても私の味方でいなさい。私が白といえば白、晴れといえば晴れ。たとえ雨が降っていようとも。それを、他ほかの者にも認めさせなさい。力のない悪魔はいらない。いつでも強く、賢かしこくいて。命をかけて私を守って」

　彼は鑑かん定てい前の絵画を前にしているかのように、嬉うれしげに唇を綻ほころばせた。

　相手は悪魔だ。「契約は交わすけれど、あなたの意思を尊重する」なんていう甘い発言をしたら、間ま違ちがいなく身の破は滅めつ。いいように操あやつられるのは目に見えている。このくらい厳しく要求してもなお、不安しか感じないのだ。

「私を困らせず、餓うえさせず、苦しませず、悲しませず、どんな時でも優先して。よそ見をしないで」

　言ったあとで、なんだか愛の誓ちかいみたいだと思い、顔が引きつった。

　しかし、取り消すのもどうなのか。

「わかった」

　彼は楽しそうにうなずいた。

「愛するようにお仕えしよう、お嬢様」

　それでいいだろう？　という顔をして、彼はリズの顎を撫なでる。

「かわいがられることも望むか？」

「調子に乗らないで。私がジョンを飼うんだから、かわいがって甘えさせるのも当然、私のほうでしょう」

　むかっときたので、リズは彼の手を振り払はらった。

　そして逆に、彼の顎を撫でる。

　主導権を握にぎるのに必死で、ジョンが目を丸くしたことには気づかなかった。

　彼は声を上げて笑った。意外と笑いの沸ふつ点てんが低いのか。

「よろしいでしょう、お嬢様。あんたに甘えてやる」

　こんなに上から目線で甘えてやってもいいと言う者はいない。

　それより気になるのは、左右の壁の急激な劣化だ。

　先ほどの黒い羊と関係があるのだろうか。他に原因が？

　訊たずねる前に、ジョンに突とつ然ぜん、左の耳たぶを引っ張られる。

　ちりっと一いつ瞬しゆん、熱を感じた。

「今日はここまで。用意が整ったら迎むかえにいく」

「迎え？」

　なんのことだ。説明を省きすぎている。

　彼は時々、こちらが内容を理解しているという前提で話をすすめる。会話下手べたな人間特有の話し方だ。

「空間の模も倣ほうは、それなりに能力を使う。あんたの肉体も目覚めかけている」

「もう少し丁てい寧ねいに教えてほし──」

　頼たのみ込む途と中ちゆうで、ぐらりと視界が揺れた。

　周囲に白い靄もやが広がっていく。水中に、白い絵の具を溶とかしたようだった。

「ジョン、これはなに？　また悪魔が現れたの？」

「違う、落ち着け」

　ジョンの顔の輪りん郭かくも曖あい昧まいになり、ぼうっとした影に変わる。

　彼の影が揺らめく。近づき、遠ざかる。腕うでから魚の絵を抜ぬき取られたのだと、遅おくれて理解した。

　返して、と言おうとしたが、声が出ない。手足も動かなかった。

　靄が広がっているのは自分の意識の中だと気づく。

　まだ話がしたい。

　なのに瞼まぶたが自然と下りてしまう。

「では、また」

　そんな軽い別れの言葉と同時に、リズの意識は闇やみに落ちた。
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　目覚めた時、リズは自室の収納庫にひっそりと横たわっていた。

　勢いよく飛び起きたが、めまいに襲おそわれ、うずくまる。

　ひどく身体からだがだるい。熱が出ているのかもしれない。

　それにしてもなぜこんなところで寝ねてしまったのだろう。

　思い出そうとして、ちりりと耳たぶに熱を感じた。

「ジョン？」

　勝手に言葉が口から漏もれた。

　ジョン・スミス。画が廊ろうの臨時管理人。もの静かで知的な雰ふん囲い気きを持っているのに、会話が色々残念な男。

　さっきまで一いつ緒しよにいたのではなかったか。

　彼はどこに？

　夢を見ていたのだろうか。

　……そうだ、現実であるわけがない。

　自分はここでずっと居い眠ねむりしていたのだから。

　とんでもない夢だった。男の正体は悪あく魔まで、復ふく讐しゆう相手を捜さがしているという。

　その目的のために、リズの目が必要なのだとか。

　悪魔に脅おどされ、結局契けい約やくするはめになった。

　いや、よく考えたら単に口約束をかわしただけだ。

　ずいぶん強気な態度を取ってしまったように思う。大声も出してしまった。根暗で日ひ陰かげ好きな自分らしくない行動だ。

　めまいはするが、案外気分は悪くない。ひどい夢だったのに、不思議だ。

　おそるおそる左耳に触ふれる。

　耳たぶの熱が引かない。

　夢の中でジョンに触れられた場所だ。

　それに──。

　ここにあったはずの、魚の絵が消えている。
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　とくになにも起こらないまま数日が過ぎた。

　その間に熱を出したり、そわそわしたり、ハインの見み舞まいを受けたりと、小さな出来事はいくつかあったが、もうジョンの夢を見ることはなかった。ハインに訊ねたところ、彼は画廊で勤勉に仕事をしているという。なんだか拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。

　身体も回復したので、リズは普ふ通つうの生活に戻もどった。

　一階の書室でヴィルマから渡わたされた淑しゆく女じよのための教育本を読んでいると、急にエントランスが騒さわがしくなった。

　書物から顔を上げ、そちらの気配をうかがう。

　どうやら誰だれかが言い争っているようだ。

　この声は、ヴィルマとハイン？

　リズは椅い子すから立ち上がり、書室を出た。

　穏おだやかなハインと活発なヴィルマは性格が反対だからこそ馬が合うのか、他ほかの親族よりも交流がある。本気で口論するのは珍めずらしい。

　観葉植物を飾かざった通路を進み、エントランスへ向かう。

　通路の壁かべには家族の肖しよう像ぞう画が、消しよう臭しゆう用のラベンダーのリースがかけられている。

　書室は屋や敷しきの左さ翼よく側に設けられている。談話室もこちら側だ。

　エントランスにたどり着くと、思った通りヴィルマとハインがそこにいた。

　ハインに挨あい拶さつをしようと思ったが、傍はた目めにもわかるほど二人は険悪な雰囲気だ。

　壁かべ際ぎわに控ひかえている使用人や家令も、おろおろとした様子で彼らを見つめている。

　ヴィルマは、立ち尽つくすリズに気づくと、目め尻じりをつり上げた。

「リズ、部屋へ戻っていなさい！」

　こういう時のヴィルマに逆らってはいけない。

　リズはうなずくと、すぐに従った。

　自室に戻り、窓まど際ぎわの長椅子に腰こしかける。

　口論の理由については、あとでハイン本人に訊たずねようと思う。大たい抵ていヴィルマが原因なのだ。

　使用人に頼んで読みかけの本を持ってきてもらう。

　しばらく読書に集中していると、誰かがリズの部屋の扉とびらを開けた。

　使用人が無断で開けるはずがない。

　視線を送ると、姿を見せたのは二番目の姉のグレイスだった。リズとはひとつ違ちがい。

　内心、戸と惑まどう。

　二人の姉とはあまり付き合いがない。

　リズの婚こん約やく者が決まって以来、グレイスはいつも不ふ機き嫌げんだ。

　彼女にも騎き士しの婚約者がいる。他国へ遊学中の皇子の護衛に命じられてしまったため、帰国は二年後。それまで結婚はおあずけになった。

　結果的にリズのほうが先に嫁とつぐ形になり、それで腹を立てているらしかった。

　彼女は、リズの前まで来ると、片手を腰に当てて立ち止まった。

　華はなやかな深しん紅くのドレスを着ている。レースは控えめで、その代わりスカートには刺し繡しゆうをたっぷり用いている。

　リズはクリーム色のドレスだ。動きにくいので、スカート部分のボリュームは少なめのものを選んでいる。

　リズとよく似た体型だが、髪かみの色は正反対。グレイスは夜空のような黒くろ髪かみだ。美しい色だと思うが、彼女自身は不満のようで、リズの銀ぎん髪ぱつを羨うらやんでいる。

　三人の娘むすめの中でグレイスだけがヴィルマの美び貌ぼうを受け継つがなかった。

　かわいらしい顔立ちという表現のほうがあてはまる。それもリズを殊こと更さら疎うとんじる理由になっているのかもしれない。ただ、彼女は一番上の姉とは仲がいい。

　そう考えると、容よう貌ぼうの問題だけではないようだ。やはりリズの性格が気に食わないのだろう。

「なにも知らないで、吞のん気きなものね」

　グレイスは開口一番リズを批判した。

「全部他人ひと任まかせで、あんたはおいしいとこ取り？」

「なんの話ですか、姉様」

　立ち上がろうとするリズを、彼女は威い圧あつ的な目で止めた。仕方なく座り直す。

「画廊よ」

　グレイスは横を向くと、強めの口調で吐はき捨てた。

　リズは、この姉の横顔がとくに好きだ。長い巻き毛もすばらしい。幻げん想そう画に描えがかれる乙女おとめを思わせる。表情も、生命力に溢あふれている。

　死んでいる目の自分より、よっぽど魅み力りよく的だと思う。

「叔父おじ様が、画廊をあんたにまかせるって」

「はい？」

「なんで叔父様はいっつもあんたばかり甘やかすわけ？」

　グレイスの横顔に見み惚とれていたこともあって、話についていけない。

　呆あつ気けにとられていると、彼女はこちらに顔を戻し、舌打ちした。

「鈍にぶい子ね。叔父様が、あんたが塞ふさいでいて可哀かわい想そうだから、画廊のオーナーにしてやるって言ってるのよ。それでお母様が爆ばく発はつしたわけ」

「……そうなんですか」

「贔屓ひいきされて当然だから、喜ぶ気にもなれない？　昔からあんたは叔父様にかわいがられてきたものね」

　グレイスは顎あごを軽く上げて笑った。

「どうせ、私や姉様があんたをいじめてきたせいだって思っているんでしょ？」

「いえ」

　とは答えたが、たぶんそれは半分くらい正しい。

　幼少の頃ころ、リズのみ祖父母の屋敷で暮らすことが決まったのは、姉たちが強く希望したからでもあった。

　誰の目にも映らぬ存在に話しかけるリズを見て、姉たちは大層気味悪がった。仲間外れにされるリズをヴィルマが案じ、かかりきりになる。ますます姉たちがリズを遠ざける。悪あく循じゆん環かんだった。

　今なら、姉たちの気持ちがわかる。リズはヴィルマを独どく占せんする邪じや魔ま者ものだったのだ。

　祖父母の屋敷での療りよう養ようを、最終的に決めたのは父だ。

　愛されていないわけではないが、ミルトン家の主あるじとして、病弱な娘より健康な長女たちの平へい穏おんを優先するのは当然のことだった。

「画が廊ろうって、ホウロ地区の？」

　リズは話を元に戻した。放ほうっておくと姉の罵ののしりが続く。

「そうよ。そこ以外どこにあるっていうの。叔父様もどうかしてるわ」

　まさか、前に希望したことをハインは本気にしたのか。

　あの不気味な建物を手放してほしい。今もそう思っているが……夢の問題もある。どうすればいいのか悩なやんでいる間に、ハインが先に動いてしまったようだ。

「私を、画廊の所有者に」

「うぬぼれないでよ。ずっとってわけじゃないわ。叔父様が海外に行っている間だけよ」

「叔父様はまた海外に行かれるんですか？」

　ハインは時々海外に渡って美術品を探し歩く。一週間程度で戻ってくることもあれば、半年音おと沙さ汰たがないこともある。

　状じよう況きようが読めてきた。

　結婚を控えているので画廊を完全に譲ゆずることはできないが、せめて数ヶ月、願いを叶かなえてやろう。ハインはそう計画したのではないか。

「驚おどろくなら驚く、喜ぶなら喜ぶ。ねえ、少しは反応したら？　おもしろくない子ね」

　グレイスは顔をしかめた。

「驚いています」

「どこがよ。あんたのそういうところが嫌きらい。私たちなんて視界に入りませんって、いつも澄すましているでしょ」

「そんなつもりはありませんが」

「自覚していないほうが、たちが悪いのよ」

「そうですか」

　言い返せば余計にこじれるだけだ。リズは諦あきらめた。

　幼い頃はしばしば隠かくれて泣いていた。姉たちに仲間外れにされるのはつらかったから。

　しかし今は、世の中どうにもならないこともあると割り切っている。人間関係はその最たるものだ。

　自分を嫌う相手に好かれようと努力するより、自分を受け入れてくれる相手をより大事にしたい。

　はっきり言えば、険悪な仲の相手に時間を割さくなんて馬ば鹿かげていると思っている。視野が狭せばまろうが交友関係が限定されようが、リズは楽に生きるほうを選ぶ。

　いつ死ぬかわからない人生なのだ、有意義な日々を過ごしたい。

　こんな考えが根底にあるせいで、自身の結婚が重荷に感じられてしまうのだが。

「本当にかわいくないわ」

　リズがちっとも傷ついた顔を見せないので、期待が外れたらしい。

　グレイスは溜ため息いきを落とした。

「あんたがこの屋や敷しきにいると落ち着かない。姉様も結婚して家を出たし」

「私もできるなら、お祖母ばあ様さまの屋敷に戻もどりたいんですが」

　これは本音だ。

「馬鹿な子ね」

　グレイスが冷たく言う。

「単に結婚したくないから戻りたいってだけでしょ」

「はい」

「あんたにはもったいないくらいの男じゃない」

「眩まぶしすぎる男は苦手です」

　呆あきれた目を寄よ越こされた。

「その性格、どうにかしなさいよ。美人だなんだってもてはやされるのは今だけよ。結婚したら、すぐに目移りされるわ」

　一いつ瞬しゆん、それでもいいかな、と思ってしまった。

　眩しすぎる男を愛せるのかどうか、わからないのだ。

「まあでも、どれだけ夫が優ゆう秀しゆうでも、家に問題があるのはちょっとね」

　グレイスは表情を変え、意味ありげに笑った。食いついてほしいらしい。

「問題ってなんですか」

「普ふ通つうに考えて、将来有望なエミル卿きようが、まずミルトン家を継つげないあんたとの結婚を望むはずがないでしょ」

「ええ」

「でも先方は乗り気。おかしいじゃない」

　誰だれに対する怒いかりなのか、グレイスは尖とがった声を出した。

「カロティオン家の女主人は、後妻よ。それも舞ぶ台たい女優上がり。経験もないのに事業に手を出して多額の借金を作ったみたいね」

「なるほど、それでうちの財力に目をつけたんですね」

「そうよ。あんたはただの金づる」

　借金の額は知らないが、ミルトン家にとっては小こ遣づかい程度──そうでなくては、ヴィルマがエミルを選ぶはずがない。

　グレイスだって母の考えには気づいているだろう。

　リズを不安にさせたくて内情をばらしにきたのか。

「長い目で見れば、損をするのはエミル卿のほうですよ、姉様」

「なんでよ」

「私は五年後の自分を想像できないので」

　グレイスは意味がわからないという怪け訝げんそうな顔をした。

　見つめ合ったのち、理解できたのだろう。彼女は俯うつむくと、両手を組み合わせ、口を結んだ。怒りを溜ため込んでいる表情だった。

　しかし、それを吐はき出すことはなかった。

「……とにかく、今は画廊の件よ。お母様は大反対しているわ」

　話題が変わって、リズはほっとした。

「お母様は、認めてくださらないでしょうね」

「そうよ。あんたみたいな世間知らずな子に経営なんてできるわけがない」

　思った通りの理由だった。ヴィルマは過保護なのだ。

「でも私、あんたにはここにいてほしくないのよ」

　グレイスは早口で言った。

「だから、今回は叔父おじ様の味方になってあげるわ」

「味方？」

「勘かん違ちがいしないでよ、あんたの味方をするわけじゃないんだからね」

　顔も見たくないほど嫌っている──てっきりそう言いたいのかと思ったが、この会話はリズの予想を裏切った。

「おっしゃる意味がよくわかりません」

「察しなさいよ。少しは日ひ陰かげから出て、日向ひなたで苦労してこいって言ってるの」

「え、日向嫌いやです」

「画廊に行けって言ってるのよ！」

「とうとう実力行使で私を屋敷から追い出すと」

「なんですって!?」

「冗じよう談だんです……姉様、とてもわかりにくい上に暴言が凄すさまじいですが、今ひょっとして私にデレましたか」

「馬鹿なの!?　私の話を聞いてた？」

　グレイスは心底嫌そうに顔を歪ゆがめた。

　だが、目め尻じりが薄うつすらと赤くなっている。

「外へ出て、人間に戻りなさいよ！　屋敷にこもってじめじめと絵ばかり眺ながめてないで！」

「もともと人間です。それに画が廊ろうこそ絵ばかりあると思うんですが」

「口答えしないで！」

「はい」

　リズは驚いた。画廊の話を聞いた時よりも、もっと。

「どうしたんですか、姉様」

「なにがよ！」

「優やさしい姉様なんて怖こわいんですが、偽にせ者ものですか」

「だから！　あんたのその、なんでも無表情でぼろぼろ言うところが嫌いなのよ！」

「優しい人間が優しく気き遣づかってくれるのは当たり前のことなのでつい流してしまいますが、悪人が急に優しくなると日ひ頃ごろの態度との落差で胸にぐっとくるってことがありますよね。そんな気分です」
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　褒ほめたというのに、グレイスは獣けもののように低く唸うなった。リズを思い切り睨にらみつけて足音荒あらく部屋を出て行く。

　嵐あらしが去ったような心地ここちで、ぼんやりとグレイスが去った方向を見る。

　かなり罵ののしられた気もするが、リズのために一ひと肌はだ脱ぬいでやる、とグレイスは言いたかったのではないだろうか。

　それに、部屋へ入ってきた時、リズを立たせなかった。グレイスはいつも止める。見下ろすためかと思っていたが、そうではなくて、リズの身体からだを気遣っていたのだとしたら。

　──人間は、すぐには変われない。

　やっぱり、嫌きらいな相手に心を砕くだくより、愛する者をもっと大切にしたい。

　けれど、一日のうち三十分くらいなら頑がん張ばってみてもいいかもしれない。

　そんなことを、リズは考えた。
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　どんな方法を使ったのかは不明だが、グレイスは、エントランスでハインと言い争っていたヴィルマをなだめることに成功したらしかった。

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔のヴィルマがリズの部屋に現れたのは、グレイスが出て行ってから一時間が過ぎた頃ころか。

「リズ、話があるのよ」

「はい、お母様」

　ヴィルマとともに、並んで長なが椅い子すに座る。あたたかい手がリズの膝ひざに置かれた。

　不思議なことに、よそよそしいばかりの部屋も、ヴィルマがそばにいると明かりをつけたように空気が柔やわらかくなる。

　かつて社交界の花と讃たたえられたその美び貌ぼうを見つめる。髪かみの色はリズと同じだが、ヴィルマの瞳ひとみは夏の空のような明るい青だ。

「きっとあなたの企たくらみに違いない……いえ、さっきね、ハインが来ていたでしょう？　今も階下にいるのだけれど。ハインから聞いているかしら、画廊のオーナーの件」

「画廊？　なんのお話でしょう？」

　リズは、とりあえずとぼけてみた。

　ヴィルマの表情がますます険しくなったが、気にしない。

「あの子ね、急な話ですけど数ヶ月ソアラ国へ向かうというの。あちらで美術関係の大規模な競せり市が開かい催さいされるんですって」

「まあ、素す敵てき」

「自分が不在の間、信しん頼らいできる人に画廊を任せたいというのよ。購こう入にゆうして間もない建物だから、すぐには手放したくないらしいの。でも人を置かないと、誰だれかが侵しん入にゆうするかもしれないでしょう？」

「ええ、そうですね」

「それでねリズ、あなた、ぜひ断ってほしいのだけど。ハインがあなたにしばらくの間、画廊を預けたいって」

「え、そんな。私のような未熟者に画廊の管理を？　やります」

　一応、両手を口に添そえて淑しゆく女じよらしいポーズを取ったが、無む駄だだった。

「ちょっとは迷う素そ振ぶりを見せなさい！」

　怒いかれるヴィルマに、両手で頰ほおをつままれた。

「油断ならない子ね、いったい誰に似たのかしら！」

　無言でヴィルマを指差そうとしたら、ぎゅっと摑つかまれ、危あやうく反対側に曲げられそうになった。母は強い。

「だいたいあなたったら、いつの間にグレイスを味方につけたの？」

「いえ、それが、私も謎なぞで。急にデレられたんです」

　ヴィルマは眉み間けんに深い皺しわを寄せ、額をおさえる。

「うちの娘むすめたちはどうして一ひと癖くせも二癖もある子ばかりなの……。グレイスなりに、あなたに意地悪をしてきたことを後こう悔かいしているのかしら」

　額から手を離はなし、青い瞳でリズを貫つらぬく。

「リズ、あの子の気持ちをわかってくれと頼たのむのは、無神経にすぎるわね。でも、十人いれば、十人分の心がある。家族でさえ、一から百まで相手を理解することはできないわ」

「ええ、お母様」

「あの子はあなたよりも気持ちが幼いのよ。暴言をぶつけられても流してくれるあなたには、本当に感謝しているし、申し訳なくも思っているわ」

「平気です」

「あなたが苦しんでいないわけじゃないって、わかっているのよ」

「お母様が注意すると、なおさら姉様が私を憎にくむから、見守っていらっしゃるんでしょう？」

「いいえ、リズ。あの子は、憎んではいないのよ。本当よ」

　どうだろうか。

　気き遣づかってくれる時もあるが、憎んでいる時間のほうが長い。そういうことではないのか。

「姉様は、私がこちらの屋や敷しきに戻もどってきて焦あせっているのではないですか。私がまた姉様の居場所を奪うばうんじゃないかって」

　ヴィルマは悲しそうな顔をした。

「そうね。ええ、そうなのかもしれない。でもリズ、それだけではないのよ」

　ヴィルマがリズの手を摑む。

「あなたにいい相手を見つけたいと思って皇都に呼び戻したのはこの母よ。でも、グレイスもあなたに会いたがっていたのよ」

　思わず「まさか」と言ったら、ヴィルマは項うな垂だれた。

「あの子が焦っているのは、あなたの結けつ婚こんが決まってしまったら、互たがいの間に存在する溝みぞを埋うめる時間がなくなると思ったからでもあるのよ」

　リズの手を摑むヴィルマの指に力がこもる。

「グレイスはミルトン家で一番ひねくれているわ。あなたにじゃなくて、あなたの婚約者に嫉しつ妬としているの」

「それは違ちがうんじゃ……」

「小さい頃は、本気であなたを遠ざけていたわね。でも今は、あの子ったら、皆みなにあなたを自じ慢まんしているのよ」

「姉様が？」

「リズがこちらに戻ってくる半年くらい前の出来事だったかしら。グレイスの友人をお茶会に招いたのよ。その時、彼女たちが、通路に飾かざっているあなたの肖しよう像ぞう画がを見たのね。その子たちは悪気なくあなたとグレイスの容姿を比ひ較かくしたわ」

　口の中に砂を詰つめこまれたような気持ちになる。

　グレイスは自分の容姿を嫌っている。リズと比較されるのをとくに嫌いやがる。

「年とし頃ごろの令れい嬢じようなら誰しも少なからず容姿の美び醜しゆうを気にするもので、だからこそその話題は慎しん重ちように扱あつかわないといけないと思う。なのに軽々しく口にし、あまつさえ比較するなんて悪気がありまくりとしか言いようがない。そんな価値のない者たちは姉様から遠ざけたほうがいいかと」

「リズ、無表情で動どう揺ようせず、落ち着きなさい」

　ヴィルマは優やさしい顔を見せた。

「大だい丈じよう夫ぶよ、あの子は傷ついていなかったわ」

「傷ついていない振ふりをしていただけでは？」

「母様もそう思って、扉とびらの陰かげから飛び出しそうになったのだけど」

「扉の陰？　もしかしてお母様はどこかの部屋から姉様たちを覗のぞき見していたんですか」

「当たり前よ。いえ、母のことはいいの。とにかく、グレイスは、『この絵よりも実物はもっと美人よ！』って軽く答えたのよ。ミルトン家で最も利口で美しい、とも」

　リズは息をつめた。あの姉様が？

　エミルの情報を聞かせたのも、嫌がらせじゃなくて警告？

　姉様の優しさが屈くつ折せつしすぎている。

「グレイスはひねくれやで、あなたは内気と見せかけた面めん倒どう臭くさがりで、一番上の子は浪ろう費ひ家で、息子むすこは放ほう浪ろう癖へきがあるけれど、全員、私の宝物だわ」

「お母様、褒ほめられている気がしません」

「褒めたつもりもないわ。けれども愛しているのよ」

　ヴィルマは断言する。

「わかりました、お母様。要約すると、今お母様がきりっとした顔で語ったような話を、グレイス姉様もしていたと。そこでまんまと丸め込まれてしまったんですね。長い間リズをいじめてきたけれど本当に後悔しているの、だから結婚する前にあの子に自由をあげたいのよお母様、どうかいたいけなリズの我が儘ままを叶かなえてあげて……とか言われて感激し、流されたんでしょう。あとになって姉様の策略に気づき、悔くやしくなったので、私にも仕し掛かけてやろうと勇んできた。これで合っていますか」

「この子ったら、今の母の言葉を聞いて真っ先に言うことがそれですか。感動が台無しだわ」

　再び頰をつねられた。先ほどよりも痛い。

　その状態のままヴィルマが立ち上がったので、痛みに負けてリズも腰こしを上げた。

「いいこと、リズ。一日中画が廊ろうに引きこもることは許しません。寝ね起おきは基本、この屋敷。食事もこちらで取るのよ」

「え……」

「午前は今まで通り、母と花はな嫁よめ修しゆ業ぎようです。目を逸そらさない。少しでも体調がおかしいと思ったら、すぐに戻って来なさい。それから侍じ女じよを必ず連れて行きなさい」

「お母様、画廊には管理人もいるので平気です」

　ヴィルマは無視した。

「さ、下でハインが待っているわ」

　エントランスに向かうまで、ヴィルマはぶつぶつと文句を言い続けた。あんな危険な場所に画廊を持つだなんてどうかしている、だの、放火しようかしら、だの。

　三姉妹と長男の性格に癖があるのは、間違いなく母が原因だとリズは思っている。
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　エントランスで待っていたハインとともに、リズはさっそく屋敷を出た。

　ヴィルマの言いつけで侍女が二人くっついてきたが、これは仕方がないだろう。

「オーナーといっても管理や接待、企き画かく運営はすべてジョンが負担するから、リズがなにかする必要はないよ」

　待機していた馬車に乗り込んだのち、ハインが悪戯いたずらっぽく言った。二人の侍女は、後方の馬車だ。

「よくわかっていらっしゃいます、叔父おじ様」

　感謝を伝えると、彼は噴ふき出した。

「ああ。時間が許す限り好きなだけ倉庫にこもって絵画を眺ながめていい。あそこは画室も兼かねているから、習作に励はげむこともできるよ」

「叔父様、ありがとう」

　どうすればあの怪あやしい霧きりに包まれている画廊から叔父を引き離はなせるか悩なやんでもいたので、この結果は本気でありがたい。

　ハインが帰国するまでに、不ふ吉きつな気配の原因を取り除けたらと思う。

「いや、リズ。そう神しん妙みようにならずともいいよ。姉上から聞いただろうが、ソアラ国で競せり市が開かれるというのは本当なんだ」

「そうですか」

「ジョンがその話を教えてくれたんだけどね」

「……ジョンが？」

　リズは驚おどろいた。

「彼は外国にも詳くわしいんだ。埋もれた才能を発はつ掘くつする目も持っている。頼たよりになる青年だよ」

「……ええ」

　嬉うれしそうに話しかけてくるハインに相あい槌づちを打ちながら、考えに沈しずむ。

　このタイミングは偶ぐう然ぜんなんだろうか。

　不可解な夢を見た日から、リズは少し体調を崩くずした。

　起き上がれるようになったのは昨日だ。

　時間が経たつにつれ、やはりあれはただの夢にすぎないと思うようになっていたのだが、未いまだ魚の絵は見つかっていない。

　使用人に頼たのんで屋や敷しき中捜さがしてもらったのだ。

　ジョンと直接会えば、真実がはっきりするだろうか。

　前回とは違い、馬車を乗り換かえずに画廊へ向かう。

　今乗っているのは屋敷用の馬車ではない。なぜなのかハインに訊たずねると、わざわざ乗り換えずに済むよう古い馬車を購こう入にゆうしたのだとか。

　これもジョンの入れ知ぢ恵えとわかり、リズはますます不信感を強めた。

　しばらくして、馬車が画廊に到とう着ちやくする。

　相変わらず異様な霧が広がっているが、ハインも侍女たちも気づいていないようだった。

　画廊の前に、一人の男が立っている。

　ジョンだ。

「出で迎むかえにきてくれたのかい？」

　ハインが笑え顔がおで彼に近づき、話しかける。

「ええ、ハイン様」

　ジョンも微び笑しようを浮うかべて答えた。今日も黒くろ尽ずくめの恰かつ好こうだが、襟えりとタイの形が少し違っていた。三つの懐かい中ちゆう時計は前と変わっていない。

　一度もこちらを見ない彼に少しもやもやする。

　ジョンはハインと並んで画廊の入り口に向かった。そのあとをリズたちが追う。

　ロビーに入ると、突とつ然ぜんジョンが振り向いた。

　眼鏡めがねの奥の瞳ひとみは、リズの背後に控ひかえている侍女たちに向かっている。

　つられて振り向くと、侍女たちの様子がなんだかおかしい。ハインも気づいたようで驚いている。

「どうした？　馬車酔よいでもしたのか？」

「いえ、そうではありません。急に頭が痛くなってきて」

　恐きよう縮しゆくする侍女たちに、ジョンが優しく言う。

「屋敷に戻もどって休んだほうがいいのでは？　おそらく画廊の空気……顔料の匂においが彼女たちの体質に合わないのだと思います」

「ああ、そうか。たまに、絵の具の匂いで気分を悪くする人もいるね」

　納なつ得とくしたようにハインがうなずく。

「だが困ったな、彼女たちだけ帰すわけにも行かない。リズも一いつ緒しよに屋敷へ──」

「お嬢じよう様さまのお世話は、おまかせください」

　今日のジョンは、笑顔の大おお盤ばん振ぶる舞まいだった。

　魅み入いられたようにハインが瞬まばたきをする。額を押さえていた侍女たちも、ぼうっと彼を見つめた。瞳に生気がなかった。

「お嬢様は大変、絵画がお好きでいらっしゃるようだ。来たばかりなのに屋敷へ戻されるのは可哀かわい想そうではありませんか」

「しかしなあ」

　渋しぶるハインに、ジョンが顔を近づける。

「こちらにお嬢様がお見えということは、オーナーの件は許可されたのではないですか」

「ああ。そうなんだよ。ヴィルマ姉上……この子の母親が認めてくれるとは思わなかった」

「なら、お嬢様には少しでも早く画廊に慣れていただいたほうがいいでしょう。もちろん、お帰りの際は俺が責任を持ってお送りします」

　うーん、と悩むハインに、ジョンはさらに笑顔を見せる。

「安心してください。俺がいますので、お嬢様に危険が及およぶことは決してない」

　なんの保証にもなっていない言葉なのに、ハインは表情を和やわらげた。

「──そうだね。君がいれば安全だ」

「ハイン様は侍女を送ってあげるといい」

「そうするよ。じゃあリズ、またあとで」

　二人の会話に呆あつ気けに取られていたが、リズは我に返った。

「叔父様、待って」

「リズ、大だい丈じよう夫ぶだよ。彼を信しん頼らいするといい」

　どう考えても変だ。

　ハインが素す直なおに従っている。彼は温おん厚こうな性格だが、ここまで他人を信用するほど甘くない。

　侍じ女じよたちだっていきなり体調を崩すのは不自然だ。

　リズの部屋も顔料の匂いがする。それでも彼女たちは平気だった。今いま更さら体質が合わないというのも納得できない。

　まさか暗示でもかけた？

　ジョンを睨にらむ。

　だが彼は、リズの視線を完かん璧ぺきに無視した。

　余計な疑問を抱いだかせまいとしてか、ハインと侍女をぱっぱと馬車に乗せ、屋敷に追い返してしまう。見事な手しゆ腕わんだった。

　リズは彼らを見送ると、再び厳しい目をジョンに向けた。

「侍女たちが急に体調を崩したのは、あなたの仕し業わざ？」

「どうでしょうな」

「ごまかさないで。叔父様もやけに素直だった。画が廊ろうの管理をあなたに一任する話も、私をオーナーにするっていうのも、全部あなたの案でしょう？　叔父様の心を操あやつったの？」

「なに、軽い暗示をかけただけ。後こう遺い症しようはないので安心していい」

　彼は涼すずしい顔をして答えた。まったく悪びれていない。

「後遺症の問題じゃない。人の心を操るような真似まねはしないで」

「本気で俺の行こう為いを不快に感じていたのなら、彼らを馬車に乗せる前にそう訴うつたえればよかったのではないか？」

　反論しようとして、奥歯を嚙かみしめる。

　ジョンの仕業じゃないかと疑いながらも見送ったのは、二人きりで話がしたかったためだ。あの夢について、それから魚の絵について。ただの思い込みであればいい。あれは夢にすぎず、ジョンも普ふ通つうの人間で、絵だってただ不注意で紛ふん失しつしただけで──。

　そんな淡あわい希望を持っていたが、今はもう確信していた。

　ジョンは悪あく魔まだ。

　あれも夢じゃなく、現実に起きたこと。

　ハインたちの乗る馬車をここで改めて見て、気づいたことがある。夢の中で乗っていた馬車と同じだったのだ。ハインは、古い馬車の購入を勧すすめたのはジョンだと言っていた。

「人間はまどろっこしい。些さ細さいな場面で大義名分なり建て前なりを必要とするから、疲つかれるな」

　ジョンは迷めい惑わくそうに吐と息いきを漏もらした。

「さあ、それではお嬢様。さっそく歪ひずみ画が探しです」

　気持ちを切り替かえたようで、彼は眼鏡の位置を片手で直すと、嬉しそうな声を出した。先に通路へ向かう。

　リズは動かず、その場に立ち尽つくした。ついてこないことに気づいたジョンが不思議そうな表情を浮かべて戻ってくる。

「なにしているんです？」

「……」

「まさか俺に抱き上げろと？」

「違ちがう」

　短い時間、見つめ合った。

「……じゃあ、さっきの暗示の件を謝罪しろとでも？　断る」

　本当は少しだけそう思っていたが、悪魔に対して、人間の常識を重んじろと要求するのもおかしな話だ。

　溜ため息いきを堪こらえてから、ごまかすために片手を差し出す。

　ジョンはそれを怪け訝げんな目で見下ろした。

「手」

「手以外のなにものでもありませんな」

　これがいったいなんだ、という顔をされた。

「ジョン──あなたは悪魔？」

「今更なんです。寝ねぼけているんですかお嬢様。悪魔に決まっている」

　迷いがない。疑う自分のほうが馬ば鹿かみたいだ。

「あなたは私と契けい約やくした」

「それがなにか」

「じゃあ、手」

「叩たたき切れと？」

「違う」

　真顔でなにを言うのか。

「私に飼われるのだったら、もう少しそれらしい行動を取ってほしい」

「それらしいとは？」

　紳しん士しはエスコートをするものだ。

　彼なりに頑がん張ばってはいるのだろうが、ところどころ言動がおかしい。

　おおらかなハインはある程度見み逃のがしてくれているようだが、もしも過保護なヴィルマに見つかったら画廊への出入りを禁止されかねない。

「私は伯はく爵しやく家の娘むすめだから。外では、そういう扱あつかいをしてほしい」

「なるほど。従僕に徹てつせよと」

　別に従僕じゃなくてもいい、普通の紳士として振ふる舞ってほしい……と思ったが、従僕のほうが都合がいいかもしれない。

　気分を害した様子はなさそうなので、勘かん違ちがいさせたままにしておく。

　ジョンはその場に跪ひざまずくと、リズの手を取り、軽く口を寄せた。

　表情に変化はないが、どうだ、と言いたげな気配を感じる。

　跪く必要はなく、単に手を取って歩いてくれるだけでよかったのだが、間違いを指し摘てきするのが面めん倒どうになってきた。基本、ものぐさなのだ。

　とりあえず褒ほう美びとして顎あごの下を撫なでておく。

　祖父母の屋や敷しきで飼っていた猟りよう犬けんを思い出す。利口で、リズによく懐なついていた。

　ジョンは身を起こすと、襟えり元もとを指先で直し、さっさと先に歩いていった。

　手を引くことには思い至らないらしい。

　そのうち躾しつけていけばいいだろう。リズは完全に投げた。

　今度こそジョンのあとに続いて通路へ向かう。

　だが歪ひずみ画が探しよりも、先に話をすませておきたかった。

「ジョン、まずは倉庫へ行きたい。それと、これからのことについても話がしたい」

　前を歩くジョンが振り向き、足を止めた。少し考えるように腕うでを組む。彼の風ふう貌ぼうは、画廊とよく馴な染じむ。

「いいでしょう。一応はお嬢じよう様さまがこの画廊の主あるじだ。まあ、大半の仕事は俺がこなすんですが」

　一言多い。

　しかし、悪魔に画廊の経営ができるのか。

「ジョン、大丈夫なの？　ハイン叔父おじ様は数ヶ月戻もどって来ない。その間に一枚も絵が売れなかったら、さすがに不ふ審しんに思われる」

「問題ない。適当にそこらの貴族に暗示をかけて買わせれば──」

「やめなさい」

「暗示も、詐さ欺ぎ紛まがいの話術を用いるのも、大して変わらないと思うが。結果的に高値で売りつけるんですし」

「詐欺って言わない」

「なぜ」

「暗示はある意味、強制するようなものでしょう。相手は受け入れるしかない。でも話術で買わせる場合は、相手の意識を乗っ取るわけじゃない。言葉を駆く使しして、いい気分にさせ、さり気なく購こう買ばい欲よくを煽あおるだけ。責任は、最終的に相手本人にある」

「限りなく黒に近い合法的な詐欺行こう為いというわけですか。なにが起きてもいいように、相手に全責任を押しつけると」

「だから詐欺って言うのはやめなさい」

　そんな話をしながら、通路の中央に設けられている倉庫へ入る。

　思ったよりも広い部屋だった。壁かべの左右に焦こげ茶色の棚たながあり、画布やら板絵やらがしまわれている。

　奥の壁には大型のキャビネットがあった。そこには顔料や筆の類たぐいが並んでいる。

　中心には大型の作業テーブルと二脚きやくの丸まる椅い子す、室内用の画が架かが置かれていた。作業テーブルの上にも様々な資料や道具が積み上げられている。

　画架に板絵が載のせられていたので、興味本位で覗のぞいてみると、わけのわからない抽ちゆう象しよう画が描えがかれていた。どれほど好意的に見ても、下手へただ。深く追つい及きゆうするのはやめて、リズは丸椅子に腰こしかけた。

　ジョンが隣となりに来て、作業テーブルに寄りかかる。

「ここには客を通しません。お嬢様の叔父も、基本的には倉庫として使うだけでした。贔屓ひいきの客が来た時以外は画が廊ろうに長居することもない」

「じゃあ、もともとジョンがほとんどの仕事をこなしていた？」

「ええ。以前に雇やとわれていた者は、邪じや魔まだったので辞やめさせましたし」

　やっぱりそういう裏話があったか。

「もしかして殺した？」

「俺を殺さつ人じん鬼きのように言うのはやめてもらえませんか」

　嫌いやそうな顔をされた。悪魔のくせに。

「けだものではないのだから、手当たり次し第だいに殺したりしない。それに今の俺は鑑かん定てい士しとして人間の世界に潜もぐりこんでいるんですよ。そこでわざわざ目立つ行動を取ってどうする」

「叔父様たちの時のように、先任者にも暗示をかけた？」

「そうです」

　それだってじゅうぶん非道な行為だ。

「善良な人々には暗示をかけないで」

「……」

「ジョン」

「殴なぐって言い聞かせろと？」

「違う。話術でなんとかしなさい」

「ああ、詐欺行為」

「詐欺から離はなれて」

　叱しかり飛ばしたくなったが、先ほどのやりとりで学習したらしい悪魔はすばやく話題を変えてきた。

「画廊の管理は嫌きらいじゃない。あんたよりはうまく運営できる自信があるので、任せるといいですよ」

　本当にジョンは、見た目だけなら知的で品のいい青年なのに、物言いが壊かい滅めつ的にひどい。

「お嬢様の仕事は、俺のために歪ひずみ画がを探すことだ」

「わかってる」

　リズは不承不承うなずいた。

「ねえジョン。画廊のまわりの空気が淀よどんでいる理由はわかる？」

「俺が原因ですが、なにか」

　思わぬ回答に、啞あ然ぜんとする。

「原因って、あなたが？」

「周囲の地面に瀆とく神しんとなる装身具を埋うめています」

　平然と説明され、リズは叫さけびたい気持ちになってきた。

　今まで悩なやんできたのはなんだったのだろう。

「……どうして、そんな真似まねを？」

「決まっているでしょうが。歪ひずみ画ががもっと集まってくるようにですよ。ハイン氏がこの瘴しよう気きに染まれば、より歪ひずみ画がを見つけやすく──わかりました、装身具は今日中に処分する」

　リズの顔を見て、ジョンは仕方なさそうに言った。つくづくひどい悪魔だ。

　座り直したところで、大事なことを確かく認にんし忘れているのに気づく。ジョンのペースに巻きこまれっぱなしだったせいだ。

「私の絵を知らない？　あなたと会った時に持っていた魚の絵」

「あれはもう俺のものです」

「ジョン？」

「契けい約やく書の代わりに貰もらった」

「あの絵が契約の証あかしになるの？」

「なるんじゃないですか」

「適当に答えないで」

「なると言っているんだから、いいでしょうが」

「単純にほしくなったからとかじゃなくて？」

「しつこいですよお嬢様」

　冷ややかに言い捨てられた。絶対に怪あやしい。

　復ふく讐しゆうのために絵画に関かかわっていると言っていたが、この悪魔はコレクターの気質もあるんじゃないだろうか。絵画の話になると生き生きするし。

　悪魔は誰だれも彼も絵画好きなのか。それとも他人の影えい響きようを受けているのか。

「ジョンの前の契約主ってどんな方？」

「どうしようもないろくでなしの爺じじいですが」

　数秒見つめ合う。聞こえなかったと思ったのか、彼はもう一度「ろくでなしの爺」と繰くり返した。

「外そと面づらは大変よかった。口調も態度も丁てい寧ねいで、誠実な人間だと皆みなに賞賛されていたが、とんでもない。人目のないところでは口くち汚ぎたなく陰いん険けんで疑うたぐり深い。ただし、美術に関する知識は豊富で、その情熱も本物だった」

「色々と納なつ得とくできた」

　ジョンの特とく徴ちようと似ている。外見はすばらしい。基本は丁寧な話し方なのに、急に雑になる。非常識な発言も多いが、絵画には詳くわしい。前の契約者に強く影響されているのは間ま違ちがいない。

「お嬢様にも言えることだが、どんな理由があろうと、悪魔と契約したがる人間なんて普ふ通つうじゃないでしょう。それこそ『歪ひずみ画が』のようなものだ」

　淡たん々たんと放たれた言葉は、案外深くリズの胸を抉えぐった。

　そうかもしれない。

　どれほど命が惜おしくとも、あるいは愛する者のためだとしても、まともな人間なら悪魔の手は取らない。

「他ほかに質問は？」

　暗い感情に蓋ふたをし、ジョンを見やる。

「暗示にかけた叔父おじ様や侍じ女じよたちは本当に大だい丈じよう夫ぶ？　とくに侍女の一人は真ま面じ目めで、信心深い。暗示が彼女の意識に影響を与あたえることはない？」

「ない。保証する。さっきの暗示はあくまで一時的な目くらましにすぎない」

　ジョンは言葉を選ぶように空中に視線を投げた。

「あんたが一番心配しているのは、『悪魔の暗示にかけられたこと自体が神への裏切りに相当するんじゃないか』という点だろう。説明が面めん倒どうなので結論だけ言う。それもまず問題ない。仮に純潔を散らされたとしても神の赦ゆるしは与えられる」

　悪魔に神の愛のあり方を説かれるというのも妙みような気分だが、ひとまずうなずいておく。念のため、あとで彼らに聖水を振ふりかけ、教会に行かせよう。

　画廊の周辺に漂ただよっていた霧きりについても解決した。

　まだ口約束のみのような段階だが、一応、ジョンとは契約関係を結んでいる。霧が原因でハインが狂くるう、といった心配をせずにすむ。

　残る問題は、自分自身のことだ。

　死にたくないと思ったからこそ契約を持ちかけたのだが、いずれは結けつ婚こんする身だ。悪魔憑つきが神に愛の誓ちかいを立てていいのか。婚約者にも迷めい惑わくがかかるのでは。

　望んだ婚約ではないが、母のヴィルマが切望している。よほどの理由がない限り、断るのは難しい。

　リズはこの悪あく魔まを信用したわけではない。利害が一いつ致ちしただけだ。

　彼のほうも同じだろう。

　結婚の日までにどうにかして悪魔と手を切らないと。

「それで、ジョン。あなたとの契約について確認したい。契約内容は変へん更こうできるの？」

「変更？」

「死ぬ時まで味方でいて、と言ってしまったけれど、その言葉は取り消したい。契約期間は、あなたの復讐相手を見つけるまででいい？　私は自分の命を守るためにジョンとの契約を望んだ。その代だい償しようとして歪ひずみ画がに潜ひそむ悪魔の捜そう索さくを手伝う。そうでしょう？」

　あくまで対等の立場である、と匂におわせる。

　彼は眼鏡めがねの奥の目に冷れい酷こくな色を浮うかべた。

「甘い考えは捨てなさい。忠告を忘れたのか？　あんたは俺と関わった。契約は既すでに成立している。それを捩ねじ曲げるというなら、あんたは無事ではいられない」

「成立って、魚の絵を渡わたしただけで？」

　渡したというより、いつの間にか彼のものになっていたのだが。契約に絡からむとは思えない。コレクションにしたいだけだろう。

「違いますよ、耳に俺の紋もんを刻んだ。それすら覚えておらんのですか」

　無意識に左耳を押さえる。

　夢の中で彼に耳たぶを引っ張られた。その際、ちりっと熱を感じた。

　あれが契約？

「じゃあジョン、復讐相手が見つかったあとは、どうする？」

　彼がリズに求めているのは、歪ひずみ画がに隠かくれた悪魔を見み抜ぬくというこの目だ。目的が達成されたら不要になる。

　ところがジョンは、呆あきれた顔をした。

「歪ひずみ画が集めを続けるに決まっているでしょうが」

「なんで？」

「なんでって、では人間はなぜ食事を取る？」

「……歪ひずみ画が集めって、ジョンにとって食事と同じくらい大事なことなの？」

　一生こき使われそうな気がしてきた。

　私は無事に結婚できるんだろうか。

「あなた、復讐より、好きな絵を収集したいだけなんじゃ」

「趣しゆ味みと実益を兼かねていないと、誰が言った？」

　ジョンは冷たく答えると、リズの腕うでを取り、椅い子すから立たせた。

「さあお嬢じよう様さま、動け。画が廊ろうにある絵画を調べますよ」

「ちょっと待って、もう少し休ませて」

　ここに来るまで気が張っていたせいだろう、少々胸が苦しい。

　ところがジョンはリズの手を引っ張り、倉庫部屋を出る。

　人使いの荒あらい悪魔だ。

「画廊には現在、二百三十八点が展示されています」

「そんなに？」

「素そ描びようも数に入れていますよ。油ゆ彩さいがメインです。水すい彩さいは二十点以下。一人の画家が何枚も出品しているから、数が多い。大半が新進気き鋭えいの作家の作品とハイン氏が言っていたが、何点かは目玉となる画聖の作品が展示されています」

「名画がないと、宣伝にならないものね」

「ええ。ハイン氏は鈍にぶく見えるが、案外やり手のようだ。無害そうに見えるところが逆にいいのか。詐さ欺ぎ師し向きなのかもしれん」

　最後の言葉さえなければ。

　リズは密ひそかに眉み間けんに皺しわを寄せた。

「この間の『沈ちん黙もくの夜明け』も、鑑かん定ていがまだ済んでいない。途と中ちゆうで低級悪魔に邪じや魔まされたでしょう。それの確認から始めますか」

「そうね」

　休きゆう憩けいはあきらめた。

『沈黙の夜明け』が飾かざられているほうへ、並んで進む。

「ねえ、『解放の時』はあのあとどうなったの？」

「別の悪魔が潜もぐりこまないよう、俺が保管していますよ。画家にはこの絵が今すぐほしい、と伝えて、展示中止の許可を得ています」

　……これに関しては、画家に暗示をかけていても見み逃のがすしかなさそうだ。事実は言えないし、展示を続けるわけにもいかない。

「ところでお嬢様、せっかくなのでこの機会に、鑑定士の称しよう号ごうを得たらどうです？」

「私が？」

「修復士の称号は男限定のものだが、鑑定士なら女でも試験を受けられる。無論難関だが、俺が指導を──」

「ジョン先生、よろしくお願いします」

「食いつきましたね」

　技術を習得するには、聖職につくかどこかの工こう房ぼうに弟で子し入りする以外ない。もともとはどちらも修道士のみが得られる称号だったのだ。

　世は移り変わる。戦争がもたらした数多あまたの犠ぎ牲せいの果てに、芸術界が開花を迎むかえた。女性でも絵画の技法を学べるようになった。宗教画や人物画を手がけることは許されなくても。

　だがちょっと無理をしただけで寝ね込こんでしまうリズには、工房への入門も教会での修しゆ行ぎようも難しい。切り捨てざるを得なかった夢が、再び手の中に戻もどってくる。

　痛みを感じるくらい、胸がどきどきした。

「そんな熱っぽい目で俺を見ても──お嬢様？」

「ジョン、私、嬉うれしくて目が回る」

　リズは、めまいを起こして倒たおれた。
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　幸福な夢を見た。

　一心不乱に壁へき画がを描えがいている夢だ。

　技法にこだわらず、リズは大だい胆たんに手を動かす。

　赤の木、青の木、白の木。

　葉は、虹にじのように色とりどり。

　色しき彩さいの森で少女が竪たて琴ごとを鳴らす。そんな構図だった。

　リズは誰だれかに呼ばれて、振ふり向いた。

　そして相手に、愛をこめて、心からの笑え顔がおを見せる。
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　画廊通いを始めてから、一週間目。

　初日にリズが倒れたことで、ジョンはなにかを悟さとったらしく、やけに口うるさい悪あく魔まとなった。

　送そう迎げい用のボロ馬車も一夜で変更されていた。外側は古いままだが内部は新品。クッションたっぷりで、毛布も完備。気付け薬も揃そろっている。

　ジョンの従者ぶりはそれだけに留とどまらない。

　馬車を降りてから屋や敷しきまでの距きよ離り、あるいは画廊までの短い距離を、抱だき上げられた状態で運ばれる。そこに甘い雰ふん囲い気きはいっさいない。淡たん々たんと、義務的にだ。

　その姿をヴィルマに見られた時、リズは死にたい気分になった。

　ヴィルマは当初、リズを置いて侍じ女じよたちとハインが屋敷に戻ってきたことに腹を立てていた。リズが戻ったのは夕刻だ。その時もジョンの腕の中にいた。

　出で迎むかえたヴィルマははっきりと顔をしかめていた。

　未み婚こんの娘むすめに若い男が触ふれているという点が、気がかりだったらしい。当然ながらジョンを警けい戒かいしていたが、身元を知るとあっさり手のひらを返した。

　ジョンが暗示をかけたわけではない。

　貴族が信用するのは、確かな身分。

　彼が前に契けい約やくしていた「ろくでなしの爺じじい」とは、善の使者と讃たたえられていた皇都第七教会の前司教ペテロンだったのだ。

　彼は難民の保護や貧困層の救済活動に生しよう涯がいを捧ささげた人物だ。美術を愛する者でもあった。女性鑑定士が正式に認められるようになったのも、彼の働きがあったからと言われている。

　司教は、二年前に天に召めされる前、ジョンを養子に迎えていた。八十六歳だったという。一部の貴族の間では有名な話らしい。

　高潔な司教の義理の息子むすこならリズに無体を働くはずがない。ヴィルマは、そう納なつ得とくしたようだ。

　他ほかの画が廊ろうに興味を持ってふらふらされるくらいなら司教の息子のそばでおとなしくしてくれていたほうがましだ、と妥だ協きようしたのかもしれない。

　今では快くリズを画廊に送り出してくれる。

　悪魔を義理の息子に迎えた司教の心理は謎なぞだが、ジョンが修復士、鑑定士、両方の資格を持っている理由はこれでわかった。

　ハインがジョンを画廊の臨時管理人に決めたのも、身元がこれ以上なくしっかりしていたからに違ちがいない。

　そのハインは数日前に、ソアラ国に旅立った。もちろん出国前に聖水をたっぷり振りかけ、教会にも行かせている。







　リズは今、画廊の倉庫で象しよう徴ちよう学に取り組んでいる。

　床ゆかは羊皮紙だらけ。その中に座り込んでいるリズのドレスも、とっくにインクまみれだ。

　顧こ客きやくに展示室を案内していたジョンが戻ってきた。片手に水や小さな容器を載のせた銀ぎん盤ばんを持っている。

「お嬢じよう様さま、薬を飲みなさい」

「ええ、わかった。ところでジョン、このシンボルの意味は？」

　羊皮紙を手に取り、ジョンに向かって掲かかげる。

「星に似ているけれど違うみたい。炎ほのお？」

　彼は銀盤を作業テーブルに置くと、リズの真後ろに立ち、少し身を屈かがめて覗のぞき込んだ。

「これは聖セカテの紋もんですよ。星ではなく、炎の三さん叉さ槍そうを示している」

「聖セカテ？　密聖書に出てくる堕だ落らくの使徒の一人？」

「ええ」

　うなずきながら、ジョンは銀盤に載せていた容器の薬をてきぱきと匙さじですくい、包み紙に移す。

「聖セカテは至聖に弟で子し入り後、三度悪魔に試ためされた。二度は耐たえたが、三度目にとうとう誘ゆう惑わくに屈くつしてしまった。だから槍の先が炎に覆おおわれている──さあ薬です。口を開けなさい」

　後ろから顎あごを摑つかまれた。冷静な表情でこちらを見下ろすジョンと目が合う。

「苦いのは嫌きらい」

「我が儘ままを言わんでください」

　口内に粉薬を流し込まれた。すぐさま水があてがわれる。

　嫌いや々いやそれを飲み下すと、手慣れた動きで蜂はち蜜みつを舐なめさせられる。

　その甘さに悶もだえる間に、ジョンは、リズが床に散らかした資料を片づけ始めた。

　どうせすぐにまた散乱する。整理してもあまり意味はないと思うのに、ジョンは几き帳ちよう面めんだ。

　資料の束を作業テーブルに重ねるジョンを横目で見つつ、リズは一冊の分厚い資料本を手に取った。壁かべ際ぎわまで這はい寄ると、棚たなを背もたれ代わりにして座り、ページに目を通す。

　シンボルの解説本だが、聖職者のみが使う古代語で記述されているので、今のリズには読めない。

「ジョン、これは魚のシンボルでしょう？　鱗うろこが七つ描かれている理由は？」

　該がい当とう箇か所しよを指し示すと、反対側の棚に筆をしまっていたジョンが近づいてきた。

「魚じゃない、予知の悪魔ヴォレガの目を表している」

「どういう悪魔？」

「ヴォレガは契約した人間に六回、望み通りの予言をしてやる。七回目に、ヴォレガは自身の欲よく望ぼう通りの予言を行う。契約者の魂たましいをそこで奪うばう──ブランケットをちゃんとかけろと注意したでしょうが。身体からだを冷やすな」

　膝ひざの上に載せていた資料本を奪われた。代わりにブランケットをかけられる。

　彼は資料本を棚へ戻した。その隙すきにリズは、別の書物をそっと抜ぬき取り、ページを開く。これもシンボルの書だ。

「鉤かぎ針ばりが交差しているシンボルの意味は？」

「穢けがれた教会という意味。──お嬢様、何度言えばわかる。羽根ペンは髪かみ飾かざりじゃない。あんたの頭は筆立てですか」

　そういえばさっきから羽根ペンが行方ゆくえ不明になっていた。無くさぬようにと自身の髪にさしていたのをすっかり忘れていた。

「信じられん、髪にインクがついている。俺はこういうずぼらさは許せない」

　彼は作業テーブルの引き出しから布ふ巾きんを取り出すと、リズの髪をごしごしと拭ぬぐった。

「ジョン、このシンボルは？　枝？」

「いかずち──そこまで。休きゆう憩けい時間です」

「もう少し」

「だめだ。一時間ごとに十五分休む。そうしないとあんたはめまいを起こす」

「今日は身体の調子がいい」

「だめだと言っているでしょう。そっちの長なが椅い子すにとっとと移りなさい」

　再び書を奪われ、作業机の横に置かれている長椅子に追いやられた。楽に身体を横たえることができる大きさで、座面や背もたれ部分の布地は、濃こいめの青。

　これは先日、ジョンが用意した。

　彼は「くれぐれも動くな」と言い残すと、薬を載せた銀盤を持って倉庫を出て行った。

　リズは溜ため息いきを漏もらした。

　今日も私の悪魔が手厳しい。

　腰こしを上げ、最初に奪われた資料本を棚から抜き出す。

　それを抱かかえて長椅子に戻もどり、ブランケットの下に隠かくす。

　画廊では、まだ夏の大祭の絵を展示している。あと半月は飾っておく予定だ。

　今日までに五十点ほど買い手がついた。訪問者の対応、購こう入にゆうの手続きはすべてジョンが処理している。

　その間、リズは倉庫にこもって勉強だ。

　展示作は全部確かく認にん済み。『解放の時』や『沈ちん黙もくの夜明け』の他に五点も歪ひずみ画がが紛まぎれていたが、残念ながらどれも「空き家」だった。
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　それらの「空き家」はジョンが偽ぎ名めいを使って買い上げる。

　なので現在展示中の絵画は、売りに出しても問題ない。

　ジョンが、さほど時間を置かず倉庫に戻ってきた。

　片手に新たな銀盤を持っている。

　今度は薬ではなく、お茶と菓か子しだ。

　長椅子から身を起こそうとすると、視線で止められた。

「ジョン、お母様の友人に、最近、神話をモチーフにした絵画を集めている方がいらっしゃるんだって。お母様に頼たのめば、きっとその方のお茶会に参加させてくれると思う。一いつ緒しよに行ってみない？」

「自分の体力を考えなさい。どうせ相手の屋や敷しきにたどり着くまでに倒たおれます。その絵画は俺が確かめてきますから、あんたはここでおとなしくしてなさい」

「でもジョンは、悪あく魔まを見つけられない」

「歪ひずみ画がかどうかは確認できますよ──ほら、茉莉花ジヤスミン茶です。飲め」

　差し出された杯カツプを受け取り、渋しぶ々しぶ口に含ふくむ。

「あ、今日は美味おいしい」

「そうでしょう」

　作業テーブルに銀ぎん盤ばんを置いたジョンが振ふり向き、目元を和なごませた。

　倒れた日以来、彼は毎日お茶を用意してくれるようになったが、最初はひどく苦かった。ろくに淹いれ方を知らなかったのだ。

　正直に「耐え難がたいほどまずい」と伝えたら、表情こそ変わらなかったが、きっと屈くつ辱じよくに感じたのだろう。ジョンはお茶の淹れ方を研究し始めた。

　七日目にしてようやく、その努力が実を結んだ。数日前から菓子作りにも挑ちよう戦せんしているらしい。杯カツプの種類も増えてきている。凝こり性しようのようだ。

　異国で流行中のショコラがお気に入りだと伝えてみたが、はたしてどうなるか。

「ジョン、片付けはあとでいいから。隣となりに座って。シンボルの解読の続き」

　リズはブランケットの下から資料本を取り出した。

「掃そう除じが先だ。あんたは埃ほこりが多いと咳せき込むでしょうが。それに、まだ十五分経たっていない」

「経った」

「あと二分残っている」

　ジョンはわざわざ懐かい中ちゆう時計をひとつ開けて、時間を確認した。

　リズの世話役がすっかり板についている。

　こんなに悪魔をこき使っていいのかと戸と惑まどうも、ジョン本人はとくに嫌いやそうな素そ振ぶりを見せない。

　リズは内心、感かん嘆たんの声をあげる。

　ミルトン家の使用人として雇やといたいくらいなんだけど。

　まさかここまで有能だとは思わなかった。

　無理難題を吹ふっかけられたり怪かい奇き現象を連発されたりするのではと警けい戒かいしていたのに、予想外だ。

　たまにはいかにも悪魔らしい失礼な発言をするが、振る舞まいは優ゆう雅がで仕事も早い。おそらく前の契けい約やく者のもとで最低限のマナーは学んでいたのだろう。

　なにより嬉うれしいのは、もったいぶらずに知識を与あたえてくれることだった。

　ジョンに懐かい柔じゆうされつつある？

　これって堕だ落らくの一歩手前なんだろうか。

　悩なやましい思いでジョンを見ると、彼も仕事の手をとめて複雑そうな表情を浮うかべている。

「ジョン？」

「……人間の女にも色々いるものだな。俺に溺おぼれて堕落する者もいれば、お嬢じよう様さまのように平然と話しかけてくる者もいる」

「平然としているわけじゃない」

「しているでしょう。普ふ通つうは悪魔が出した飲み物なんて口にしない」

「もしかしてこの茉莉花茶に毒とか入れた？」

「そんな真似まねをしてあんたが倒れでもしたら、面めん倒どうを見るのは俺でしょうが」

　鬱うつ陶とうしげに言われた。

　自分が世話をする前提なのか、と驚おどろいたが指し摘てきするのは控ひかえておく。

　それから夕刻まで、ジョンの手があいた時に美術史や神話体系、象しよう徴ちよう学の指導をしてもらう。

　ちなみに、画が廊ろうの展示物は基本、観覧自由。購入希望者は通路に用意しているベルを鳴らせ、といった内容の伝言板を置いている。

　普通はこんな杜ず撰さんな管理はしない。絵画が盗ぬすまれたり悪戯いたずらされたりしないよう、見張るのが管理人の仕事だ。

　しかしそこは悪魔。誰だれかが絵画に触ふれたらすぐにわかるような仕し掛かけをしているという。

　そのため、彼も倉庫にいる時間が長い。次の企き画かくでは秋をテーマにした絵画を展示するつもりなのだとか。

　こういった企画は制作期間への配はい慮りよが必要なので、少なくとも一年前から契約画家に打だ診しんしておく。

　仮に企画が中止になった場合でも、画廊で責任を持って作品を引き取る。

　ジョンは、リズのいない午前の間に契約画家のもとへ足を運び、準備を進めているらしい。既すでに作品自体は納品済みで、今は得意客への案内状を作成している。

　一いつ般ぱん公開はその後となる。

　リズは、画廊で過ごす時間が楽しみになってきていた。

　もう少し遅おそくまでいても平気なのに、ジョンは厳格だ。今日もきっちりと五時に切り上げる。

「時間だ。送りますよ」

　いつものように、見た目はぼろいが中身は快適な馬車に揺ゆられて屋敷へ戻る。

　部屋まで送り届けてもらったら、そこでジョンとは別れるのだが、今日は思いがけない来客があった。

　婚こん約やく者のエミルが来ていたのだ。

　エントランスでリズを出で迎むかえてくれた家令が、「エミル様は奥様と談話室でご歓かん談だん中です」と説明する。

　着き替がえは後回しにして、すぐに談話室へ向かう。なぜかジョンもついてきた。

　談話室は一階にある。書室の近くだ。

「エミル卿きようとは、お嬢様の婚約者ですか？」

　通路を進む途と中ちゆうでジョンが訊たずねた。

「ええ。眩まぶしすぎる男よ」

「眩しすぎる？」

「社交的な、よく笑う美び丈じよう夫ふ」

「それはまた。死んだ目のお嬢様とは対極の男ですね」

「まったくね」

「なぜそんな男が婚約者に選ばれたんです」

「お母様の策略。他ほかにも婚約者候補がいたようだけど。たぶん、根暗な私に少しでも明るい性格になってほしいと思って、目ま映ばゆい男ばかりを選んでる」

「なるほど。無む駄だな努力だ」

「お母様も内心無駄だとわかっていると思う。でも親って時々、子を見る目に魔ま法ほうがかかる」

　その逆もある。

　なんだかんだでヴィルマを愛しているから、この結婚を受け入れたのだ。

「お嬢様は、自分の意志に反する結婚は断りそうに見えたが」

「いつかは結婚しなきゃいけない。なら今しても同じ」

　ジョンは答えなかったが、気難しい顔をしている。

　リズたちが談話室に入ると、楽しそうにお喋しやべりをしていたヴィルマとエミルが同時に振り向いた。

　エミルがさっと長なが椅い子すから立ち上がる。相変わらずの美丈夫だ。紺こん色いろの貴族服がよく似合っている。ジョンより少し背が高いだろうか。

　二人が並ぶと、まるで光と影かげだ。

　確か「太陽と月の奇き術じゆつ師」という異名を持つ画家がいた。人物画の明暗をこれ以上なく魅み力りよく的に描かき、貴族のみならず教会からも高い支持を得た。

　リズも、画集を持っている。

　ジョンとエミルは、その天才画家の作品から抜ぬけ出してきたようだった。

「ごきげんよう、エミル卿」

　リズはスカートを軽くつまんで挨あい拶さつした。

　エミルが歩み寄ってきて、甘い微び笑しようを見せる。

「やあ、リズ嬢。あなたの顔が見たい──そう考えていたら、いつの間にかここに来てしまっていたのですよ」

「夢遊病なんですか？」

「はい？」

「夢遊病とは、眠ねむっている間に歩き回るけれど本人はその行動を覚えていないという症しよう状じようのことです。ちなみに夢遊病、という言葉を最初に使ったのは医師ではありません。修道士です。症状自体は昔からあったのですが、誰も重要視しなかった。梅毒、黒死病の流行のほうがよほど深刻な問題として取り上げられ──」

「リズ!!」

　上品に微笑ほほえんでいたヴィルマが顔色を変えて長椅子から腰こしを上げ、リズを睨にらんだ。

「ごめんなさいね、エミル卿！　この子ったら、あなたに会えて舞い上がってしまっているみたいね！」

「ええ、そうですね」

　エミルが笑いを堪こらえながらうなずく。

「リズ嬢はいつも興味深い話を聞かせてくださる」

　リズの少し後ろに控えていたジョンが、突とつ然ぜん口を開いた。

「お嬢様、黒死病と梅毒は美術界においても大きな影えい響きようを与えていますよ。黒死病を死神にたとえた絵画が数多く存在する。ちなみにこの病にもシンボルがあり──」

「ジョン!!」

　ヴィルマが再び顔色を変え、ジョンを睨みつける。すぐに愛あい想そ笑いをエミルに向ける。

「本当にごめんなさいね！」

「どうか気になさらず。ところでこちらの方は」

「あら、私ったら紹しよう介かいを忘れていたなんて！　エミル卿、こちらはジョン・スミス。彼は第七教会の前司教ペテロン様と父子の誓ちかいを立てた方よ。美術鑑かん定てい士し、修復士としても優ゆう秀しゆうですからね、海外に渡わたっている弟の画廊の管理をお願いしているの」

「そうですか」

「ジョン、こちらはカロティオン家のご子息のエミル卿よ。聖獅し子し騎き士し団第三遊ゆう撃げき隊の中隊長で、リズの婚約者」

「お嬢じよう様さまからお話をうかがっています」

　ジョンは微笑を浮かべた。

　その表情に、リズは少し引っかかりを覚えた。

　歪ひずみ画がを見ている時のような目つきだ。

「ああ、よろしく。これから顔を合わせる機会もあるだろう」

「ええ、エミル様」

　二人は笑え顔がおを作りながらも、互たがいに腹の探さぐり合いをしているように見えた。

　先に目を逸そらしたのはエミルだ。

　リズに向き直って片手を優やさしく取る。

「夢遊病者になってしまうくらい、あなたを想おもっているようですよ、私は」

　病院を紹介しましょうか──そう言いかけたリズを、ヴィルマが殺気をこめた目で見つめる。これは口に出してはいけない言葉らしい。

　自分だって、彼が冗じよう談だんを言っていることくらいわかっている。

　だが、万が一ということもあるし、ジョンの前で普ふ通つうの男女のようなやりとりをするのは抵てい抗こうがあった。

　エミルの手からそっと指を引き抜こうとして、ふと気づく。彼の顔色が悪い。

「エミル卿、もしかして体調が悪くていらっしゃる？」

「いえ？」

　一度は否定したが、彼は困ったような表情を浮うかべた。

「寝ね不ぶ足そくが続いていましてね。どうも最近、悪い夢を見ることが多くて」

「香かおり袋ぶくろをひとつ差し上げましょうか。ベルガモットとオレンジの香りは快い眠りを誘さそいます。それにオレンジには魔ま除よけの意味もあります」

「まあ、そうね！　偉えらいわリズ、その調子でぜひこれからもまともな反応を──いえ、ぜひ持って来てあげなさい！」

　完かん璧ぺきな笑顔のヴィルマにぐいぐいと背中を押され、強ごう引いんに談話室から追い出された。ジョンもだ。

「お嬢様。ヴィルマ夫人は明らかに、あんたにこれ以上ボロを出させまいとして部屋から追い払はらいましたな」

「私もそう思う。結婚式の時まで、エミル卿きようにあまり会わせてもらえない気がしてきた」

　とりあえず、香り袋を持ってこよう。

　ジョンもリズの私室までついてくる。

　リズの世話係として屋や敷しき中の者に認にん識しきされているからか、誰だれも彼と二人きりになることを咎とがめようとしない。

　もしかしたらジョンが隠かくれてなにか細工したのかもしれなかったが、それを訊ねても、とぼけられそうだ。

「しかし、妙みような男だ」

　鏡台の引き出しから香り袋を取り出した時、リズの行動を眺ながめていたジョンが首を傾かしげてつぶやいた。

「妙って」

「あの男は、わずかにだが瘴しよう気きをまとっている」

　リズは驚おどろいた。

「お嬢様もそれに気づいたから、彼に体調を訊ねたんじゃないのか」

「いえ、私はただ顔色が悪いと思っただけ。でも瘴気って、具体的にどういう意味？　画が廊ろうの周囲に広がっていたような淀よどみのこと？」

　ジョンは一度眼鏡めがねを外すと、軽く眉み間けんを揉もんだ。

「違ちがう」

　こちらを見る瞳ひとみは静かで澄すんでいる。

　悪あく魔までありながらこの男は知的で、静せい寂じやくがよく似合う。

　一いつ瞬しゆん、彼がもしも結けつ婚こん相手だったら、とリズは想像した。

　悪くないかもしれない。

　一日中、絵の具臭くさい部屋にいても許されるだろう。絵画を研究したり、シンボルを読み解いたり。その合間に教えを乞こい、美術史を学ぶ。身体からだの調子がいい時は、他ほかの美術商が経営する画廊や競せり市へ赴おもむく。

　リズは妄もう想そうを振ふり払った。馬ば鹿かげている。

「他者の意思を感じる。嫉しつ妬とや怒いかりといった負の感情です」

「負の……それって、誰かがエミル卿に悪意を向けているということ？」

「そうなりますな」

　彼は、外した眼鏡を弄もてあそびながら興味深そうに言った。

「人の悪意や妬ねたみは、悪魔の呪のろいと匹ひつ敵てきする。よほど恨うらみを買っているようですね」

「そんなふうには見えないけれど……」

　リズは戸と惑まどった。

　エミルは、世よ渡わたり上手な男に見える。

　たとえ敵意を向けてくる相手がいたとしても、巧たくみな話術で取り込み、自分の味方に変えてしまいそうだ。本心を隠すすべにも長たけている。そういうそつのなさがうかがえる。

　だからリズは、少し苦手に感じてしまう。

　彼は日ひ陰かげを知りつつも、自分の意志でまっすぐに日向ひなたを進むのだろう。理性で人を愛し、慈いつくしむこともできる。

「お嬢様は純真だな。あれは異性には好かれるが、同性からは徹てつ底てい的に嫌きらわれる系統の男でしょうが」

「そう？」

「自分の容よう貌ぼうのよさを理解しているが、決して驕おごらない。人を立てることを知っており、安易な陰口を叩たたかない。大たい抵ていの問題は笑って流せる余よ裕ゆうがある。他人が羨うらやむ職についている。家いえ柄がらも悪くない。財も能力も若さも持っている。逆に、お嬢様に訊ききたいが、こんな恵めぐまれた男を妬まない同性がいると思うか？」

　エミルを女性に置き換かえて、考えてみる。

　美び貌ぼうも知性も財も才も持っていて、なおかつ健康であり、性格のいい女。陰いん気きで引きこもりで死んだ目をしている相手が婚約者に決まっても、不満そうな顔を見せず、広い心で受け入れる。

「ありえない、憎にくしみしか覚えない」

「でしょう」

　なるほど、視点を変えて考えると、新たな発見がある。

　完璧すぎると、大変胡う散さん臭くさい。『完璧である』ということが逆に瑕きずとなるようだ。

　このあたりは絵画と同じかもしれない。整いすぎていると、あまり興味を引かれない。わざとデフォルメを入れて『完璧』を壊こわす。それが絵画に表情を与あたえる。

「しかし、いくら根暗なお嬢様の性格を矯きよう正せいさせたかったのだとしても、彼は夫にふさわしくないと思いますが。あのヴィルマ夫人なら、もっとお嬢様に合う男を選べたのでは？」

「……候補は五人いた。私が彼を引き当ててしまった」

「どういう意味です？」

　リズは、溜ため息いきを落とした。

　香り袋をひとまず胸むな元もとに突つっ込んでから、鏡台の引き出しを再び開ける。

　そこから、絵が描かかれた一枚のカードを取り出す。時じ禱とう書の半分ほどの大きさだ。

「このカードは？」

　ジョンが真ま面じ目めな顔で質問する。

「お母様は、前に、五枚のカードを私に見せた。この中から好きなものを選べって。カードの絵の種類は、梨なし、ライム、葡ぶ萄どう、杏あんず、林りん檎ご。私は、ライムを選んだ」

　ジョンに見せたのも、ライムのカードだ。

「まさかこのカードが婚約者候補を示しているとは思わなかった」

「ライムがエミル卿のシンボルということですね？」

「そう。その理由は、わかる？」

　ジョンは、かりっと眼鏡のツルの端はしを軽く齧かじった。すぐに答えを当てられてしまう。

「ライム……limeか。反対から読むとエミル、というあたりですかね」

　楽しくない。

　悩なやむ素そ振ぶりくらい見せてくれてもいいのに。

「その顔、なんです？」

「……別に」

　ジョンが小さく笑う。

「さすがはお嬢じよう様さまだ。このカードを選んだのは、ライムが食べたいなどといった理由じゃないでしょう」

「……五枚の中で一番ライムが好きだっただけ」

「違うはずだ。なにか違い和わ感かんを抱いだいたのでは？」

　彼の指し摘てきに、どきりとする。

　ライムを選んだ理由は、ただなんとなく気になったからだ。

　それこそがジョンの言う違和感なのか。

　口を噤つぐんでいると、ジョンは、リズが持っている絵を指先で弾はじいた。

　落としそうになり、焦あせる。

　ジョンは再び喉のどの奥で笑った。

「これも歪ひずみ画がになっていますよ」

「そうなの？」

「無意識に選んだんですかな。ほら、カードをよくご覧なさい」

　二人で絵を覗のぞき込む。

　肩かたが触ふれるほどの距きよ離りだ、とふいに思い至る。

　ジョンはきっと、そんなことは考えもしていないだろう。

　意識するのはいつだってリズのほうだ。

　会った時からそうだった。

「お嬢様。わからないのか？」

「……待って」

　雑念を振り払って、ライムの絵に集中する。二つの果実。枝。葉。蔓つる草くさ模様で縁ふち取どられている。リズはじっくり眺ながめた。引っかかった部分は──。

「枝の影かげ？」

「ええ、正解。なにかのシンボルに似ていませんか」

　すぐに答えがはじき出された。

「交差する鉤かぎ針ばり！」

　ライムの上部にかかっている細い影。そこに意図せぬ『シンボル』が作られている。

「その意味を教えましたね」

「穢けがれた教会……」

　全身に寒気が走った。

　身近なところに歪ひずみ画ががあったのか。

「お嬢様は無意識に、ヴィルマ夫人からこの絵を遠ざけようとしたんでしょう。夫人に神しん罰ばつが当たらないように」

「ジョン。もしかして、エミル卿きようの具合が悪そうなのは、この絵が原因？」

「違いますよ。他者の悪意と言ったでしょうが。だが、この絵がある意味、彼の未来を暗示していたのかもしれないですね」

　本気で言っているのか、単なる軽口なのか、読み切れない。

　リズはまじまじとカードを見つめた。

「もしかして怖こわがっているんですか？」

「私にも怖いという感情くらいはある」

「そんな感情、いらんでしょう」

「いらなくても、勝手に感じてしまうの」

「馬ば鹿かな人だ。愛するようにお仕えすると誓ちかったでしょうが。なにを恐おそれる必要があるんです？」

　リズは勢いよく顔を上げ、ジョンを見た。

「あんたの目の前にいる俺は、悪あく魔まですよ。俺を恐れるというならわかるが、たかが歪ひずみ画がに怯おびえるとは」

「ジョン、あなたの言い方はとても紛まぎらわしい」

　悪魔の言葉にいちいち反応してしまう自分が情けない。

　溜息を落とした時、侍じ女じよがためらいがちに部屋の扉とびらを開けた。

「リズお嬢様、エミル様がこちらにお見えです」

「エミル卿が？」

　リズはカードを引き出しに戻もどし、扉へ近づいた。ジョンも眼鏡めがねをかけ直すと、あとをついてきた。

　侍女の横に、笑えみをたたえたエミルが立っている。

　なぜ私室まで来たのだろう？　談話室にいたヴィルマは？

「お邪じや魔までしたか？」

　エミルは困ったように言った。

「いえ。……どうぞ中へ」

　ここにはジョンもいる。未み婚こん女性が軽々しく異性を部屋に引き入れるものではないが、二人きりではないので大だい丈じよう夫ぶだろう。

　侍女も心得たように、扉を開けたままにして去っていった。

「そちらの彼とは、ずいぶん親しくされているようですね」

　エミルは感心した口調で言った。

　身み振ぶりで長なが椅い子すへ座るよう誘さそうも、彼は首を横に振ふる。円えん卓たくのそばに立ち、そこに置かれている卵形の細工品を珍めずらしげにつつきながら、話を続ける。

「……美術品に関する知識が豊富なので、ジョンにはとても世話になっています」

　リズは慎しん重ちように答えた。

　エミルの声こわ音ねに嫉しつ妬とや不ふ貞ていを責めるような響ひびきは感じられない。

　では、なぜここへ来たのか。

　ヴィルマに二人で話をしてみろとでも急せかされた？　それはちょっと考えにくい。

「もしかして、私に個人的な相談事でも？」

「ええ。あなたに聞いてほしいことがありまして」

　悩み事を相談されるほど親密な関係ではないと思うが、あなたは気にならないのか──そう言いかけて、リズは口を噤む。

　──結婚する相手なのに、趣しゆ味みのひとつすら知らない。知ろうともしていない。

　不誠実な自分に呆あきれると同時に、後ろめたさを覚える。

「実はリズ嬢。あなたが画が廊ろうの主人で、そちらのジョン氏が管理しているという話はとうに聞き及およんでいました」

　エミルは表情を改めて言った。

「私がこちらを訪おとずれたのは、もちろん美しい婚約者の顔を見たかったという理由もありますが……一番は、あなたの知ち恵えをお借りしたかったからです」

　リズはもう一回、手で長椅子を示した。

　今度は彼も素す直なおに従った。腰こしを下ろしたのを見届けてから、リズも一人掛がけの椅子に座る。

　ジョンは座らず、リズの横に立った。

「わかりました。それで、相談したい内容とは？」

「ぜひ鑑かん定ていしていただきたい絵があるんですよ」

「どういう絵ですか？」

　少し前の罪悪感を吹ふき飛ばし、リズは身を乗り出した。

　エミルは優ゆう雅がに足を組み、笑った。

「友人から婚約祝いにもらった油絵なのですが……どうもその絵を屋や敷しきに飾かざってから、奇き妙みような出来事が起きるようになりましてね」

　リズはすばやくジョンと視線を合わせた。

　もしかして歪ひずみ画が？

「はじめは単なる偶ぐう然ぜんだと思っていました。ところが、明らかに絵の様子が変わったのです」

「変わった？」

「はい。美しい聖母が木乃伊ミイラに変身しました」

「それは急激な劣れつ化か現象などではなく？」

「いえ。色いろ褪あせや日焼けという程度ではありません。あれは別人です」

「ぜひその絵画を見せていただけますか」

　リズは椅子から立ち上がり、力強く頼たのみ込んだ。エミルは目を見張ったが、すぐに微び笑しようを浮うかべる。

「ええ、もちろんです」

「さっそくエミル卿の屋敷へ行きましょう」

　頼み込んだ勢いのまま部屋を出ようとすると、ジョンに腕うでを摑つかまれた。彼は咎とがめるようにリズを見下ろしてから、エミルへ顔を向ける。

「それでは、エミル様。日を改めてそちらへうかがいたいと思います」

　エミルはわずかに、眉まゆをひそめた。

　リズは新しん鮮せんな気持ちを抱いだいた。彼が多少なりとも負の感情を見せるのは、はじめてだ。

「君も同行するのかな」

「当然です。俺はお嬢じよう様さまの従僕ですので」

　色々と躾しつけを間ま違ちがえた。飼い犬ですと言われないだけましかもしれない。

「従僕？　画廊で働いているというだけで、ミルトン家に仕えているわけじゃないだろう？　君が来る必要はないと思うが」

　もっともな意見だが、エミルの頑かたくなな態度に新たな驚おどろきを覚える。

　談話室でジョンの紹しよう介かいをされた時は平然としていたのに、どういう心境の変化だろう。

「しかしエミル様。私は鑑定士の資格を持っています。絵画に関する問題なら、お役に立てることもあるかと」

「君、意外と察しが悪いな」

「なにがでしょうか」

「わざととぼけているのか、ただの堅かた物ぶつなのか。彼はどちらですか、リズ嬢？」

「……堅物のほうだと思います」

　リズが答えると、ジョンは眼鏡の奥の瞳ひとみを冷たくした。

「俺本人がいるのに、なぜお嬢様に訊たずねるのです？」

　失礼な発言をしないか、はらはらする。

　少しずつジョンの態度から丁てい寧ねいさが剝はがれてきている。

「まいったな」

　エミルは片手で頭を搔かき、ジョンを睨にらみつけた。

　愛あい想そはいいが本心が摑みにくい男、リズはエミルのことをそう評価していたのだが、認にん識しきを改めるべきだろうか。

　彼は明らかにジョンの同行を嫌いやがっている。

「悪いが、今回は遠えん慮りよしてくれ。はじめて婚約者を屋敷へ招くのだから、他ほかの男はついてきてほしくないんだ」

　強い口調で拒きよ絶ぜつされたのに、ジョンも意地になっているのか、引こうとしなかった。

「目的は絵画の鑑定でしょう？　聖母が木乃伊と化したとおっしゃいましたな。そんな恐ろしい作品をお嬢様に見せるというのですから、やはり俺も同行すべきです。ご存じでしょうが、お嬢様は繊せん細さいな方だ。強い驚きも身の負担になるので、倒たおれてしまうかもしれない」

　エミルは痛いところを突つかれたというように気まずげな顔をした。

　盛大な溜ため息いきを落とし、両手を軽く上げる。

「降参する。私はただ、彼女とゆっくり語り合う機会がほしかっただけだよ」

「ということは、先ほどの絵画の話は噓うそですか」

「いや。それは本当だがね。私は信しん仰こうを持っているが、呪のろいだのなんだのという話にはまったく興味がない」

「ですが実際に絵は変化されたのですね」

「なに、友人が私の目を盗ぬすんで絵をすり替かえたに決まっているよ」

「ご友人の目的は？」

「簡単なことさ。嫌がらせだ」

　エミルは苦い笑みを見せた。

「騎き士し団でも異例の栄進だ。おまけに、こんなに美しい妻を手に入れる。やっかまれて当然だろう。祝う振りをして不ふ吉きつな悪戯いたずらを仕し掛かけたんだ」

「なるほど。ご友人はよくエミル様の屋敷に来られると。友情と嫉妬が絡からみ合っているわけですか」

　ジョンの指し摘てきに、エミルはちょっと口ごもった。気持ちはわかる。ジョンはいつだって明快な話し方をする。会話の寄り道をしないから、慣れるまでは戸と惑まどってしまう。

「……ああ。私を嫌きらっているくせに、なぜか屋敷に入り浸びたる。おかしな男だよ」

　エミルは皮肉そうに唇くちびるの端はしをつり上げた。ちらりとリズを見る。

「だから、こっちも軽く意い趣しゆ返がえしをしたくなった」

「ご友人にお嬢様を見せびらかすつもりですか？」

「そうだよ。だから君に来てもらっては困る。他の使用人ならかまわないが」

「他の者は許可するのに、なぜ俺はだめなのです」

「そこまで言わせるのか？　……認めるのは癪しやくだが、君は独特の魅み力りよくがある男だ。リズ嬢の視線を奪うばう。許しがたいだろう？」

　驚きの連続だ。ジョンを妬ねたんでいる。エミルには、意外と陰いん険けんな面があるのか。

　これが素すの彼なのだろうか。打ち解けるまでには時間を必要とするだろうと思っていたが、次々と予想を覆くつがえされている。

　ここまではっきり言われてはさすがにジョンも引き下がるしかなかったのだろう、「わかりました」とうなずいた。

「まさか本心を暴ばく露ろするはめになるとは思わなかったが……リズ嬢、こんな卑ひ怯きような男はお嫌いか？」

　急にエミルはリズに話を振ふった。自じ虐ぎやく的というよりは、探さぐるような硬かたい雰ふん囲い気きがあった。

「いえ。今のあなたのほうが、人間味があると思います」

「へえ、そうかな」

「はい。陰険で皮肉屋で自尊心を守るためなら友人さえも容よう赦しやなく叩たたき潰つぶすというその姿勢はすばらしい」

「……弱ったな、褒ほめられているような気分にならない」

　エミルは苦く笑しようした。

「まあ、未来の妻に認めてもらえたのなら、よしとしようか。それではリズ嬢。急で悪いが、四日後はどうでしょう？」

「ええ、かまいません」

　一度了りよう承しようしてから、リズは慌あわてて自分の言葉を訂てい正せいした。

「いえ、やはり絵画の鑑定は別の日に」

「その日に予定がおありか？」

「そうではありません。四日後にぜひお会いしたいと思いますが、その日は、他のことをしませんか」

「他？」

「一いつ緒しよに、どこかへ出で掛かけませんか？　湖のまわりを散策したりとか」

　エミルは目を丸くした。ジョンも変な顔をしてリズを見る。

「エミル卿きようはさっき、ゆっくり語り合う機会がほしかったと言われました。……私もそう思ったのです」

「驚いたな」

　彼が片手で口を押さえた。悩むような表情だ。

「いや、驚いた。あなたにそう言っていただけるとは」

「迷めい惑わくでしたか」

「まさか。ただあなたは、とくに私との結けつ婚こんを喜んでいるようには思えなかったので」

　リズは目を伏ふせた。

　自分が今まで「エミル」という人物を真しん剣けんに見ようとしていなかったことを、彼本人も察していたのだ。

「……夫となる方のことを、なにも知らないと気づきました。私は愛想のいい女じゃなく、気き遣づかいも上手ではありません。ですが、あなたが関心を寄せているもの、趣味として打ちこんでいるものを理解したい」

　リズはまっすぐにエミルを見つめた。

　結婚は避さけられない。どうでもいい相手に時間を割さく気にもなれない。が、エミルは少なくともリズを視界に入れてくれる。屋や敷しきに足を運び、言葉を交かわそうとしてくれる。

　義務から始まる婚こん姻いんであっても、ともに過ごす時間が増えれば、なにかの拍ひよう子しに愛が芽生えるかもしれない。

「つきまとわないでほしいと思われるのなら、無理にとは言いません」

「いえ、そんなことは。──喜んで散策におつき合いしましょう」

　エミルは穏おだやかに微笑ほほえんだ。面めん倒どうだと感じているのか、そうじゃないのか、表情からは本心を摑つかめなかった。

「二時くらいにこちらへ迎むかえにきます」

　そう言ってエミルが立ち上がる。

「ああ、そうだ。絵の話は、できれば私たちだけの秘密にしていただきたい。嫌がらせをしたと言っても、一応友人ですので、悪い噂うわさが広まっては可哀かわい想そうだ」

「わかりました」

「星の乙女おとめの温情に感謝を。見送りは結構です、か弱いあなたに無理をさせたくありませんのでね。では四日後に」

　彼は軽口を叩くと、背筋を伸のばして部屋を出ていった。

　扉とびらが閉められたのを確かく認にんしたのち、リズは深く息を吐はいた。ここにヴィルマがいたら「よくやった！」と褒めてくれたのではないだろうか。

　愛を知らない娘むすめが、婚約者と出掛ける約束を取りつけたのだから。

「……それにしても意外な本ほん性しようを見た」

　ぽつりとつぶやくと、ジョンが嫌いやそうにリズを見下ろした。

「わざわざ出掛けるなんて、正気ですか」

「正気だけど」

「自分の体力を過信しすぎだ。すぐに息が上がって歩けなくなるくせに、なにを考えている」

「結婚を考えてる」

　ジョンは眉まゆ根ねを寄せた。ベストに下げている懐かい中ちゆう時計の鎖くさりを、無意識のような仕草でいじっている。

「結婚より絵画のほうが大事でしょうが」

　彼らしい発言に、リズは微笑んだ。なぜか、胸が痛んだ。

「ジョン。私はあの人と結婚するのよ」

　そろそろ受け入れなくては。エミルは、いい人だ。きっと好きになれる。

　ぼんやりとそう思う。そういえば香かおり袋ぶくろを渡わたし忘れた。

「あんな軽けい薄はくな態度を取る男に惹ひかれたんですか？」

「惹かれたわけじゃない。でも胡う散さん臭くささは少し薄うすれた」

「心にもない世辞を言う男が好みだと。あの男はどう見てもあんたに惚ほれてはいませんよ」

　ジョンの発言に、ゆらゆらしかけていた意識が元に戻もどった。

「惹かれ合っていなくても夫ふう婦ふになるのが貴族だけど」

「退たい屈くつな世界だ」

「もしかして悪あく魔まは純愛派？」

「なぜそうなる」

　ジョンの視線が次し第だいに冷たくなっていく。

「服薬の時間はどうするつもりです」

「他ほかの従者を連れていく」

「俺以上にあんたの世話ができる者はいないでしょう。四日後の迷惑な外出には、つき従いますよ」

「でもエミル卿は、ジョンの同行を禁じた」

「禁じたのは、彼の屋敷に行くほう……絵画の鑑かん定ていのほうでしょう？」

　意味ありげに言われ、リズは呆あつ気けに取られた。

　確かにそうなのだが、これでは詭き弁べんと変わらない気がする。

　戸と惑まどいを感じながら、ジョンを見上げる。絵画に関係する外出でもないのに、なぜつき従ってくれるのだろう。

　ふわりとするような感情が一いつ瞬しゆん生まれかけたが、すぐさま否定の声が頭の中に響ひびく。

　私が倒たおれて、『至聖の目』が使い物にならなくなったら困ると思っているだけだろう。

　ジョンは懐中時計の鎖から指を離はなすと、勝手に引き出しを開けた。ライムの絵を取り出し、リズに見せるようにひらひらさせる。

「歪ひずみ画がですので、俺がもらう。いいですね」

「ええ」

　コレクションに加えるつもりかと思いきや、彼はその絵をいきなり破いた。

　リズはぎょっとした。

「破れるような厚みと硬さじゃないのに、悪魔ってすごい」

「そこに驚おどろくか」

　ジョンは凍こごえた目をリズに向けたのち、破いた絵を空中に浮うかばせ、燃やした。悪魔は怪かい力りきなだけじゃなくて、火も自在に操あやつれるらしい。

「あの手の男は間ま違ちがいなく結婚後に女を作りますよ」

　舞まい落ちてくる灰を見つめながら、ジョンが話を戻す。

「それで相続争いの問題が起きて、いいだけ財産を搾しぼり取られて捨てられるのがオチです」

　ジョンが小こ姑じゆうとのようだ。

「たとえ義務だろうと、よくアレと添そい遂とげようと思いますね」

　とうとうアレ呼びになっている。

　エミルに敵てき愾がい心しんを抱いだいているようだが、理由がわからない。前に、エミルのことを同性からは嫌きらわれる男と表現していたが、ジョン自身もそう感じるのだろうか。

　悪魔が、人間のなにを羨うらやむのだろう。

　系統は異なるが、容姿の美しさでいうならジョンに軍配があがる。社交的なのは向こうか。性格もたぶんエミルのほうがいい。

　だが美術に関する知識は断然ジョンだ。リズにとってはかなり重要な点。

「絵画に興味のない夫で、あんたは満足できるのか？」

「だったらジョンが夫になってくれるの？」

　思わず、ぽろっとこぼしてしまった。

　目を見張る彼に気づき、リズは我に返る。

　なにを言った、私。

「無理でしょう、悪魔だし」

　ジョンの顔を見ることができない。

「私は貴族の娘だから結婚はしなくちゃいけない。修道女となるならともかく、独身のまま屋敷に残っていると、家名に傷がつく。でもジョンも知っての通り、身体からだが丈じよう夫ぶじゃないから、夫が愛人を持っても黙もく認にんする」

　言葉が勝手に口から飛び出してしまう。

「そんな窮きゆう屈くつな生き方を甘んじて受け入れるのか」

「窮屈な環かん境きようのおかげで、私は今日まで生きてこられた」

　もしも平民として生まれてきていたら、とっくに命を散らしていただろう。労働に耐たえられる身体ではない。薬代も捻ねん出しゆつできるかどうか怪あやしい。

　働かずにすむ地位と豊富な財産。その両方が揃そろっていたからこそ、無事に今日という日を迎えられた。

　それを不当と主張すれば、神も呆あきれるに違いない。

　心に不満が生まれる時は大たい抵てい、自分か、あるいはまわりが見えていない状態なのだ。

「馬ば鹿かげている」

　ジョンは不ふ機き嫌げんさを隠かくしもせず、リズから顔を背そむけた。

　リズは、彼の横顔を、不思議な気持ちで眺ながめる。

　もしも本当にこの男が夫だったら──毎日、目覚めの時間を待ち遠しく思えるのだろうか。

　想像して、胸がざわめいた。
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　四日後。ヴィルマの手で気合いたっぷりに飾かざり立てられたリズは、エミルとともに貴族御ご用よう達たしの茶館に来ていた。場所は皇都で最も安全とされるランネル地区。高級店が並ぶ一画だ。

　この茶館はかつて小劇場として使われていた。急傾けい斜しやの白い屋根が特とく徴ちよう的な建物だ。漆しつ喰くいの壁かべに嵌はめられている赤を主体としたステンドグラス窓は楕だ円えん形。建造から二百年経過しているというが、古さを感じさせない。

　入ってすぐの広間には、円テーブルが間かん隔かくを置いて並べられている。

　基本は立食形式。椅い子すには座らず、立ったままお茶を楽しむ。疲つかれた場合は、上階の休きゆう憩けい室を利用する。メインは飲食ではなく壁に展示されている絵画だ。お茶を飲みながら鑑かん賞しようする。

　ここは、上流階級の者なら誰だれでも参加できるサロンとして利用されている。

　展示作は二週間ごとに入れ替かえられると聞く。今日は風景画特集のようだった。

「お疲れではありませんか？」

　エミルが心配そうに訊たずねてきた。

　奇くしくもリズたちは、深い紫むらさき色いろの服をまとっている。知らない人が見れば、仲なか睦むつまじい夫婦と思うかもしれない。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　答えながら、ちらっと視線を後方に向ける。

　背後に、互たがいの従者が控ひかえている。リズのほうは侍じ女じよ一人とジョン。

　エミルのほうも、同年代の男女一人ずつ。剣けん士し見習いのような雰ふん囲い気きの青年と、赤茶色の髪かみの女性だ。

　視線をエミルに戻す。じっと見つめると、彼は困ったような顔をした。

　不思議な男だとリズは内心、首を捻ひねる。

　屋や敷しきでは手慣れた様子でぐいぐいと押してきていたのに、今は異性との付き合いを知らない箱入り息子むすこ、といった風ふ情ぜい。エスコートはしてくれるが、妙みように硬かたい。

　もうひとつ不思議な点がある。しれっとジョンが同行しているのに、とくに咎とがめようとしない。

「リズ嬢じよう？　どうしましたか」

「今日は、褒ほめてくださらないのですか」

「はい？　なんの話でしょう？」

「エミル卿きようとはじめての外出ですので、着き飾かざってきました。それと、母から『男性に褒められた時の優ゆう雅がな返し方』をみっちり三時間、学んできたのですが」

　ぽかんとしていたエミルが、噴ふき出しかけた。咳せき払ばらいでごまかしている。

「その、どんなご指導だったのか、興味がありますね」

「なにか褒めてみてください」

　リズは手に持っていたハーブ茶入りの杯カツプを、近くの円テーブルに置いた。

「それでは……あなたに宝石は必要ない。あなた自身が宝石のようだ」

「宝石にたとえられた際の返し方は、残念ながら親密度がもう少し上の時にしか使えません。ですので、どの褒め言葉にも対応可能な返し方をします。『まあ！　おほほほ。私が美しく見えるのだとしたら、きっと目の前の紳しん士しが恋こいの花を胸に咲さかせてくださったからだわ！』──いかがでしょうか」

　両手を頰ほおに当てて、恋する淑しゆく女じよの間で流行中の上うわ目め遣づかい、瞬まばたきの回数増量とやらも加えてみたのだが、ヴィルマが力説してくれたような効果は見られなかった。

　エミルは横を向いて笑い悶もだえているし、ジョンを除いた従者たちはリズの正気を疑うような顔をしている。ジョンの眼まな差ざしは、かつてないほど冷たい。

「楽しんでいただけてなによりです」

「いや、すまない。あなたはユーモアもお持ちですね」

　笑いを残した顔でエミルが言う。少しは緊きん張ちようをほぐせたかと思ったが、その瞳ひとみにふっと影かげが落ちた。

「私のような男には、もったいない方だ」

「なぜ？」

「……私は不実で、救いようのない男ですので」

　彼はリズの視線を避さけるように、壁の絵画へ顔を向けた。

「きっとあなたを不幸にしてしまう。どうか最小限の不幸であるようにと、祈いのるばかりです」

　苦く悩のうの滲にじむ声だ。リズはちょっと考えてから、質問をぶつけた。

「隠し子がいますか？」

「いえ」

「男性しか愛せない？」

「いえ」

「恋人がいらっしゃる？」

「いえ」

　最後の返事のみ、エミルの声が強こわ張ばっていた。

　沈ちん黙もくが流れる。会話と絵画の鑑賞を楽しむ紳士淑女の上品なざわめきが、ふっと耳に飛びこんでくる。

　彼はしばらくして、リズに向き直った。なにかを覚かく悟ごしたような目だ。

「もしも私が、女遊びが激しく、結けつ婚こん後もやめるつもりはないと言ったら？　おまけに義理の母と息子は浪ろう費ひ家で、その上利己的だ。あなたの持参金を当て込んで、一度失敗しているにも拘かかわらず新たな事業を始めようとしている。父はそんな妻に見切りをつけ、新たな愛人を囲っている」

　衝しよう撃げき的な発言に、エミルの従者たちが、おろおろとリズを見る。

　おそらく今の話の中に、真実が含ふくまれているのだろう。もしかしたらすべて真実なのかもしれない。

　覚悟していたことだし、正直なところ、その程度の問題ならどこの貴族でも抱かかえている。

「かまいません」

「……本当に？　あなたと暮らすようになっても、恋人たちを屋敷に連れてくるかもしれない。そう言っても？」

「はい」

　リズが受け入れるとは思わなかったらしい。エミルは言葉を失っていた。

「不実というなら、私もです。ずっとあなたと結婚するという実感が持てずにいました。今もです」

「それは、お互い様でしょう」

「いいえ。あなたは私との会話を求めてくださった。なのに私は、歩み寄ろうともしなかった。間に合うのなら、ともに過ごす時間をください。……恋人がいらっしゃるのなら、その方も受け入れられるように」

「なぜそこまで」

　理由はひとつきりではない。ヴィルマを安心させたいという気持ちもある。愛は芽生えていなくても、エミルのことは嫌きらいではないと思う。他ほかには、打算もある。諦あきらめもある。期待も、不安も。

「いつか、愛が芽生えたらと」

　祈るような思いでそう告げると、エミルは息を吞のんだ。

　リズと視線を合わせ、苦しそうに顔を歪ゆがめる。

　その時、「あら、エミル卿！」という緊きん迫ぱくした空気を壊こわすような明るい声が響ひびいた。近くにいた紳士たちが、ちらっと振ふり向いた。

　彼らの背後から、一人の令嬢が姿を現す。花はな柄がらのドレスがよく似合う、快活な雰囲気の美女だ。姉のグレイスのような、ツヤのある黒くろ髪かみに目がいく。

「ひどいわ、私との約束を反ほ故ごにして、『婚約者』と密会？」

　彼女は笑えみをたたえたまま、驚おどろいている彼の肩かたに手を置いた。一いつ瞬しゆん、リズを捉とらえたその瞳には、険があった。先ほどの紳士の陰かげに隠かくれて自分たちの話を聞いていたのではないか、という疑ぎ惑わくが頭をよぎる。

「ケイティ、どうしてここに？」

「あなたの屋敷の使用人に聞いてきたのよ。一人で来たわけじゃないわ、ほら、グラハスも一いつ緒しよよ」

　エミルにケイティと呼ばれた美女は、レースの手て袋ぶくろに包まれた指を、蝶ちようのようにひらっと振った。

　指の示すほうを見ると、橙だいだい色いろの貴族服を着た赤毛の男が、気け怠だるげな足取りで近づいてくる。

　いかにも貴族らしい倦けん怠たい感かんと傲ごう慢まんさをまとった、エミルと同年代の青年だ。やけに血色が悪い。これも若い貴族にありがちな話だが、麻ま薬やく中毒なのかもしれなかった。

「グラハス、おまえまで」

　エミルが苦い顔をする。

「なんだよ、その態度。つれないな。俺たちに婚約者も紹しよう介かいしてくれないし」

　グラハスは、へらへらと笑いながらリズたちを見回した。弱り切った顔をしているエミルの従者たちを見つけると、嫌いやみたらしく鼻で笑う。そしてなにを思ったのか、従者の女性の肩に腕うでを回し、抱だき寄せた。女性はぎょっとし、硬こう直ちよくしている。

「なー、おまえもそう思うだろ、コレット」

「グラハス、人目がある。やめろ。それにその子はコレットじゃない、ロレッタだ」

　エミルの顔がさらに苦々しいものに変わる。

「ああ、そうそうローラな」

　全然覚える気がない。

「で、そっちの銀ぎん髪ぱつの彼女が婚約者か。なんだっけ、確かリンダ？」

「違ちがう。前に教えただろう、リズ嬢じようだ」

「ああ、リナね」

　エミルが重い溜ため息いきを落とし、リズに目を向ける。

「すまない、リズ嬢。彼はグラハス・ビューマン。普ふ段だんからこういう、いい加減な男なんだ。……グラハス、うちの従者を困らせるな、手を離はなしてやれ」

　グラハスは仕方なさそうにロレッタから手を離した。

「こちらはケイティ・クラーク。二人とも、私の友人だ」

　ケイティはドレスをつまんで、リズに挨あい拶さつした。

　グラハスも胸に手を当て、大おお仰ぎように礼をする。

「噂うわさ通り、人形みたいに奇き麗れいな方ね」

　ケイティはにこりとした。

　褒め言葉ではない。出で掛かける前に、ヴィルマが教えてくれた。親しい者以外から、人形みたいと言われた時は、「あなたってすばらしいのは外側だけで中身がないのね！」と罵ののしられているも同然なので気をつけろと。以前ヴィルマも同性から言われたことがあるらしい。説明する時の口調に怨おん念ねんがこもっていた。

「あなたのように美しかったら、エミル卿きようの他にもいい方がいるのではなくて？」

「いませんが」

「本当にエミル卿と結婚するつもり？」

「ええ」

「困ったわ」

　彼女はそこで、エミルを軽く睨にらんだ。本気の睨みではなく、甘い雰ふん囲い気きがある。

　エミルは、ケイティをとめようとしたのか、そちらへ一歩近づいた。

「私、エミル卿とお付き合いしていたのよ」

「ケイティ！」

「あなたのせいで別れ話を切り出されたの。ですけどね、『いつか愛が芽生える』かもしれないあなたと違って、私は『今も彼を愛している』の。わかるかしら」

「やめてくれ、ケイティ」

　エミルが厳しい声を出し、ケイティの前に立った。

　リズは困こん惑わくしていた。これが修しゆ羅ら場ばか。

　いつの間にか、周囲の紳しん士し淑しゆく女じよが、リズたちを遠巻きにして見物している。

　男女の揉もめ事は、貴族にとって娯ご楽らくのひとつ。おもしろい見せ物に違いない。

「ねえ、エミル。あなた、自分の美び貌ぼうを磨みがくことにしか興味がないような、こういうつまらない娘むすめが一番嫌いだったじゃない」

「違う、リズ嬢はそんな女性じゃない」

「……庇かばうの？」

「そうじゃない。……いや、彼女は立派な人だ」

　苦く悩のうの表情を見せるエミルに、ケイティが目を吊つり上げる。

「もう心変わりをしたの!?　こんな子のどこがいいの、私が現れても嫉しつ妬とのひとつも見せないような、弱くて退たい屈くつな女でしょう！」

　ふいに腕を引かれた。振り向くと、静観していたジョンがリズの手首を握にぎっている。

「訂てい正せいしていただきたい。お嬢様は人形のようではない。星の乙女おとめとたとえるべきだ」

「ジョン。その訂正は今じゃなくていい」

　不満そうに見下ろされたが、彼の視線はすぐさまケイティに戻もどる。

「な、なんなの、あなた。使用人？　……なら、黙だまっていなさいよ」

「なぜあんたの命令を聞かねばならんのですか」

「命令って」

　ジョンの冷静な反論に、ケイティは及および腰ごしになっている。こんなに堂々とした従者がいるだろうか、と迷っているらしい。

「評価が間違っています。お嬢様の頭には、美貌を磨くことなど砂すな粒つぶの欠片かけらほどもない」

「どれほど少ないの、それ」

　リズの声は無視された。ジョンは、ケイティを見み据すえて話を続ける。

「無表情なだけで、わりと情熱家だ。脆ぜい弱じやくな点は否定しないが、自分のか弱さを売りにすることもない。鬱うつ屈くつしたままではなく、できることとできないことを選んでいる。総合すると、瑕きずはあるがそれも魅み力りよくに変えている女ということになる。美しいだけの作品ではない」

　絵画扱あつかいされている気もするが、リズは一瞬くらりとした。

　たぶんこれって、かなり褒ほめられている。

「……そこの色男は、リナ嬢の恋こい人びとってわけか？」

　見守っていたグラハスが口を挟はさんだ。

「リナではなく、リズ。頭の悪い男だ。口を開かないでいただきたい」

「ジョン、やめなさい」

　リズは慌あわてて窘たしなめた。だんだんとジョンの化けの皮が剝はがれてきている。

「エミル卿。つまらない諍いさかいにお嬢様を巻きこむな。──今日はこれで失礼する。お嬢様の具合が悪そうなので」

　青ざめているエミルに冷たく言い捨てると、彼は強めにリズの腕を引いた。

「帰りますよ」

「とくに具合は悪くなっていな──」

「悪いだろうが」
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　抵てい抗こうを許さない口調だった。彼は、リズの腕を摑つかんだまま歩き出す。侍じ女じよも慌ててついてきた。エミルたちをその場に置き去りにして茶館を出たのち、馬車に乗る。侍女は別の馬車だ。

　見慣れた区域に来るまで、隣となりに座っているジョンは口を開かなかった。

　沈ちん黙もくに耐たえきれなくなったのはリズのほうだ。

「ジョン、あなたの言った通りだったみたい」

「──なにがです」

　彼が言葉を発した瞬しゆん間かん、石いし畳だたみを打つ蹄てい鉄てつの音や外のざわめきが一いつ斉せいに遠のく。座席の振しん動どうさえも感じなくなる。馬車の中に、心地ここちよい静かな空間が作られる。ジョンがなんらかの力を使ったのだろう。こういった悪あく魔まの能力は羨うらやましいと思う。

「エミル卿は、結けつ婚こん後に女を作る男だと言っていたでしょう」

　結婚前から修羅場を体験してしまった。エミルは、自分で言うほど不誠実な男には見えないが、男女のことになると話はまた別なのかもしれなかった。

「お嬢様は、着眼点は悪くないが、光の屈くつ折せつのように答えが目の前で曲がるな」

　眼鏡めがねを外す彼の身体からだから、強こわ張ばりがとれたのがわかった。リズも、息がしやすくなった。

「ろくでなしとわかっていても、まだ結婚するつもりなのか？」

　ジョンの問いかけに、リズは内心の動どう揺ようを抑おさえてうなずいた。

「だめだ。あの男はやめておけ」

「そうもいかない」

「お嬢じよう様さま。自分の価値を正しく知れ。あんたがもしも至聖の目以外に魅力のない女だったら、俺はとっくに殺している」

　思いもよらぬ言葉に一瞬惚ほうけてしまう。なにかを期待しそうになる。

　いや、悪魔の彼が、自分に本気で惹ひかれるはずがない。だが。

「わかってる。どんな時でも私を優先する……そういう契けい約やくだから、ジョンは好意的な言葉をくれるんでしょう」

　拒きよ絶ぜつされるよりは、まし。心の中で自分に言い聞かせていると、彼は表情を険けわしくさせた。

「あんたを今すぐ殺したくなりました」

「なんで？」

　ジョンは少しの間、刺とげ々とげしい目でリズを見ていたが、やがて溜ため息いきを漏もらした。

「本当に、人間とはまだるっこしい……」

「ジョン？」

「疲つかれました。到とう着ちやくしたら起こせ」

　どちらが主人なのかわからない言葉を吐はくと、彼はリズの手に眼鏡を落とし、肩かたに寄りかかってきた。重いのに突つき飛ばせないのはなぜだろう。

　答えを、見つけられない。
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　翌日、エミルから丁てい寧ねいな謝罪の手紙が届いた。

　リズはすぐさま次の内容を返信した。気にしていないので謝らないでほしい。それと、前に言っていた聖母の絵画を見に行ってもいいか。

　エミルは乗り気ではないようだったが、自身の恋れん愛あい事情にリズを巻きこんだことで後ろめたさを感じているようだった。あなたがぜひにと望むなら五日後に、という返事だった。

　強ごう引いんだとは自覚しつつ、リズは会う約束を取りつけた。







　そして五日後。外出に相応ふさわしい秋あき日和びより。

　手紙で約束した通り、リズはエミルの屋や敷しきを訪おとずれた。

　場所は皇都の西部、中流貴族や裕ゆう福ふくな商人、事業家が暮らすエイノラ地区だ。

　同行者はいない。今日の目的は、変化した絵画の確かく認にん。

　ヴィルマの耳に入れば、外出自体を禁止されただろう。

　茶館での一件はその日のうちにヴィルマに伝わっている。報しらせたのは、茶館に連れていった侍女だ。おかげでエミルに対する評価が大おお幅はばに下がったらしく、ヴィルマは、ライムを除いた残りの四枚の絵を無言で差し出してきた。

　だがリズは婚約者選びをやり直すつもりはなかった。恋してはいないが、エミルには気がかりな点がいくつもある。なぜかここで放ほうり出してはいけない、と強く思う。

　貴族の娘むすめが従者もなしに異性の屋敷を訪問するなど非常識も甚はなはだしいが、万が一ということもある。エミルが所持している作品が歪ひずみ画がで、もしも悪魔が潜ひそんでいたら。

　最悪の状じよう況きようを考えると、他ほかの人間をむやみに連れていくわけにはいかない。

　不安はある。ジョンを連れていけないから、なおさらだ。

　エミルは自身の屋敷にジョンが来ることを嫌いやがっていた。無理を通せば、彼は気分を害して作品を隠かくしてしまいそうだ。

　画が廊ろうでジョンに、絵画の確認に行くことを説明した時、「使い魔とかはいないのか、もしいるなら貸してほしい」と頼たのんでみたのだが、すげなく断られた。

　人間の中には勘かんの鋭するどい者もいる。彼らに使い魔を見られた場合、リズが悪魔憑つきだと断罪されかねない、という理由でだ。

　不ふ機き嫌げんな顔つきから察するに、ただ意地悪をされただけのような気もする。しかし、ここ数日の彼は忙いそがしそうだった。「気が向いたら迎むかえに行く」という言葉はもらえたので、見捨てられたわけではないだろう。







「ようこそ、リズ嬢」

　馬車から降りると、エミルが自ら迎えに現れた。

　彼の顔を見て、リズは驚おどろく。数日前に会った時よりも具合が悪そうだ。

「ミルトン家の栄えい華がとは比ひ較かくにもならず、粗そ末まつな屋敷で恥はずかしい限りだが」

「いえ」

　確かにミルトン家の屋敷よりは多少劣おとるかもしれない──という感想を口に出すのは控ひかえた。そのくらいの分別はある。

　両りよう脇わきに尖せん塔とうを配置した三階建ての煉れん瓦がの屋敷。中流貴族定番の建物だ。

　正面に庭園があり、右側には小さな温室が置かれている。左側には廏きゆう舎しや、使用人の小屋。庭園はあまり手入れがされていないようだ。花か壇だんの花が枯かれたままになっていた。

　エミルの手に引かれながら、屋敷のエントランスに入る。

　出で迎むかえた使用人の数も少ないように思える。この規模の屋敷なら、最低でもあと五人は必要ではないか。

　家の管理は妻の仕事だが、実際に使用人を教育し、役割を与あたえるのは家令だ。エミルの義母は後妻らしいので、家令からまだ信しん頼らいを得られずにいるのかもしれない。

　リズは、エミルの横顔を盗ぬすみ見た。目の下に濃こい隈くまができている。頰ほおも少し細い。

「ずいぶんつらそうですが、大だい丈じよう夫ぶですか」

「うん、昨夜は騎き士し仲間と少し飲み過ぎてしまったんだ。心配してくれるとは、優やさしい方ですね」

　笑え顔がおでごまかされてしまった。正直に答える気はないようだ。茶館であった時よりもさらに彼との距きよ離りを感じる。

　顔色の悪さは、飲み過ぎのせいではないだろう。彼からは、酒の匂においがしない。

　本当に絵画に悪あく魔まが潜んでいて、彼を呪のろっているのかもしれない。

　悠ゆう長ちようにかまえていないで、ジョンを連れてくるべきだっただろうか。

　エミルとともに無言で通路を進みながら唇くちびるを嚙かみしめる。

　絵画の確認以外にも、リズは知りたいことがあった。

　なぜエミルは、自分にのみ絵画を見せたがっていたのか、という点だ。

　リズの私室で絵画の相談を持ちかけてきた時の彼は、惚ほれてもいないのにジョンに嫉しつ妬とする振ふりをして、リズを自身の屋敷へ誘さそおうとしていた。

　ところが茶館では態度を一変させ、距離を取りたがった。手紙でも、絵を見せようという意欲が前より薄うすれているのが伝わってきた。

　心境の変化の理由はなんなのだろう。

　ジョンを同行させると、おそらくエミルは警けい戒かいする。彼の思おも惑わくを探さぐるためにも、一人で会ったほうがいい。リズはそう判断した。

　間ま違ちがっていただろうか。

「絵画は書しよ斎さいに飾かざっています。案内しましょう。ああ、義母はは上うえたちは不在なので、楽にしていいですよ」

「え？」

「義母や義ぎ弟ていがいると、あなたとゆっくり話ができませんのでね」

　まずは家族に挨あい拶さつを、と考えていたのでリズは戸と惑まどった。自分もヴィルマには内ない緒しよで来ているのだから、責めるつもりはないが──彼のほうも肉親の不在の時を狙ねらっていた？

　この日を指定したのは、エミルだ。

　違い和わ感かんと焦あせりが霧きりのように胸に広がる。

　エミルの性格からして、ここで強引に男女の関係を結ぼうとするとは思えない。

　わからない。彼はなにを考えているんだろう。

　警戒を強めながら、通路に視線を走らせる。

　今のところおかしな空気は感じないが、飾り気のない通路だと思う。

　壁かべ紙がみに、四角形の日焼け痕あとが薄うつすら見える。そこに以前は絵画を飾っていたようだ。最近外したのだろう。

「こちらです」

　書斎らしき赤せつ褐かつ色しよくの扉とびらの前に到とう着ちやくした時だった。

　奥の部屋から、砂色のサテンのドレスを着た夫人が現れた。

　書斎の扉を開けようとしていたエミルが全身を強こわ張ばらせ、「レイチェル」とつぶやく。

　夫人はエミルを見み据すえたまま近づいてきた。

　目の前まで来てから、その緑色の瞳ひとみをリズに向ける。三十代の、顔立ちのはっきりした派手な美人だった。エミルが名前で呼んだため、すぐには彼女が義母だとは思い至らず、リズは挨拶が遅おくれてしまった。

　レイチェルが小こ馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らす。それで我に返った。

「礼れい儀ぎがなってない娘ね。挨拶もろくにできないの？」

「レイチェル、やめてください。──あなたは午後から観劇の予定ではなかったか？」

　エミルが棘とげのある声で割り込んだ。

「私はあなたの義母よ。名前で呼ばないで頂ちよう戴だい。ええ、これから劇場に向かうところよ。でも」

　レイチェルは赤い唇の端はしをつり上げて、耳飾りを色っぽくいじった。

「あなた、数日前から私の予定をやけに知りたがっていたから、なにかあるのかしらって思ったの」

「へえ、私に興味をお持ちですか？」

「もちろんよ。それで……この子が、リズ・ミルトンでしょう？」

「ええ、いずれ正式に紹しよう介かいさせてもらいますから。今日は見ぬ振りを」

「つまらないじゃない、そんなの。ねえ？」

　レイチェルに同意を求められて、リズは困った。

　彼らの仲が険悪なのは一目でわかる。

「……失礼いたしました。レイチェル様。おっしゃる通り私はリズ・ミルトンです。突とつ然ぜんの訪問をどうかお許しください。エミル様にお会いしたくて、私が強ごう引いんに来てしまったのです」

「名門の娘のわりに、教育がなっていないわね。お忍しのびであっても手みやげくらいは用意してくるものでしょう？」

「レイチェル、なにを言うんです。彼女を侮ぶ辱じよくするのはやめたほうがいい」

「あら、なにが侮辱だっていうの？　礼儀に反しているのは彼女のほうよ。それに、あなたの妻になるのなら、私の娘むすめも同然だわ」

　レイチェルの笑みは迫はく力りよくがあった。

　言い方はきついが、非があるのはリズのほうだ。ドレスをつまみ、深く礼をする。

「はい、レイチェル様。どうぞ叱しかってください」

「ほら、ご覧なさい。──官かん爵しやくが申し分なくとも、礼儀も知らない病弱な娘がいてはね。この結けつ婚こんで損をするのはうちのほうよ。仕方なくもらってあげるんだから感謝してほしいの」

「──リズ嬢、先に書斎へ」

　エミルがすばやく書斎の扉を開け、リズを中へ押しこんだ。扉はすぐに閉められた。しばらく話し声が聞こえたが、やがて途と絶だえ、再び扉が開く。

　疲つかれた顔のエミルが入ってきた。レイチェルを追い払はらったらしい。

「義母が申し訳ない」

「いえ」

　怒いかりは感じない。逆に、エミルが少し気の毒になる。非常識な訪問なのは確かだが、はっきり言うならそれはあくまで、上位貴族であるこちら側の感覚なのだ。

　カロティオン家を基準にするなら、婚約者の娘の訪問はそこまで問題視されることではない。レイチェルの態度のほうがよほど礼を欠いている。その言葉が真実であってもだ。

「それで、木乃伊ミイラに変わった絵画はどこでしょうか」

　リズは話題を変えた。自分にとっても嬉うれしい話ではなかったから。

　書斎全体を見回す。エミルが入ってくるまで、通路のほうに意識を向けていたため、内部をろくに見ていなかったのだ。

　左側の壁に大きな書しよ棚だながある。奥の窓のほうにオーク材のどっしりした机。中央には長なが椅い子すと一人掛がけ用の椅子。テーブル。画が架か。丸椅子。一見、重じゆう厚こうな雰ふん囲い気きだ。

「お気づきでしょうが、この部屋はハリボテです」

　エミルは苦く笑しようした。そうだろうと思う。

　かろうじて清せい掃そうはされているが、人が寄り付かない部屋特有の匂いを感じる。黴かび臭くさく、じっとりとしている。あまり利用されていない。

　貴族の中には、体てい裁さいを保つために読みもしない専門書を書架に並べる者がいる。どうやらカロティオン家はその系統らしい。

　反対側の壁には書棚が置かれていなかった。装そう飾しよく用カーテンが左右にタッセルでくくられている。その中央に、大きさの異なる計十二点の絵画が飾られていた。額がく縁ぶちの色のみ、金で統一されている。

　リズはそちらへ足を向けた。エミルも一いつ緒しよに壁の絵画へ近づく。

「この絵ですよ」

　エミルが指差したのは、すべての絵画の中心になっている作品だ。

　リズは、息を吞のんだ。

　確かにそれは、木乃伊のように瘦やせ細った聖母の絵だった。
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　衝しよう撃げきをやりすごし、長椅子に腰こしかけたあと。

「お身体からだは大だい丈じよう夫ぶですか？」

　リズよりよっぽど体調が悪そうなエミルに心配されてしまった。

　少し心臓の音が速くなっていたが、この程度なら平気だ。

　エミルがハーブ茶の用意を使用人に頼たのむ。

　少しして、見覚えのある女性が杯カツプを載のせた銀ぎん盤ばんを持って現れた。

　確か、コレット、ローラ……いや、ロレッタだ。

　彼女は茶館の出来事を思い出したのか、リズを見て青ざめた。あたふたと杯カツプをテーブルに並べ、今にも転てん倒とうしそうな危なっかしい足取りで出ていく。

　エミルがなんとも言えない表情でロレッタの後ろ姿を見つめていた。

　リズは、ハーブ茶を口に含ふくんだ。ほっと息をつく。

　美味おいしいが、ジョンの淹いれたお茶がなんだか恋こいしくなる。

　落ち着いたところで、話を切り出す。

「この絵は本当に、最初は美しい聖母の絵でしたか？」

　視線は、壁の作品群へ。中心に、聖母とは似ても似つかぬ木乃伊の絵画。その隣となりには音楽家の油ゆ彩さい画ががある。夜の森で、焚たき火を前にバイオリンを弾ひく男の図だ。

「証明できないのがつらいところですが。ええ、神と我が剣けんにかけて」

　エミルは真剣な顔で言った。

　騎き士しが剣にかけてというくらいだ、まず噓うそではないだろう。だが、最初の状態を見ていないので、素す直なおに信じる気にはなれない。噓じゃなくても、勘かん違ちがいをしていることはある。

「リズ嬢じようがお疑いになるのも当然ですね。ですが、この絵を贈おくられた時、私の騎士仲間、それからレイチェル……義母やその友人がそばにいたのです」

　彼はそこで、その場にいたという人々の家名を挙げた。ギルバル家、アーバンライン家、ガロン家……社交界とは無む縁えんの日々を過ごしてきたリズでも知っている有名な貴族だ。

　カロティオン家、というより、エミルを見直す。

　格式のある家の子息と交流を持っている。彼自身が優すぐれている証あかしだ。

「彼らもその時、絵を見ています。なんでしたら、近いうちに彼らを紹介しましょう」

　エミルの表情に噓はない。全員が口裏を合わせているという可能性もなくはない。が、ここまで自信たっぷりに言うところを見ると、本当の話で間違いないのだろう。

「絵を贈られたのは、正確にはいつですか」

「そうですね……悪いが、はっきりと日にちを覚えてはいません。一ひと月つきくらい前かな」

「聖母が木乃伊と化したのは？」

「それは、わりとすぐですね」

「すぐ？」

「ええ、飾かざって何日もしないうちに」

「もう少し具体的にお聞かせください。すぐ、というのは、どの程度の期間でしょう」

　質問の意図が摑つかめなかったのか、エミルは目を瞬またたかせた。

「たとえばですが。数日をかけて聖母がじわじわと変化していった？　それとも、朝は普ふ通つうだったのに、一晩経たったら木乃伊になっていた？」

「ああ、そういう意味ですか。……正確ではありませんが、だいたい数時間で」

「数時間」

「そうです。この書しよ斎さいに絵を飾ったのち、友人たちと談話室──先ほど義母が出てきた部屋へ移動しました。まあ、男だけの集まりですので……少々羽目を外して酒を飲みました」

「騎士の方々は、酒場で暴れて捕ほ縛ばくされることが多いそうですね。取り締しまる側なのに」

「リズ嬢、そこはもっと包み隠かくして言ってほしかったですが、まあ、その通りです」

　エミルが苦笑し、首の後ろを撫なでる。

「談話室の扉とびらは開けていました」

「なぜ？」

「……ご令嬢の耳に入れるのは憚はばかられる理由なのですが」

「平気です。教えてください」

「…………。誰だれもが大量に酒を飲んでいましたので。その」

「わかりました。廁かわやへ頻ひん繁ぱんに行くので、いちいち扉を閉めるのは面めん倒どうだから、開けっ放しにしていたと」

「大変鋭するどくていらっしゃる」

　大きな溜ため息いきをつかれた。

「談話室からは、通路が丸見えです。私たちが酔よっぱら……酒を楽しんでいる間、書斎に入ったのは父、義母、友人たちです。ああ、ロレッタもか。父は葉巻を取りにきただけ、ロレッタは掃そう除じ。義母は父を捜さがしにきたようでした。友人たちは、父の葉巻を盗ぬすみにね。もちろん私がそうしていいと言いました」

「それぞれ、どのくらい書斎に？」

「父は数分かと。ロレッタもせいぜい十分くらい。掃除する場所なんてほとんどないので。友人たちも長くて数分。最後にやってきた義母が悲鳴を上げて、聖母が変へん貌ぼうしたことがわかりました。たぶん訊きかれると思いますので先に答えますが、全員、不ふ審しんなものは持っていませんでしたよ」

　つまり、絵画のすり替かえは誰もしていないという意味か。

　服の下に隠せるような大きさではない。

　それに板絵なので、折り曲げたり丸めたりすることも不可能だ。

「そうですか。他ほかに質問をしても？」

「え？　ええ、もちろん。どうぞ」

「この絵を描えがいた画家に会いたいのですが」

　エミルは困ったように足を組み直した。

「……それは難しいですね」

「なぜでしょう」

「友人が言うには、絵え描かきの旅人であったと。絵を完成させ、報ほう酬しゆうを受け取ったあとは、どこかへ消えてしまったそうで」

「画家の名前は？」

「ブラッドという男だそうです。私も非番の時にあちこち宿を探してはみたのですが、既すでに都を去ったあとのようでした」

　残念そうにエミルは告げた。

「絵の変化後、誰かに鑑かん定ていを頼みましたか？」

「頼むつもりでしたが……義母が反対をしました」

「レイチェル様が？」

「こんな不ふ吉きつな絵があると他家に知られたらどうなるのかと、強固に言い張ってね」

「そうですか。ですがそれなら、なぜ今も飾り続けているんでしょう」

　彼は笑った。

「それは、今日あなたに見せるためですよ。処分も考えましたが、私は信しん仰こうを持つ者です。これは我が家に警告をもたらしているのかもしれないという考えがよぎりました」

　リズはハーブ茶で口を湿しめらせた。違和感というほどではないが、少し気になる。前に彼は、呪のろいには興味がないと言っていたはずだ。

「やはりジョンに見せてもいいでしょうか？　彼は鑑定士です。決してこの件は口外させないと誓ちかわせますので」

　彼は笑えみを消し、渋しぶった。

「いえ。申し訳ないが、それはお断りします」

「ですが」

「あなたにお見せしたのは、私なりのけじめです。こんな不吉なことが起きるような家ですが、それでも嫁とついでくれるのかと」

「……婚こん約やく破は棄きは、私の一存では決められません」

「ええ、そうですね。しかし、我が一族には、他にも後ろ暗い噂うわさがあるのです」

「夫人についての問題ですか」

　ついはっきりと口にしてしまい、リズは焦あせった。

　だが、エミルは非礼を咎とがめなかった。小さく笑う。

「その通りです。もうおわかりでしょうが、義母とは不仲です」

　それは想像がついた。先ほどのやりとりを見ればじゅうぶんだ。

　レイチェルには血のつながった息子むすこがいるという。エミルは、前妻の子だ。しかも成人している。我が子のようには愛せないのだろう。

「でもエミル卿きようはこの間、絵の変化は友人の悪戯いたずらだとおっしゃっていましたね」

「はい。そう思っていました」

　ハーブ茶の杯カツプをテーブルに戻もどし、エミルを見つめる。

　エミルはよどみなく答えている。あらかじめ決めていた台詞せりふのように。

「私や他の友人たちの目を盗んで、廁へ立った時に絵をすり替えたんだと。ですが、よく考えたら、書斎に入った者は誰一人不審なものは持っていなかった。部屋にもう一枚絵を隠していたのでは、とお疑いですか？　いいえ、義母が木乃伊ミイラと化した絵を見つけた時に、誰かの悪戯に決まっていると喚わめいて書斎を捜しています」

「どこにも隠されていなかったんですね」

「ええ。壁かべに飾っている絵画の数も変わっていません。額を外して確かめてもいますよ」

　エミルはそこで真しん剣けんな表情になった。

「絵を贈おくってくれた友人も、絶対に違ちがうと言い張っている。おまえのことは嫌きらいだが、こんないやらしい嫌いやがらせはしないとね。ですので──本当に呪いなのでは、と思うようになったのです」

「絵をくださったご友人とは、どなたですか？」

「幼おさな馴な染じみの、グラハスという男ですよ。あなたも一度茶館で顔を見ていますね」

　リズはちょっと驚おどろいた。あの気け怠だるげな、血色の悪い男か。

「もうあなたとは、会わせたくない男です」

「なぜでしょう」

「傍ぼう若じやく無ぶ人じんですし。美しいあなたを閉じ込めてしまいたいという、私の我が儘ままでもある」

　彼は微び笑しようした。はじめて会った時に見たような、胡う散さん臭くさくて目ま映ばゆい顔だった。

　こんな時、駆かけ引きに慣れた女なら会話を楽しめたのだろうか。

　リズは愛あい想そ笑いも浮うかべることができなかった。

　しばらく口を噤つぐんだあと、質問を再開する。

「正直にお話しくださってありがとうございます。あの、もう一度絵を見てもいいですか」

「ええ、もちろん」

　先にエミルが立ち上がり、リズに手を差し伸のべる。

「やはり、こんな不吉な絵をあなたに見せるのではなかったな」

「平気です」

「もしもあなたにまで呪いがかかったらと思うと、いてもたってもいられません。せめて、私を呪い殺すだけにしてくれたら──」

「呪いじゃありませんよ。心配はいりません」

　彼の手を取り、壁かべ際ぎわへ近づく。かすかに彼が肩かたを揺ゆらした気がした。

「……どういう意味でしょう？」

　エミルがいぶかしげに問う。

　リズは木乃伊の絵を見てから、エミルに向き直った。

　なぜ聖母が木乃伊に変わったのか、その答えは既に見つけている。

　わからないのは、呪いを仕し掛かけた理由のほうだ。

「ロレッタの仕し業わざでしょう？」

「はい？」

「というより、あなたたち全員の計画では──」

　突とつ然ぜん、書しよ斎さいの扉とびらが勢いよく開かれる。

　現れたのは、グラハスとロレッタだ。

　ロレッタが現れることに関しては、なんとなく想像がついていた。ハーブ茶を持ってきた時、彼女はきちんと扉を閉めて行かなかった。故意かどうかまではわからない。リズを見て慌あわてていたのは本当だろうから。

　ただ、もし意図した行動だった場合、たぶん盗ぬすみ聞きをするだろう。そう思った。

　そこにグラハスまでいたのは予想外だった。

　ロレッタと視線が合う。

　彼女の瞳ひとみには、罪悪感がはっきりと宿っていた。泣きそうな顔だった。

「おいおい、なんでロレッタがそんな馬ば鹿かげた真似まねをするんだよ」

「いえ、理由まではわかっていません。けれど彼女が最も実行しやすい立場にいます」

「絵を贈ったのは俺だ、疑うならロレッタじゃなくて俺だろうが」

　グラハスに強い目で睨にらまれた。友人を妬ねたんで、呪いの絵を贈るような男の目ではなかった。

「これは正しよう真しん正しよう銘めい、呪いの絵さ。カロティオン家の毒婦、麗うるわしきレイチェルの強ごう欲よくさが聖母を穢けがしたんだ」

「グラハス様は『レイチェル様の欲が呪いになった』という設定にしたいのですね」

　グラハスは一いつ瞬しゆん、気け圧おされたように押し黙だまった。

「……設定ってなんだよ」

「なんとなく状じよう況きようが見えてきました。呪いのある家に嫁いでくるな……つまり、私のほうから穏おん便びんに結婚を断らせるために仕掛けた、ということではないでしょうか。呪いという話に持っていけば、婚約破棄になっても私の傷にはならないと──」

「仕掛けなんてない。あの馬鹿な義母と息子の呪いだと言っているだろうが！」

　顔を赤くするグラハスを、エミルが低い声で止める。

「……グラハス、もういい、やめろ」

「なんでだよ、間違ったことは言っていない。おまえの父親は毒婦の色いろ香かにころっと騙だまされ、財産を吸い取られた。おまえはその後始末を押しつけられた。カロティオン家を建て直すために好きでもない女と結婚させられる！　そうだろうが！」

　グラハスはげらげらと笑った。

「どこの家も似たり寄ったりだ。おい、おまえ、リズだか、リタだったか？　なんでもいい、呪われたくなければこいつとの結婚などやめてしまえ！」

「グラハス、いい加減にしろ！」

　エミルは顔を歪ゆがめ、グラハスを書斎から追い出そうとした。

「──そうですね」

　リズのつぶやきに、グラハスに摑つかみ掛かかっていたエミルが振ふり向く。

「確かに呪いはありました。間違いない」

「リズ嬢じよう？」

　笑っていたグラハスも、怪け訝げんそうにリズを見る。

「でも、呪われているのは、この聖母の絵じゃないんです」

「……なんですって？」

「その隣となりに飾かざられている、音楽家の絵」

　リズは壁に飾られている絵のほうに、指を向けた。夜の森で音を奏かなでる男の図。

「歪ひずみ画ががある」




　そう告げた瞬間──。

　カチッと、時計の針のような音が聞こえた。




　目を見張るエミルたちの動きが止まる。

　まるで時間が停止したみたいだ。空気までが固まっているようだった。

　リズは、ゆっくりと視線を巡めぐらせた。

　書斎の入り口……彫ちよう像ぞうのようになってしまったロレッタの後ろから、人ひと影かげが現れる。

「ジョン」

　リズは小さく名を呼んだ。

「お嬢様、ここに歪ひずみ画ががあるって？」

　どこで聞いていたのか、ジョンはこちらに近づきながら微笑ほほえんだ。

　相変わらずの黒くろ尽ずくめの恰かつ好こうに、三つの懐かい中ちゆう時計。そのひとつを開き、手に持っている。

「……ジョンが、時間を止めているの？」

「その表現は正確ではない。世界中の時間を止めることなどできるはずがないでしょう」

「でも、エミル卿きようたちが彫像のようになっている」

「この部屋を一時的に、神なる静せい謐ひつの中に入れただけだ」
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「神なる静謐」

「絵画の中のような凍こおった空間、といえばお嬢様には伝わるか？　肖しよう像ぞう画がは、生きている人間を描えがいたものだ。だが絵の中の人間は生きているわけではない。そういう状態」

「……。火を操あやつるとか暗示をかけるとかの小さな力は別として。ジョンの主な能力は、絵画のような状態の空間を作ること、それから夢を操ること。あとは……奇き妙みような骸がい骨こつ騎き士しを出現させること？　懐中時計の数だけ、使える能力がある？」

「この状態でよく俺の能力を分ぶん析せきできるな。まあ、正解ですが」

　彼は呆あきれたように言ったが、口元は笑っている。

　リズは、動どう揺ようしていないわけじゃない。

　驚おどろきすぎて叫さけべなかっただけだ。

「静謐の空間を持続できるのはせいぜい数分です。さてお嬢様、歪ひずみ画がを調べる前に、聖母が木乃伊ミイラになるという謎なぞについて説明してもらいましょうか。俺を捨て置いて、一人で勇ましく男のもとに乗り込んだくらいなんですから、とっくにそのくらい解けているでしょうね」

　ちくちくと皮肉を言うジョンとともに、壁かべ際ぎわへ近づく。

「私とエミル卿の話をずっと聞いていた？」

「ええ。興味深い内容だった。数時間で絵画が変化したそうですな」

　本当に、どこから話を聞いていたのやら。

　まさかジョンも、絵画の中に隠かくれていたんじゃないだろうか。

　そんなことを考えながら、リズは、じっくりと木乃伊の絵画を観察する。

　もとは聖母であったという絵。だがリズの目に映るのは、泥どろで拭ぬぐったかのような暗い色しき彩さいの木乃伊の絵だ。

　眺ながめていると、後ろからジョンが耳元で囁ささやいた。

「絵画の変化の理由を、早く。解けなかったら、罰ばつを与あたえますよ」

　振り向くことを許さない声こわ音ねだった。冷気に触ふれたかのように、ひんやりとしていた。

「たまには悪あく魔まらしいことをせねば、あんたはつけあがる。この白い背中に嚙かみついてやろうか」

　背の中心を指で押された。恐きよう怖ふと戸と惑まどいが同時に背筋を駆かけ抜ぬけた。

「答えを言え」

「答えは……。最初は、絵のすり替かえじゃなくて、顔料の剝はく離りが原因だと思った」

「原因とは」

「テンペラ画の特性を利用したのかって」

　声が震ふるえていなくてよかった。ぼんやりとそう思った。

　木乃伊画は、芸術庁の規定で言うと、三十号。

　肖像画のように、元聖母の木乃伊が中心に描かれている。背景は、くすんだ赤いカーテン。

　瘦こけた頰ほお。抜け落ちた髪かみ。黒々とした眼がん窩かの中央に、小さな金貨が埋うまっている。口はぼんやりと、吐と息いきでも漏もらしているかのように開いていた。歯も黒い。文字通り『虫歯』だった。蟻ありのようなものが、黒い歯の中から這はい出ていた。

「テンペラ画の特性とは？」

　悪魔はとても、試ためすのがお好きらしい。

　いや、この男は絵画の話題ならなんでも嬉うれしいのだ、きっと。

「テンペラは、顔料と卵らん黄おうを混ぜ合わせた絵の具。水に溶とけにくく、劣れつ化かもしにくい。重ね塗ぬりはできても、厚塗りは難しい。だからこの絵は、むしろ顔料を剝はく落らくさせるためにわざと厚塗りをしていたんじゃないかと思った」

「もっと詳くわしく」

「正しい使い方をすれば、テンペラ画は油絵よりも長持ちする。一層目を仕上げてから乾かん性せい油を多めに混ぜた定着液を塗る。その上に、厚塗りの二層目を描く。そうすると、油性で地塗りをした上に水すい彩さい絵の具を乗せた時と、同じ状態になる」

　ジョンは返事をしなかったが、先を促うながすような気配を感じた。

「裏から衝しよう撃げきを与えたり軽く削けずったりすれば、二層目……表面の顔料に亀き裂れつが入って剝離する。これなら絵心がなくても、指示さえあれば簡単に細工できる」

　とくにこの部屋は黴かび臭くさく、湿しめっている。板も曲がりやすかっただろう。

「聖母の絵画を飾ったあと、何人かが書しよ斎さいに出入りしている。その中の誰だれかが頃ころ合あいを見て実行したと思った」

　皆みなが最初に目にした時は、美しい色合いの聖母。だが突とつ如じよ、様変わりする。それだけでも、なにも知らない人々……証人となる者たちは不ふ吉きつに感じただろう。

「だが、違ちがう？」

「ええ。時間が足りない。書斎に入った人たちは、長くてせいぜい十分。この絵は三十号もある。削りきれない」

「交こう互ごに書斎に入った者たちが協力し合っても？」

「不可能だと思う。削った時に、顔料のかけらだって飛び散るだろうし」

　リズは首を横に振ふった。

「絵のすり替えも無理。板絵だから、丸めることができない。折ったりすれば、音が響ひびく。それで悩なやんだのだけど……ものすごく簡単な方法があるってわかった」

「それは？」

　ジョンが楽しそうに問う。

「削ったり板を叩たたいたりする必要なんて、まったくない」

「では？」

「単純に、板絵に画布を重ねていただけ」

　板絵には、今見ている木乃伊の画が描かれている。

　その上に、聖母が描かれた画布を重ねていた。それだけだったのだ。

　エミルは、『額を外して確かめた』と説明していた。入れ替えは起きなかったと誘ゆう導どうするために。だが、それを確かめたのは、木乃伊の画に変わったあとだ。

「聖母画を皆で見てから、書斎に入った者が額を外す。重ねていた聖母の画布を外し、木乃伊の板絵を戻もどす。画布だったら、折り畳たたんだり丸めたりできる」

　実行したのは、ロレッタの可能性が高い。

　というのも、彼女は掃そう除じをするために書斎に入ったという。

　当然、掃除道具を抱かかえている。大きな板絵を持っていたら、談話室の誰かに気づかれるだろうが、丸めた画布ならごまかせる。

「この程度の仕し掛かけは、絵画に詳しい人ならすぐに気づく。でも」

「ここの屋や敷しきの者、あるいはそのご友人の方々は、芸術には明るくないようですな」

　リズはうなずいた。ニセモノの書しよ棚だなを見ても、カロティオン家の者が体てい裁さいのためだけに絵画や本を集めているとわかる。

　画布と板、水彩と油ゆ彩さい。その違いを知っていれば、もっと早く暴あばかれていただろう。

「だから仕組んだ『誰か』──エミル卿らは、友人たちを騙だまし通せると思った。私のことも。せいぜい鑑かん賞しようする程度で専門的な知識はないはずだ、のちに呪のろいを証言してくれるだろうって」

「だが鑑定士の目をごまかすのは難しい。それで俺の同行を拒きよ否ひしたということですね」

「ええ」

　しかし、問題はなぜそんな細工をしたかという点だ。

「私に、婚こん約やくを破は棄きさせるために、わざわざこんな計画を立てるなんて」

　エミルに恋れん情じようを抱いだいていたわけではないが、複雑な気持ちにはなる。

「お嬢じよう様さま、悪魔は鼻が利きくんですよ」

「どういう意味？」

「今も昔も、男と女は変わっていないという意味です」

「ジョン、はっきりと言って」

　リズは彼のほうに視線を向けた。

「言っているつもりですが。男と、女です」

　ジョンは苦く笑しようした。

「絵画の解読においても、人物の目線はまず真っ先に調べる部分ですね。さて今、この空間は絵画の中のように静まり返っている。置物と化している者たちの目線を調べてみましょうか」

　リズは、エミルとグラハスの顔を見つめた。

　グラハスは、心配そうにエミルを見ている。

　だが、エミルは、別の方向を見ている。

　ロレッタのほうを。

「彼女も、エミル卿きようを見つめている……？」

「鈍にぶいお嬢様でも、なんとなく状じよう況きようがわかったのでは？」

　一言多い。が、確かにわかった。これは、恋するまなざしだ。

「お嬢様がこの数日、悶もん々もんとしている間に、俺もカロティオン家を調べましたよ」

「忙いそがしそうにしていたのって、そのせい？」

　彼は肯こう定ていするように眉まゆをあげた。

「エミル卿本人は優ゆう秀しゆうな男だが、カロティオン家は安あん泰たいとは言いがたいですね。夫人は後妻で、かなりの浪ろう費ひ家です。もともとそこまで裕ゆう福ふくではない一族だ。目減りする財産に焦あせったんでしょう」

　姉のグレイスが教えてくれた通りのようだ。

「夫人は、無責任な『友人』の甘言に騙され、知識もないのに造船業に手を出したそうです。海は手付かずの宝庫に等しい、皆がその価値に気づく前に海かい賊ぞくどもを一いつ掃そうし、海洋資源の調査をすべきだ、聡そう明めいなあなたならお分かりだと思うが──そんな感じで囁ささやかれたようで」

　大失敗だったわけですが、と彼は続けた。

　海の恵めぐみを独どく占せんして利を得ようという無む謀ぼうな計画は露つゆと消え、多額の負ふ債さいを抱えこむはめになったのだろう。

「カロティオン家は内情をひた隠かくしにし、あんたとの婚約を受け入れたんです」

「お母様はとっくに状況を把は握あくしていたと思う」

「ああ、そうでしょうね」

　その程度の負債ならミルトン家は揺ゆらがないと判断したのだ。

　それよりも、得られるもののほうを考えた。

　カロティオン家……エミルが持つ人脈の広さだ。

　向こうが後ろめたさを感じていてくれるなら、なおありがたい。ミルトン家が優位に立てる。

　夫人には首輪をつけておけばいい。いくらレイチェルが強気な女性であっても、あれだけあけすけな物言いをしているようでは、ヴィルマにかなうはずもない。

　ヴィルマは『抜ぬけている女』をかわいらしく演じることができる人だ。

　結婚は、駆かけ引き。得意な分野ではないが、エミルの妻となれば嫌いやでも社交性を身につける必要がある。いずれはヴィルマのように貴族名めい鑑かんの内容を頭に叩き込まなければいけない。

「夫人はおそらく、エミル卿の秘ひめたる恋こいに気づいていたんでしょう。想像がつきますが、結婚しなければかわいい恋人をどこかへ売るとでも脅おどされたのでは？　このロレッタという女は元奴ど隷れいです。夫人が、自分の世話をさせるために、気まぐれに買い上げた」

　それでエミルは、グラハス、ロレッタと協力して、呪いの絵の計画を立てた。

　もしかしたら、あのケイティも協力者ではないか。エミルの恋人役を担当したのだ。

　呪いは、あった。エミルの胸にも、レイチェルの胸にも。







「さて。そろそろ静せい寂じやくが壊こわれる頃ころだ」

　ジョンはそう言って、パチンと懐かい中ちゆう時計の蓋ふたを閉じた。

　閉とざされていた空間が、息を吹ふき返す。







「──君は、いつここに？」

　目を瞬またたかせたエミルが、ジョンを見つめて驚おどろきの声をあげた。

「俺の登場より、もっと重要な点があるでしょう」

「なんだって？　いや、待ってくれ。いったいどこから現れたんだ？　さっきまではいなかったのに、どうして」

「お嬢様を騙したのち、なにをするつもりだったのか、教えてもらいましょうか」

　ジョンが、慌あわてふためくエミルを見み据すえて言う。

　エミルは表情を消し去った。

「……なんの話だ」

「愛と呪いの話です」

　ジョンはノックをするように、木乃伊ミイラ画の額がく縁ぶちをこつっと指の節で叩いた。

「エミル卿、あんたは毒を飲んでいますね」

　とうとう面めん倒どうになったのか、エミルのことまで「あんた」と呼んでいる。

「筋書きはこうですか。屋敷に飾かざられた絵が、強ごう欲よくな義母のせいで呪われる。やがて呪いは、あんたを蝕むしばみ、『殺す』。そして、あんたとそこのロレッタという女は仲良く駆け落ち。どうですか」

「君は、なにを言ってる」

「真実です。絵を贈おくったというそこの男。おまえは梅毒にやられているな。どうせ近いうち死ぬなら、親友のために一ひと肌はだ脱ぬいで汚お名めいをかぶってやろう、と考えたわけですか」

「えっ」

　リズは、グラハスに目を向けた。梅毒？　調子が悪そうに見えたのはそのためだったのか。

「将来有望な友人に嫉しつ妬とする男を演じたわけです。だが本当の呪いの正体は夫人の欲だった、という流れに持っていこうとしたわけでしょう。実に人間らしい、理想的な詐さ欺ぎ行こう為いですね。ところで、エミル卿、その毒は誰だれが用意を？」

「ケイティが──あ、いや」

　思わずぽろっとこぼしたようで、エミルは焦った。

「もう飲まないほうがいいだろう。あと少しで致ち死し量になりますよ」

「そんなはずはない！　彼女は協力をしてくれて──」

　今度はグラハスがぽろっとこぼす。彼らは顔を見合わせると、叱しかられた子どものようにきゅっと口を噤つぐんだ。

「鈍い人たちだ。あの女はエミル卿を愛している。だからどうしてもそこのロレッタという女に渡わたしたくなかったんでしょうが。エミル卿を殺したほうがましだと思うくらい」

　ジョンが呆あきれたように腕うでを組む。

「茶館であの女は、お嬢じよう様さまを貶おとしめるふりをしながら、実際はそこの女を詰なじっていた。そういえばエミル卿は、かわいい恋人がそばにいたからか、お嬢様に対してずいぶん硬かたい態度を取っていましたね」

「ジョン、嫌いやみはやめなさい」

「嫌みではない。事実を言っている。エミル卿はいつも罪悪感たっぷりの顔をしていたでしょう。呪のろいの絵をわざわざ見せたのも、お嬢様に責任はない、と思わせるためだ。あんたが思ったよりも真ま面じ目めで、いい女だったから」

「え」

「エミル卿は、お嬢様を利用することがだんだん苦しくなってきたわけです。その結果、不実なのか誠実なのかわからない男になってしまったんですよ」

　ジョンの言葉に、エミルがなんとも言えない表情を浮うかべる。リズもまた、自分が微び妙みような顔をしているのがわかった。そうだった。こういう悪あく魔まだった。本人を前にしてもまったく遠えん慮りよしないで話す。

「一番の役者は、ケイティという女ですね。協力すると優やさしく申し出ておきながら、愛する男を殺す。残された女を笑う気だったのか。いや、選ばれなかった恨うらみか。カードにこめられていた悪意はこれだったのかもしれない。まあ、どうでもいいですが」

「ジョン」

「本音ですので」

　薄はく情じような悪魔は、壁かべの絵画に目を向けた。

「俺はお嬢様が無事で、絵画が手に入るなら、他ほかは死のうが生きようがかまわん」

　人間に向けるよりもよっぽど優しい表情を浮うかべ、絵画の額縁を撫なでている。

　その仕草を見て、リズは大事なことを思い出した。

「ジョン、歪ひずみ画が！」

　飾られている絵画の中に、歪ひずみ画ががあったのだ。

「音楽家の油ゆ彩さい！　穢けがれた教会と聖セカテ、予知の悪魔ヴォレガのシンボルがあった」

　すべてジョンから学んだものだ。そう胸を張った時、ジョンが顔色を変えた。

「お嬢様、あんたって人は。ヴォレガのシンボルがあったのなら、なぜ早く言わない！」

「今言ってる」

「遅おそい！　探さぐるまでもない、潜ひそんでいるのは当然、その悪魔に決まっているでしょうが！」

　ジョンが怒ど鳴なった瞬しゆん間かん。

　音楽家を描えがいた画布が、ひとりでに引き裂さかれた。

　放心していたロレッタが悲鳴を上げる。エミルとグラハスが驚きよう愕がくの表情を浮かべながらも彼女を庇かばうように前に立った。

「え──」

　絵画の中から飛び出してきたのは、真っ赤な毛並みの獅し子し。

　大きく飛ひ翔しようして、一度テーブルの上に乗る。

　獅子の顔には、七つも目がついていた。その暗く淀よどんだ目がすべて、リズのほうを向く。

　リズは、動けなかった。

　咆ほう哮こうを響ひびかせて獅子──ヴォレガが飛び上がり、リズに嚙かみつこうとする。唾だ液えきまみれの凶きよう暴ぼうな牙きば。それが目の前まで迫せまった。

　瞼まぶたを閉じることさえできない。襲おそわれる。リズはそう観念した。だが。

「俺のものに手を出すな、獣けものごときが」

　ジョンが、片手で無造作に獅子の頭を鷲わし摑づかみにし、地面に叩たたき付けた。

　足で胴どう体たいを踏ふみつけ、鬣たてがみを摑つかんで──信じられないことに、首をねじ切った。獅子は断だん末まつ魔まの叫さけびを響かせると、黒こく煙えんと化し、消しよう滅めつした。あっという間の出来事だった。

「潰つぶしたのは、少しもったいなかったか。使い道のある悪魔だったな」

　ジョンは、乱れた髪かみを優ゆう雅がな手つきで耳にかけた。

　リズは混乱しながらも感心した。

　悪魔って、怪かい力りきだ。

「──リズ嬢、彼は」

　エミルの乾かわいた声に、我に返る。彼らは皆みな、真っ青な顔でジョンを見ていた。

　しばらくの沈ちん黙もくののち、リズは力強く言った。

「大だい丈じよう夫ぶ。怖こわくない。私の悪魔です」

「悪魔って、リズ嬢。……本当なのか。あなたは、悪魔憑つきだったのか？」

　ロレッタたちを庇いながら、エミルが掠かすれた声で訊たずねる。

「ええ。ジョンは、伴はん侶りよに等しい」

　エミルたちが絶句する。ジョンの強い視線も感じた。なぜか、頰ほおが熱くなってくる。

「……お嬢様、彼らを殺そうか」

　ジョンは誘さそうように言った。エミルは顔を歪ゆがめ、自分の胸に手を当てた。

「殺すなら私だけに！　二人は見み逃のがしてくれ」

「エミル様、待ってください！　私が欲を出したせいで、色々な人を巻きこんでしまったんです、罪深くも、あなたとの未来を夢見てしまった！　私が責任を取って死ぬべきです」

　ロレッタが震ふるえながらも叫ぶ。すると今度はグラハスまで声を張り上げた。

「俺にしろ。どうせそのうち死ぬ運命だ。さあ悪魔、この身体からだをくれてやる！」

　三人は、自分が犠ぎ牲せいになると言い張った。

「じゃあ、死んでもらいましょうか」

　リズの声に、彼らはぴたりと口を閉とざした。ジョンが、ふっと笑う。

　合法的じゃない詐欺行為も、たまには必要だ。
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　そして一ヶ月後。

　エミル・カロティオンは呪いにより体調を悪化させ、無事、『変死』した。







[image: 終章　あかつきの魚]




　白銀の魚が泳いでいそうな、星降る夜の出来事だ。

　リズは『暁あかつきの丘おか』と呼ばれている場所に、ジョンとともに来ていた。

　ここは皇都の外れにある東の地区。朝焼けが、うねる丘全体を光の色に染めることから、そんな呼び方が定着した。夜には満天の星を楽しめるので、恋こい人びとたちの丘とも呼ばれることがある。リズとジョンは恋人関係ではなく主従関係といったほうが正しいが──毎夜つけている日記にも記せない、秘密の時間だ。

「よかったんですか、お嬢様」

「なにが」

「エミル卿きようをこのまま行かせて」

　隣となりに並んだジョンが、遠くを見つめながら問いかけてくる。

　彼の視線の先には、黒く染まった丘を越こえていく一台の馬車がある。

「いいの」

「自身の結けつ婚こんがだめになったというのに、あっさりしてますね」

「ジョン、色恋に疎うとい私でも知っている。他人の恋路を邪じや魔ましてはいけないって」

「お嬢様に諭さとされると大変屈くつ辱じよくですな」

　憎にくらしい発言をしながらも、こちらに向いた瞳ひとみは穏おだやかだ。

　急に胸がざわめいた。慌あわてて顔を背そむけ、遠ざかる馬車を見つめる。

　あの中には、元婚約者と恋人が乗っている。

　手に手を取っての逃とう避ひ行こうだ。







「あんたを選ばず、他の女の手を取る男に協力してやるなんて、お人ひと好よしですね」

　しばらくして、ジョンが呆れたように言う。

　エミルの死の偽ぎ装そうに、リズたちは手を貸した。

「あの絵だけじゃ、エミル卿が死んだのは呪いのせいだ、なんて誰だれも納なつ得とくしてくれないでしょう」

　そこでジョンの出番だった。他にも呪いの絵を作ったり怪かい奇き現象を起こしたりして、周囲の人々を震ふるえさせたのだ。なにせ本物の悪あく魔ま。瘴しよう気きも悪夢も自由自在。

　エミルの『死体』を準備したのもジョンだが、どこで調達したのかは聞かないでおく。

　準備完かん了りよう後、エミルたちの記き憶おくを一部、書き換かえている。ジョンは『人間』だと。彼らがいつまでジョンの正体を秘密にしてくれるかわからないからだ。

「書しよ斎さいに飾かざっていた絵画をもらえたし、これでじゅうぶん」

　残念ながら他ほかの作品は、歪ひずみ画がではなかったが。

「結婚より、絵画ですか」

「もちろん。でも、お母様には悪いことをした」

　リズの結婚を楽しみにしていたのだ。エミルが『死亡』したことで、かなり落ちこんでいる。

「駆かけ落ちするのはいいが、彼らがうまくいくとはとても思えませんな」

「どうして？」

「あの男は貴族でしょう。だが身分を捨てた以上は、平民として働かねばならなくなる。そんな苦しい生活を耐たえ抜ぬけるとは思えない」

「私もそう思う」

「お嬢じよう様さまはわかっていながら、彼らに協力したのか？」

　ジョンが奇き妙みような目でリズを見る。リズは少し笑った。

「いつか彼らは後こう悔かいするかもしれない。なんであの時、馬ば鹿かな計画を立ててしまったんだろうって。だけど一瞬の恋に身を投じるのが、人間だから」

「お嬢様もか？」

「私が命をかけるのは絵画」

「では、もしもかなわぬ相手に恋をしたら、諦あきらめると」

　私に恋ができるのか。

　そう悩なやみながら、ふとジョンを見つめる。

　勝手に、口から言葉がこぼれた。

「諦める理由が思いつかない」

　彼が、眉まゆを上げる。これは、機き嫌げんがいい時の顔だ。

「許されない恋であっても？」

「私自身の許し以外、なにが必要なの」

「仮に種族すら違ちがう相手でも？」

「私が種族の違いに屈くつするように見える？」

　ジョンは、微笑ほほえんだ。

　偽にせ者ものではないかと疑いたくなるくらい、優やさしい表情を浮うかべている。

「そうか。なら今すぐお嬢様の死を偽装する必要はなさそうだ」

「ええ、安心しなさい。……え？」

　どういう意味だ。

　訊たずねようとして、よろめく。

　途と端たんにジョンの顔が保護者になる。

「薬の時間だ」

「いえ、あとでいい。それよりも今、なんて言ったの。もう一度」

「頰ほおが赤くなっている。夜風にあたりすぎましたね。屋や敷しきに送ります」

「待って、ジョン」

　彼は、リズの慌てぶりなど気にもとめず、手を取った。近くに待機させている馬車へと近づく。

「あんたはすぐ熱を出す。明日あしたは画が廊ろうへ来てはいけませんよ。屋敷でおとなしく寝ねていなさい」

「寝たくない。ジョンが捜さがしている悪魔も見つかっていないのに」

「時間はある。限りなく」

「私は悪魔みたいに不老不死じゃない」

　ジョンは立ち止まった。

「あんたは俺に捕つかまったんですよ、お嬢様」

　そう言って、彼はジャケットに下げていた懐かい中ちゆう時計をひとつ外す。

　なにをするのかと思いきや、楽しげな様子で時計の鎖くさりをリズの指に巻き付ける。

　これって手た綱づな代わりなのか、運命の糸代わりなのか。

　悩みながら、空へ顔を向ける。頭上には、満天の星。

　夜空を泳ぐ魚が、本当にいそうだ。ドレスの裾すそのように、滑なめらかに尾おびれを揺ゆらめかせて。

「だいいち、あんたは俺がいないとだめでしょうが」

　わかっている。すごくまぎらわしいが、この悪魔に他意はないのだ。期待するだけ無む駄だだ。

「ええ。ジョンは私が死ぬ時まで、愛するように仕えてくれるんだものね」

「契けい約やくですから」

「……契約ね」

　ジョンは絵画を前にした時のように、嬉うれしそうだ。

「愛するよう、という表現では不満ですか」

「いいえ」

「俺を夫にしたいのか」

「まさか」

「なんだ、悪魔に愛を乞こう勇気はないのか？」

「人間に愛を求める勇気は、悪魔にある？」

　自棄やけになって言い返すと、ジョンは、リズの指に巻き付けていた鎖を軽く引っ張った。

「それは──」

「いえ、答えないで。求めても求めなくても、ジョンは私の悪魔でしょう」

「違いない」

　ジョンは声を上げて笑った。
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「退たい屈くつはさせませんよ」

「ジョン」

「おとなしく寝ていたら、いいことを教えてあげます」

「いいことって、なに」

　星空に向けていた視線をジョンに戻もどす。なんだかおかしい。心臓の音が速い。

　彼が、囁ささやく。

「お嬢様が夢中になってしまうような、とても楽しいことを──たとえば」

「たとえば」

　輪りん郭かくがぼやける位置まで、ジョンの顔が近づいた。心臓の音がもっと速くなる。

「誰もが知っている、あの有名な絵画が実は隠かくし絵になっている、とか」

　唇くちびるを、吐と息いきがかすめる。

「第七教会内の壁かべに恐おそるべきシンボルがいくつも刻まれている、とか」

　リズは耐えきれず、悪魔の胸に額を押しつけた。

　そんな楽しいこと、拒きよ絶ぜつできるはずがない。

「教えてほしいでしょう？」

　彼の腕うでが、背中に回る。

　華はなやかな星空さえ霞かすむ、最高の誘ゆう惑わくだった。








あとがき






　こんにちは、糸いと森もりです。皆みな様さま、お元気でしょうか。

　この小説は、絵画、人外、主従関係と、ひたすら好きな要素を詰つめこみました。

　本編の裏話をひとつ。

　担当者様からカバー構図案で、リズが持っている絵画について「一口齧かじった林りん檎ごはどうか」というお言葉をいただき、かわいい！　とときめき、その後宵よいマチ様のラフを拝見して、奇き麗れい！　と喜びました。

　そこで本編内でも「齧った林檎」の絵を出そう！　と密ひそかに誓ちかった次し第だいです。素す敵てき案＆素敵カバーに万ばん歳ざいです。楽しく書かせていただきました。
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　宵マチ様。ご一いつ緒しよにお仕事をさせていただくことができ、とても光栄に思います。美び麗れいなイラストをありがとうございます、モノクロイラストも本当に美しいです！
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